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Ⅰ  東京国立近代美術館本館・工芸館 
 

概要 

  （１）設置年月日 

    本館  昭和２７年６月６日 

    工芸館  昭和５２年４月１８日 

 

  （２）施設の規模等 

    １９，０５０㎡ 

    展示面積 ５，１６７㎡  

    （本館  地上４階，地下１階 １７，１９２㎡  展示面積４，５９９㎡） 

    （工芸館  地上２階 １，８５８㎡  展示面積５６８㎡） 

 

  （３）目的 

 

    当館は昭和２７年に日本で最初の国立美術館として京橋の地に開館した。当時は先行するミ

ュージアム施設としては国立博物館のみであり、従って当館は国立博物館に対して、広い意味

で同時代の日本美術を常時展観できる近代美術館として性格づけられた。国立美術館四館のな

かでの先行館であるため、設立目的の特性化に関する限定の度合いは最も少なかった。 

開館以来の京橋の施設では、企画展示とコレクションの展示は両立しがたかったことから、

双方の展示が可能となる新館を竹橋に得て、昭和４４年に移転した。以後、近代美術館は、本

館、工芸館ともに、企画展と並行して、近代日本の美術、工芸の歴史がたどれるような常設展

示を行ってきたが、社会もまた美術館もその時々の価値観を反映する企画展重視の傾向に流さ

れてきた感がある。いまなお、展示事業は企画展で評価される事情は変わらず、美術館がコレ

クションの展示で観客をひきつけることは難しいのが現状であるが、近代日本の歴史的現実の

なかで生み出された美術創造のエネルギー、枯渇することなく汲み出される美術創造の活力の

持続を、一つの近代の歴史として社会に提示することこそ、東京国立近代美術館が社会に対し

て果すべき役割であり使命と考え、コレクションの展示によって近代日本の美術と工芸を歴史

的に伝え、そのことを通して近代日本の美術についての歴史認識が社会的に共有されるものと

していくことが中期的な課題と考えている。 

    もとより企画展も不可欠である。歴史化の試みが絶えず現在性の点から検証され、見直され 

  ていくためにも、また同時代を相対化してみるためにも、時には時代区分や日本という枠組み 
  を越えて行っていきたいと考えている。 
工芸館は工芸部門の専用展示・収蔵施設として発足した｡当初、文化庁が日本伝統工芸展か

ら買い上げた作品をコレクションの核とし、その公開を主な目的としたため、展示の偏りは否

定できなかった。しかし特にこの１０数年、この状況を改善するためコレクションの偏りの是

正に努め、加えて平成７年のデザイン部門の発足を機に、コレクションも伝統的なものから造

形的なものまで、多様な様相を見せる日本の近現代工芸に加え、欧米の近現代工芸、モダンデ

ザイン（グラフィックデザイン、工業デザイン）へと広げてきた｡それに連動して、常設展示

のみならず、企画展も同様に、現実の工芸・デザイン界の多様性を反映したものへと変革する

ことに努めてきた｡こうした収集・展示活動を通じて、従来の御道具的工芸観を越えて、近代

工芸・デザイン史を作り上げることが、今日果たすべき工芸館の役割だと考えている。 
 

  （４）定員（本館、工芸館合計） 

館長 副館長 事務系 研究系 合計 

１ １ １９（７） １７ ３８（７）名

（注１）（  ）は法人本部からの併任（内数） 
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本館 

館長 副館長 事務系 研究系 合計 

１ １ １９（７） １１ ３２（７）名

 

 

工芸館 

館長 副館長 事務系 研究系 合計 

   ６ ６     名

  （５）予算額（フィルムセンターを含む） 

   運営費交付金  １，８６５，３５７千円 
  自己収入         ８４，４４４千円 

     計      １，９４９，８０１千円 
 

 １ 収集・保管等 

（年度計画） 

（１）中期計画に基づき、美術作品等を購入する。 

（２）寄贈・寄託品の積極的な活用を図る。 

（３）２４時間空調等による作品の保存管理及び館内各所の環境モニターを実施する。 

（４）緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修復

  を行う。 

（５）国内外の美術館等に対し、修復保存に関する協力と普及の推進を図る。 

（１）美術作品等の購入 

 ［本館］ 

近代日本の美術がたどれるように、収蔵品を体系的に充実させるという基本的な収集方針に

基づき、平成１３年度においては、美術作品購入等選考委員会及び評価員会（美術・写真部門）

の審議を踏まえ、鏑木清方《明治風俗十二ヶ月》等８３点を、計２００，３９０，６００円で

購入した。寄贈作品についても同様の手続きにより、当館の収蔵品にふさわしい作品として認

められた作品２０点について、寄贈受入の手続きを行った。内訳は、別表に示すとおり、日本

画４点（購入２点、寄贈２点）、油彩４点（購入３点、寄贈１点）、版画８点（購入８点）、水

彩・素描８点（購入６点、寄贈２点）、彫刻７点（購入４点、寄贈３点）、写真７１点（購入６

０点、寄贈１１点）、資料１点（寄贈１点）である。 

 

  ［工芸館］ 

   戦後の現代工芸系を中心にした体系的な近代工芸作品とモダンデザインの作品を収集する

という基本的な収集方針に基づき、工芸作品及びデザイン作品について美術作品購入等選考委

員会及び評価員会（工芸部門）の審議を踏まえ、井上雅之《タイトルなし》等３０点を計２８,

９１８,５００円で購入した。寄贈作品についても同様の手続きにより、当館の収蔵品にふさ

わしい作品として認められた作品１３点について寄贈受入の手続きを行った。計４３点の内訳

は、別表に示すとおり、陶磁８点（購入８点）、ガラス２点（購入２点）、漆工５点（購入１点、

寄贈４点）、木竹工４点（購入２点、寄贈２点）、染織７点（購入４点、寄贈３点）、金工５点

（購入２点、寄贈３点）、デザイン１１点（購入１１点）、資料１点（寄贈１点）である。 

 

（２）寄贈・寄託品の積極的な活用 

寄託については、１年毎の契約としている。本年度は、８２件，１９３点の寄託契約の更新

を行い，新たに４件，９点（洋画８点、写真１点）の寄託作品の受入れを行った。 

    これらの作品については「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展で１点ならびに本年

度末に始まった常設展示で４点、計５点を展示し、寄贈品は出品作品の約３割を展示した。 
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（３）作品の保存管理 

    会場内では、作品を安全に展示するために館内の温度・湿度を常に適正な数値で管理した。

また、空気汚染、照明等にも留意し、防災対策、保安対策に努めた。 

    保存庫は、温度・湿度についての数値の管理し、作品への影響を最低限とするよう空調管理

を行った。 

 

（４）収蔵品修復 

  ［本  館］ 

      平成１３年度は、常設展示や貸出に備えて早急に修復措置を要する作品の中から、日本画

４点、洋画２点、水彩・素描ほか１５点、版画４点、彫刻３点の修理を行った。 

  ［工芸館］ 

      陳列等に比較的繁多に活用され早急に保存修復の措置が必要であった戦後の伝統工芸の 

    主要作品から選択し、漆工作品１４点の修理を行った。 

 

  ２ 公衆への観覧 

（年度計画） 

（１）中期計画に基づき，展覧会や企画上映等を実施する。 

（２）全国の公私立美術館等と連携して地方巡回展を実施する。 

（３）展覧会については、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好な観覧

  環境、広報活動、過去の入場者数の状況等を踏まえて入場者数について目標を設定し、その達

  成に努める。 

（４）それぞれの館の収蔵品について、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館そ

  の他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に実施する。 

（５）入館者に対するアンケート調査を実施し、そのニーズや満足度を分析し、展覧会等に反映

させる。 

（１）展覧会の実施 

 

  ①「現代ポーランド・ポスター」展 

    期間：平成 1３年４月３日（火）～５月６日（日）（３０日間） 

    会場：フィルムセンター７階展示室 

    出品点数：７５点 

入館者数：７６３人（１日平均２５人）（目標入場者数：７８０人） 

 

戦後、ポーランドのポスターは国際的にも高い評価を確立し、注目を集めてきた。特に    

１９６０年代は “ポーランド派ポスター”と称されたように、その黄金時代であり、また

７０年代から８０年代にかけては、怪奇と幻想とも言うべき独特のスタイルで、世界にそ

の存在が知られた。今回は、当館の所蔵品のなかから、現代のポーランドのポスター約７

０点を展示し、その独特の世界を示そうとした。ヴァルデマル・シフィエジ、アンジェイ・

ポンゴフスキ、ヤン・レニツァなど。 

 

  ②「写真再発見２」 

    期間：平成１３年５月１５日（火）～８月５日（日）（７２日間） 

    会場：フィルムセンター７階展示室 

    出品点数：１３６点 

    入館者数：３，１１８人（１日平均４３人）（目標入場者数：２，６４０人） 

 

      写真というメディアのもつ魅力と可能性を、身近なところから掘り起こす試みとして、「写

真再発見」と名づけてコレクションの活用を図った小企画展。  

      展覧会は所蔵作品から国内外の写真家の作品によって構成され、「１．ヒト」（１１作家２    

０点）、「２．モノ」（１４作家２４点）、「３．場所とできごと」（９作家２７点）の三章と、
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石元泰博<シカゴ、シカゴ>（２５点）、須田一政<風姿花伝>（３２点）の二つのシリーズの

小特集、全１２４点を展示した。小特集は会期の中間で展示替えを行った。（前期：５月１

５日－６月２４日石元泰博<シカゴ、シカゴ>、後期：６月２６日－８月５日須田一政<風姿

花伝>）会場で配布するパンフレットには章ごとの解説を掲載し、また会場内には各章の作

品のうち数点を選んで、鑑賞のヒントとなるような解説プレートを掲示した。 

 

  ③「１９３０年代日本の印刷デザイン－大衆社会における伝達」 

    期間：平成１３年８月１４日（火）～１１月４日（日）（７２日間） 

    会場：フィルムセンター７階展示室 

    出品点数：１０８点 

    入館者数３，１６９人（１日平均４４人）（目標入場者数：２，３１０人） 

 

  １９３０年代はモダンな都市生活が広まる一方で、社会運動が激化し、さらに戦争の足

音が近づきつつある時代であり、そうした時代を反映して、メッセージを伝えようとする

手法に様々な工夫がなされた時代であった。この展覧会では、当時作成されたポスター、

チラシ、パンフレット、雑誌などを通して時代を「踊りだす文字」、「社会生活の標語化」、

「グラフィズムの新感覚」、「商品化される市民生活」という４つの視点から探った。 

 

    ＜新聞雑誌関係記事＞ 

     装飾性から意思の伝達へ/NIKKEIDES1GN9(２００１年９月) 

     １９３０年代日本の印刷デザイン/日本印刷新聞(２００１年９月１２日) 

     昭和初期の宣伝美術てんやわんや/芸術新潮(２００１年１０月号) 

     時代に翻弄される「印刷」/印刷雑誌第 84巻 10 号(２００１年１０月１５日 

 

  ④「現代の布」 

    期間：平成１３年９月２２日（土）～１１月１８日（日）（５０日間） 

    会場：工芸館 

    出品点数：６７点 

    入館者数７，５３４人（１日平均１５１人）（目標入場者数：６，６００人） 

 

布を作る過程そのものを表現として捉え、その上にいかなる形の創造がなされているか。

本展は糸・織る・布というものを表現の技法・素材として捉える１４名の作家による約７０

点の作品を展示し、布による新しい表現の可能性を探る試みとして企画した。 

 

  〈新聞・雑誌関係記事〉 

    “Threading a textiles culture”／ The Daily Yomiuri, ２００１年９月２０日 

    “とらえ直される布の現代 染と織、気鋭14作家が挑む”／赤旗，２００１年１１月４日 

      Ayako Karino, Much more than mere cloth／ The Asahi Shimbun Weekly, ２００１年 

１０月２５日Japan Times 

 

  ⑤交換展 

    「京都の工芸―１９４５－２０００」 

    主催：東京国立近代美術館、京都国立近代美術館 

    会場：工芸館 

    出品点数：２９１点 

    会期：平成１３年１２月１日（土）～平成１４年２月１１日（月）（５４日間） 

          前期：平成１３年１２月１日（土）～平成１４年１月６日（日） 

          後期：平成１４年１月１０日（木）～２月１１日（月） 

    入館者数：９，０１２人（一日平均１６７人）（目標入場者数：８，３５０人） 
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    平成１０年に近代京都の工芸の黎明期から揺籃期を展観した「京都の工芸[1910-1940]」展

を行ったが、本展はこれに続き、美術工芸が大きく展開、発展した第２次世界大戦終結後から

２０００年までの約５０年間を前回同様、陶芸、染織、漆芸の３分野に着目し、工芸の歴史や

新しい動向を検証した展覧会である。平成１３年度京都国立近代美術館の企画展として開催し、

この後工芸館に巡回したものである（詳しくは京都国立近代美術館の自己点検評価報告書参

照）。 

 

    〈新聞・雑誌関係記事〉 

    Takeshi Kuroiwa ，A dynamic side of Kyoto crafts／The Daily Yomiuri  ２００１年１

２月２０日 

    加藤義久（共同通信社）『接近する工芸と美術 「京都の工芸」展など』／徳島新聞 ２０

０１年１２月２５日他 

    鎮目朗『陶芸、染織、漆芸、木工の 180 人「京都の工芸」』／陶業時報 ２００２年１月５

日 

    ＜OUT ON THE TOWN＞Crafts of Kyoto: 1945-2000／METROPOLIS ２００２年１月１１日 

 

  ⑥「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」展 

    期間：平成１４年１月１６日（水）～３月１０日（日）（４７日間） 

    会場：本館 

    共催：読売新聞社   

    協賛：日立ハイテクノロジーズ 

助成：アサヒビール芸術文化財団 東洋文化財団 

出品点数：３９１点 

    入場者数：７４,０５８人（１日平均１,５７６人）（目標入場者数：５１，９００人） 

 

      鑑賞環境の整備とサービス機能の向上をはかる増改築工事のため二年半のあいだ休館し    

た本館が、そのリニューアル・オープンを記念して、２１世紀にむけて当館の基本的な指針 

    を示すことを期した展覧会。 

     激動の世紀と言われる２０世紀、美術もまた比類ない変貌を遂げたが、この展覧会に期し

たものは、２０世紀文明のなかにある私たちが、２０世紀の美術をどのように受けとめよう

とするのか、前向きに振り返る機会となること、２０世紀の美術を単に過去のものとして、

その変遷を跡づけるのではなく、美術を２０世紀文明のなかでとらえ直すことから、私たち

が引き継ぐものは何かを考える機会を企画したものである。その意味を込めてテーマも「未

完の世紀」と謳った。 

     新装なった美術館の全館を使用して、海外作家の作品を含め、絵画・彫刻・版画・写真・

工芸・資料など３９１点（うち外国作家の作品は９３点）を、８章１６節に区分けして展示

した。２０世紀文明への視点をきわだたせた章立ては、大きな推移をたどれるように年代で

区切り、各章の間を単線的につなぐことを控え、ひとつの時代の文化的な多面性を示すこと

に意を注いだ。美術館の見解として、展覧会をより一般的な年代区分からなる８つの時代区

分で構成し、ひとつの歴史的なガイドラインを提示しつつも、観客の一人一人が２０世紀の

歴史と２０世紀の美術について、それぞれの視点から読みとれるように、提示することを心

がけた。 

      出品作３９１点のうち館蔵品は１８４点、独立行政法人国立美術館内の他の三館から３０ 

    点、他は国内の国公私立美術館５１館と個人所蔵家からの出品による。 

      会期中に展覧会に因んだ４回の連続講演会と「イヴニング・ギャラリー」と称したギャラ 

    リー・ツアーを夜間開館日の毎金曜日に８回開催、それぞれ延べ３２８人、３８３人の参加 

    があった。 

      また、この展覧会に関連して、フィルムセンターでは所蔵映画フィルムによる「フィルム 

    で見る２０世紀の日本」と題した企画上映が開催された。 
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「未完の世紀」展 展評 
 
ア．北澤憲昭：＜美術＞東京国立近代美術館の改装企画「未完の世紀」展 ジャンル超え総 
覧へ意欲 
朝日新聞 ２００２年１月２１日（朝刊）３２面 
イ．松本透：日本近代美術の１００年 未完の世紀 ２０世紀美術がのこすもの 変化と矛盾 
と"時代の子"たち 
読売新聞 ２００２年１月２２日（朝刊）３２面 
ウ．竹田博志：時代の混とん 端的に「未完の世紀」展 
日本経済新聞 ２００２年１月２３日（朝刊）３６面 
エ．（青）：東京国立近代美術館本館「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」リニューアル・

オープン展 
東京新聞 ２００２年２月７日（朝刊）２８面 
オ．浅野徹：＜美術＞東京国立近代美術館リニューアル展 激動の世紀たどる 
日本経済新聞 ２００２年２月１４日（夕刊） 
カ．三田晴夫：＜現代アート考＞美術の２０世紀 戦争画含む初の通史展 
毎日新聞 ２００２年２月１９日（夕刊）６面 
キ．嶋崎吉信：近美リニューアル・オープン記念展「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」 
展を見て 
あいだ Nｏ．７４  ２００１年２月２０日発行  ｐ．２９ 
ク．Linda Inoki. Visual Art Tokyo: A new look at the art of war.  

FINANCIAL TIMES. March 6, 2002. 
 ケ．椹木野衣：REVIEWS 過剰の世紀－国民国家美術がのこしたもの 
ＢＴ 美術手帖 no.818, ２００２年４月号 p.198-199. 
コ．Irmtraud Schaarschmidt-Richter:Unvollendetes Säkulum,  

FRANKFURTER ALLGEMEINE ZEITUNG, April 7,2002 
 

  ⑦「カンディンスキー展」 

    期間：平成１４年３月２６日（火）～５月２６日（日）（５４日間（うち平成１３年度６日 
          間）） 
    会場：本館 

    共催：ＮＨＫ，ＮＨＫプロモーション 

協力：アエロフロート・ロシア航空，フィンランド航空，日本航空 

出品点数：約７０点 

    入場者数：６，５９８人（１日平均１，０９９人）（目標入場者数：６，０００人） 
  （平成１３年度中） 
   なお，本展覧会に係る自己点検評価は平成１４年度に行う予定である。 

 

  ⑧本館常設展 

    期間：平成１４年３月２６日（火）～５月２６日（日）（５４日間（うち平成１３年度６日 
          間）） 
    会場：本館 
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    出品点数：３２１点 

    入場者数：５９４人（１日平均９９人）（目標入場者数：６５０人） 
  （平成１３年度中） 
    なお，本展覧会に係る自己点検評価は平成１４年度に行う予定である。 

 

  ⑨工芸館常設展 

     入場者数１３，４６６人（目標入館者数 ２７，０００人） 

    ア．「近代工芸の百年」 ３回陳列替え 

       会場：東京国立近代美術館工芸館 

会期：平成１３年４月１０日(火)～５月１３日(日) （４７日間） 

      出品点数：１２０点 

     入場者数：３，４９５人（１日平均１１７人）（目標入場者数：９，６６６人） 

 

          所蔵作品によって近代工芸百年の歴史を示そうとするもの。明治から現在まで、

それぞれの時代に活躍した著名な工芸家を取り上げ、陶磁、染織、漆工、金工、ガ

ラス、木竹工など様々な分野の作品を制作年代順に列べることで、我が国の近代工

芸の全体的な流れを見渡そうとした。「明治中期から後期(欧米向け輸出工芸)」、「大

正時代から昭和戦前期(生活や古典への回帰)」、「昭和戦前期(構成派と民芸)」、「昭

和戦後期(伝統工芸の誕生)」、「１９６０年代から１９９０年代(個性表現とオプジ

ェ)」、「１９６０年代から１９９０年代(クラフトデザインと人形)」という構成で展

示した。 

       〈新聞・雑誌関係記事〉 

         福島建治「偏西風 近代工芸の百年」／朝日新聞２００１年５月１１日 

 

     イ．「近代の工芸―１９９１-２０００年の新収蔵作品から」 

         会場：東京国立近代美術館工芸館 

         会期：平成１３年５月２２日（火）～７月８日（日） （４０日間） 

          出品点数：４５９点 

          入館者数：３，２１９人（一日平均８３人）（目標入場者数：３，３２４人） 

 

          工芸館ではここ１０年くらい、近代の流れや現代の動向を示す工芸及びデザイン

の優れた作品の収蔵に力を入れてきた。本展では、その１９９１年から２０００年

の間に収蔵された作品によって、当館の収集の軌跡を示し、併せてそうした近・現

代における工芸及びデザインの多様な展開を提示した。新収蔵の作家約２００人に

よる作品約２３０点を選択し、会期を前期と後期に分けて展示した。 

 

      ウ.「所蔵作品による近代日本の美術と工芸 くらしをいろどる」 

          会場：工芸館 

          会期：平成１３年７月２０日（金）～９月９日（日） （４５日間） 

          出品点数：１２１点 

          入場者数：６，６４７人（一日平均１４８人）（目標入場者数：６，２１０人） 

 

           普段一緒に並べられることの少ない、工芸作品と美術作品を一緒にならべること

で、衣食住など日本人の暮らしのもつ豊かさを示すことを試みた。 

<新聞・雑誌関係記事> 

      今週の１点 聞香/毎日新聞夕刊（２００１年８月１５日） 

      情報館 美術館・博物館 くらしをいろどる/読売新聞朝刊（２００１年８月２９日） 

       

エ.「近代工芸とデザインの東西」 

          会場：工芸館 
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          会期：平成１４年２月２３日（土）～４月１４日（日）（３２日間） 

          出品点数：１４３点 

          入場者数：５，３９９人（一日平均１６９人）（目標入場者数：７，８００人） 

 

           近代以降、生活様式を西洋化させてきた日本では、工芸とデザインの分野におい

ても「西洋」は多くの作家に何らかの陰影を落としてきた。この展覧会では、とく

に西洋の装飾美術、デザイン、工芸と関わりが深く、かつ近代の工芸とデザインの

歴史のなかでも、特色のある新しい傾向や運動へと発展した作品を選び、関連する

西洋の装飾美術やデザイン作品とあわせて展示した。全体は、１．クリストファー・

ドレッサーと明治の輸出工芸、２．アール・ヌーヴォー様式の広がり、３．アール・

デコと工芸の「構成派」、４．伝統の見直し、５．ガラスを表現の素材に、６．クラ

フトとインダストリアル・デザインの６つのテーマから構成された。 

 

（２）収蔵品の貸与 

    計１１１件，２，６０７点の作品の貸し出しを行った。 

 

（３）アンケート調査の実施 

    つぎのとおり、「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」、「近代工芸とデザインの東西」

の展覧会及びギャラリートークにおいて、アンケート調査を実施した。 

  ［展覧会］ 
    ①「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」 

      実施期間：平成１４年２月２８日（木）～平成１４年３月２日（土）（３日間） 

      結果：展覧会について約８割の肯定的意見があった。 

 

    ②「近代工芸とデザインの東西」 

      実施期間：平成１４年２月２８日（木）～平成１４年３月２日（土）（３日間） 

      結果：展覧会について約８割の肯定的意見があった。 

 

  ［ギャラリートーク］ 
    ①「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」 

      実施期間：平成１４年３月８日（金）（１日間） 

      結果：ギャラリートークについて約８割の肯定的意見があった。 

 

    ②「近代工芸とデザインの東西」 

      実施期間：平成１４年３月９日（土）（１日間） 

      結果：ギャラリートークについて約５割の肯定的意見があった。 

 

  ３  調査研究 

（年度計画） 

（１）中期計画に基づき、調査研究を計画的に実施する。 

（２）客員研究員を招聘し、調査研究活動を推進する。 

（３）各館の調査研究の成果については、研究紀要、図録への論文発表等によって公表する。 

 

（１）調査研究の実施及び成果の発表 

     ①２０世紀美術に関する総合的調査研究 

研究者 本館・工芸館の学芸職員全員。 

展覧会「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」のカタログに、テキスト、時代区分

の章解説、コラムを分担執筆。 

市川政憲「２０世紀文明と文化のはざまに」同展カタログのテキスト 

松本透「戦後美術の同時代性について」同展カタログのテキスト 
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鈴木勝雄 『現代の眼』５３２号で同展の特集を編集。 

②ロシアにあるカンディンスキーの作品に関する調査研究 

研究者 中林和雄、鈴木勝雄 

中林和雄「カンディンスキー、時代の子」カンディンスキー展カタログのテキスト 

鈴木勝雄「カンディンスキーとロシア－１９１３年の戦略」同展カタログのテキスト 

③小倉遊亀に関する調査研究 

研究者 尾崎正明、古田亮 

調査継続中。平成１４年度の展覧会で成果発表。 

④明治大正期におけるロマンティシズムの水脈の検証 

研究者 市川政憲、蔵屋美香 

継続中。平成１４年度の展覧会で成果発表。 

⑤海外における近代日本美術の研究成果・態勢の調査並びに内外の共同研究の推進（科学

研究費補助金） 

研究代表者 松本透 

報告書作成中。 

⑥現代的造形表現としての布の可能性に関する調査研究 

研究者 今井陽子 

「現代の布－染と織の造形思考」展カタログのテキストを執筆。 

『現代の眼』５３０号で特集を編集。 

「今日の染織造形」、大阪芸術大学通信教育教科書『繊維基礎実習』 

⑦明治時代の工芸概念の胚胎と変遷に関する研究のための資料調査 

研究者 金子賢治、北村仁美 

金子賢治「海外に渡った明治の染織」『ドレスタディー』４０号 

北村仁美「クリストファー・ドレッサーへの視点」『現代の眼』５２７号 

⑧戦後の工芸運動確立期に関する研究 

研究者 金子賢治、諸山正則、今井陽子、木田拓也 

金子賢治「現代陶芸の理論－西洋世界と日本」『現代の眼』５２９号 

諸山正則「漆工品の補修と大場松魚《金銀平文鶴文箱》」『現代の眼』５３１号 

      「河井寛次郎の木彫」千葉市美術館展覧会カタログ 

今井陽子「友禅における染の現代－森口華弘の作品をめぐって」『現代の眼』５３２号 

木田拓也「昭和の桃山復興（三）備前・金重陶陽」『陶説』５８６号 

⑨１９３０年代日本のポスターに関する調査 

研究者 樋田豊次郎 

「大衆社会におけるデザイン」「１９３０年代日本の印刷デザイン」展カタログのテキ

スト。 

⑩明治大正期における図案集の研究－世紀末デザインの移植とその意味－（科学研究補助

金） 

研究代表者 樋田豊次郎 

報告書作成中。 

⑪展覧会場用映像ソフトについての調査研究（凸版印刷と共同研究） 

研究代表者 尾崎正明 
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  ４  教育普及 

（年度計画） 

（１）国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図ると共に情報コーナーの

設置等レファレンス機能の充実を図る。 

（２）館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、広く公衆のニーズに応えるため、デ

ータベース化を推進する。 

（３）国内外の美術館等との連携を強化し、情報コーナー、アートライブラリー、資料閲覧室

等、情報資料関係の施設の整備・充実を図る。 

（４）児童生徒を対象とした教育普及事業を実施する。 

（５）講演会等を実施する。 

（６）美術館関係者を対象とした、研修事業を実施する。 

（７）他の機関が実施する研修への協力を実施する。 

（８）各館それぞれに研究成果を踏まえて出版事業等を行う。 

（９）それぞれの館のホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行う。ま

た、４館共同の広報体制を整備するため法人のホームページを作成し、中期目標、中期計画、

年度計画等を公表する。 

（１０）ボランティア等の在り方や企業との連携等について検討を行う。 

（１１）新たな美術館施設の円滑な運営について 

（１）資料収集及びレファレンス機能の充実 

   本館及び工芸館のアートライブラリーについては平成１３年度中に合わせて１３，４９７

冊の収蔵を図り、平成１３年度末現在の総所蔵冊数は６９，６２９冊となった。  

   平成１３年度中に行った資料の交換件数は国内機関との間で２６５件、国外機関との間で

２０６件であった。 

      本館の３階会場内に情報コーナーを設置し、レファレンス機能の充実を図った。 

 

      本館所蔵冊数 

      本年度収蔵図書    １２，１９９冊 

        内、図書          １，５１７冊 

            カタログ    １０，６８２冊 

      所蔵総冊数        ６５，８７６冊 

            図書        ２２，０５６冊 

            カタログ    ４３，８２０冊 

雑誌書誌数    １，６８６誌 

 

      工芸館所蔵冊数 

      本年度収蔵図書     １，２９８冊 

        内、図書            ８３３冊 

            カタログ        ４６５冊 

      所蔵総冊数          ３，７５３冊 

            図書         ３，２４７冊 

            カタログ       ５０６冊 

雑誌書誌数     ２９４誌 

 

（２）作品データ等のデータベース化の推進 

    ア．当館が所蔵している美術作品（８，８５４点）についてデータ・画像入力を行い、デー

タベース化を進めた。 

      本年度末現在、文字データについては、全収蔵作品、画像データのうち、約７割が入力済

みとなった。 

    イ．当館が所蔵している工芸作品（２，９６７点）についてデータ・画像入力を行い、デー
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タベース化を進めた。 

      本年度末現在、文字データについては、全収蔵作品、画像データのうち、約３割が入力済

みとなった。 

（３）資料閲覧室等の整備 

本館、工芸館とも平成１４年度からの閉架式閲覧サービス開始をめざして，閲覧室の開

室準備と資料の整理を進めた。 

本館については，平成１４年１月１６日からアートライブラリを開室した。 
工芸館についても，建物北側への閲覧室の増設を行い、平成１４年度当初の開室を目指

して準備中である。 

（４）児童生徒に対する教育普及事業の実施 

   ①小中学生向け鑑賞教室（常設展「近代日本の美術と工芸」期間中に１０回開催） 

      工芸館において夏休み期間中の水曜日、午前と午後の２回、館員とともに工芸と美術作品

を見て回る子供向けのギャラリー・トークを開催。参加者は次のとおりであった。 

     ７月２５日  午前   小学生：  ８名     中学生：１３名        一般： ８名 

     ７月２５日  午後   小学生：  ７名     中学生：３２名        一般：１２名 

     ８月 １日  午前   小学生：１５名     中学生：２２名        一般： ８名 

     ８月 １日  午後   小学生： ３名     中学生：１８名        一般： ７名 

     ８月 ８日  午前   小学生：１７名     中学生：１７名        一般：２２名 

     ８月 ８日  午後   小学生： ４名     中学生： ３名        一般： ６名 

     ８月１５日  午前   小学生：２２名     中学生：２３名        一般：２６名 

     ８月１５日  午後   小学生：２３名     中学生：１３名        一般：２３名 

     ８月２２日  午前   小学生： ２名     中学生： １名        一般： ４名 

     ８月２２日  午後   小学生： ９名     中学生： ０名        一般： ６名 

     総入館者数  ３７４名 

 

（５）講演会等の実施 

  ①ギャラリー・トーク 

    作品の理解を援助するとともに、美術館そのものを身近に感じてもらうことをねらいとして、

以下のように学芸員が直接、観覧者に説明をするギャラリー・トークを実施した。 

なお、本館の「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展、工芸館の「現代の布」展につ

いては、特別に外部から専門家や作家を招いた。 

 

  ［本館］開館中の月の金曜日 

    第１回 1月１８日（金） 午後６時から（約４５分） 

      担当：美術課長 松本 透 

      テーマ：「１９６０－７０年代の美術」 

      参加人数： ３１名 

    第２回  １月２５日（金）   午後６時から（約４５分） 

      担当：美術課主任研究官 古田 亮 

      テーマ：「昭和戦前期の日本画」 

      参加人数：  ２６名 

    第３回  ２月  １日（金）   午後６時から（約４５分） 

      担当：企画課研究員 鈴木勝雄 

      テーマ：「１９５０年代のリアリズム」 

      参加人数：  ２８名 

    第４回  ２月 ８日（金）   午後６時から（約５０分） 

      担当：慶応義塾大学助教授 近藤幸夫 

      テーマ：「《産声》に見るブランクーシ作品の特徴」 

      参加人数：  ５１名 

    第５回  ２月１５日（金）   午後６時から（約５０分） 
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      担当：土田真紀 

      テーマ：「柳宗悦：白樺と民芸をつなぐもの」 

      参加人数：４３名 

    第６回  ２月２２日（金）   午後６時から（約５０分） 

      担当：美術課研究員  増田  玲 

      テーマ：「森山大道《にっぽん劇場》とその周辺」 

      参加人数：２９名 

    第７回  ３月１日（金）   午後６時から（約５０分） 

      担当：水沢  勉 

      テーマ：「東京１９３４年。藤牧義夫《赤陽》と《絵巻隅田川》」 

      参加人数：５５名 

    第８回  ３月８日（金）   午後６時から（約５０分） 

      担当：副館長  市川政憲 

      テーマ：「もう一つの美術史」 

      参加人数：１１２名 

    本館計３７５名 

 

  ［工芸館］開館中の月の第二・第四土曜日 

      第 1 回  ４月１４日（土） 

        担当：工芸課主任研究官 樋田豊次郎 

        テーマ：「近代工芸百年の歩み」 

        参加人数：１２名 

      第２回  平成１４年６月９日（土） 

        担当：工芸課主任研究官 諸山正則 

        テーマ：「現代工芸の動向と当館の収集方針」 

        参加人数：１５名 

      第３回  ８月１１日（土） 

        担当：工芸課研究員 木田拓也 

        テーマ：「生活様式と工芸作家の意識」 

        参加人数：２５名 

      第４回  ９月８日（土） 

        担当：工芸課研究員 北村仁美 

        テーマ：「工芸作品の素材と技法」 

        参加人数：２３名 

      第５回  ９月２２日（土） 

        担当：織物作家 上原美智子 

        テーマ：「細糸にかける思い」 

        参加人数：４０名 

      第６回  １０月１３日（土） 

        担当：テキスタイルデザイナー 須藤玲子 

        テーマ：「創造性とデザインの機能」 

        参加人数：５２名 

      第７回  １０月２７日（土） 

        担当：工芸課研究員 今井陽子 

        テーマ：「布をみる」 

        参加人数：１７名 

      第８回  １２月８日（土） 

        担当：工芸課主任研究官 諸山正則 

        テーマ：「京都の工芸―戦後の動向」 

        参加人数：２５名 



実績報告書 

（東京国立近代美術館） －13－

      第９回  １月１２日（土） 

        担当：京都国立近代美術館主任研究官 松原龍一 

        テーマ：「京都の工芸―時代と人」 

        参加人数：３０名 

      第１０回  ３月９日（土） 

        担当：工芸課研究員 北村仁美 

        テーマ：「近代工芸とデザインの東西―明治から現代まで」 

        参加人数：２名 

      計２４１名 

  ②講演会 

  本館では「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展について、来館者の理解をより深 

めてもらうために講演会を開催した。担当学芸員がその意図、内容を解説するとともに、外 

部の専門家を招いて異なる視点からも展覧会について論じてもらった。 

 

第１回  １月２６日（土）   午後２時から（約９０分） 

  担当：副館長 市川政憲 

        テーマ：「未完の世紀－20 世紀美術がのこすもの 戦前編」 

        参加人数：８１名 

第２回  ２月９日（土）   午後２時から（約９０分） 

  担当：美術課長 松本 透 

        テーマ：「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの 戦後編」 

        参加人数：１０４名 

第３回  ２月１６日（土）   午後２時から（約９０分） 

  担当：神奈川県立近代美術館副館長兼学芸課長 山梨俊夫 

        テーマ：「モダニズム絵画を見る」 

        参加人数：７１名 

第４回  ２月２３日（土）   午後２時から（約９０分） 

  担当：林  道郎 

  テーマ：「『物質』と『飾り』のあいだで：日本の戦後美術を縁どる言葉たち」 

        参加人数：７２名 

      計３２８名 

 

  ③パフォーマンス 

      「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」展の出品作家・松澤宥は、６０年代半ば以後、 

    一貫して言葉（文字と音声）による「観念芸術」を提唱・実践しているが、今回は、あと 

    ８０年で、大気の組成が生物の生存に適さないものになるという「８０年問題」に着想した 

    テキストの提示と朗読によるパフォーマンスを行った。 

 

    本館    平成１４年２月２日（土） 

            作家：松澤  宥 

            テーマ：「８０年問題２２番、東京国立近代美術館にて」 

            参加人数：１９７名（展覧会場内において） 

 

（６）他機関の研修への協力 

  次のとおり、大学生の学芸員資格取得のための博物館実習等に協力した。 

    ①名古屋市立宝神中学校東京分散学習への協力 

      工芸館において４名を受け入れ。 

      ②大学生の学芸員資格のための博物館実習への協力 

        工芸館において４名を受け入れ。 

      ③千葉県市原市立海上小学校の美術鑑賞教育への協力 
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        工芸館において３０名を受け入れ。 

      ④早稲田大学国際部プログラム「日本美術調査研究」への協力 

        工芸館において４２名を受け入れ。 

 

（７）発行事業の実施 

   ①「平成１２年度年報」               発行準備中 

   ②「東京国立近代美術館概要」         発行済 

   ③展覧会、企画上映に伴う図録の発行 

  企画展等 

ア．「１９３０年代 日本の印刷デザイン―大衆社会における伝達」 

 29×22.2cm/82P 

本文：大衆社会におけるデザイン（樋田豊次郎） 

     １９３０年代の日本の印刷技術（本多真紀子） 

     戦前日本社会運動の足あと―１９３０年代ポスターの背景（梅田俊英） 

編集：樋田豊次郎、諸山正則 

イ．「現代の布―染と織の造形思考」 

 28×22.7cm/96P 

本文：「布」というかたち（今井陽子） 

編集：金子賢治、今井陽子、北村仁美 

ウ．「京都の工芸[１９４５－２０００]」 

 30×20cm/272P 

本文：京都の工芸[１９４５－２０００]（松原龍一） 

編集：松原龍一、土岐加寿子、南野朋子 

    エ．「未完の世紀」展図録 

      29.8×22.5cm/48P＋280P 

      本文：２０世紀文明と文化のはざまに（市川政憲） 

            戦後美術の同時代性について（松本 透） 

      編集：東京国立近代美術館（市川政憲，松本 透，尾崎正明，鈴木勝雄，保坂健二朗） 

    オ．常設展等 

「常設展 近代工芸の百年」 

  28×21cm/12P 

  本文：所蔵品でたどる近代工芸の百年（樋田豊次郎） 

  出品目録 

「常設展―[近代の工芸] １９９１－２０００年の新収蔵作品から」 

   29.6×21cm/24P 

   本文： １９９１－２０００年の新収蔵作品について（諸山正則） 

   図版 

   出品目録 

   制作：  印象社 

「所蔵作品による近代日本の美術と工芸 くらしをいろどる」 

   28×21cm/12P 

   展示解説 

   出品目録 

 

 
   ④「現代の眼」    ５回発行済  （年度計画  ６回発行） 

    第５２７号  ４－５月号 

      特集：建築への／からのまなざし 

  第５２８号  ６－７月号 

    特集：写真史研究の現在 
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  第５２９号  ８－９月号 

    特集：現代陶芸の現在地 

  第５３０号  １０－１１月号 

    特集：現代の布－染と織の造形思考   「現代の布」展によせて 

  第５３１号  １２－１月号 

  特集：本館リニューアル 

  第５３２号  １－２月号 

     特集：未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの   

      「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展によせて 

 

（８）ホームページの活用 

ホームページでは美術館の概要、企画展を含む活動一般、所蔵作品に関するデータなど

の情報の公開に努めるほか、職員募集などの事務的な活動にも積極的に活用して広く公衆

への普及及び広報を行った。 

また、ホームページを新しいレイアウトにするための検討を行い，できるものから順次

更新作業を行った。法人化に伴い、法人のホームページを作成し、中期目標、中期計画、

年度計画等を公表するとともに当館のホームページとリンクし、積極的に利用の促進を図

った。 

 

ホームページアクセス件数 １８９，９２４件  （フィルムセンターを含む。） 

 

 

（９）ボランティア・企業との連携等の検討 

① 他の美術館の実践実例等を参考にボランティア制度の、導入に向けた検討を行った。 

   ② 展覧会を開催するにあたり、新聞社、企業、メセナ財団より協力及び支援を得て、企画

運営、広報普及、利用者サービス等の充実を図った。 

   ア．「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」展 

    ・読売新聞社：カタログ製作、広報（チラシ・ポスター・紙面掲載）等について支援

協力を得た。   

    ・財団法人 アサヒビール芸術文化財団：運営費（広報用経費）を助成して頂いた。 

・財団法人 東洋信託文化財団：運営費（広報用経費）を助成して頂いた。 

・凸版印刷株式会社：共同研究契約に基づき、教育普及等に関する調査及び研究を行

った。これにより、観覧者等に最新の映像ソフトを用いての美術史及び作品解説を

行い、芸術文化の振興に寄与した。 

   ③ 工芸館においては、積極的な普及広報を図るため、次の２誌に所蔵品を取り上げた連載

を展開した。これにより、広く公衆に対し、近現代工芸及び東京国立近代美術館の活動の

周知が図られたと考えている。 

       ア．「美への誘い～東京国立近代美術館工芸館所蔵作品から」『月刊チャイム銀座』（発行： 

         株式会社和光） 

       イ．「相承の系譜 東京国立近代美術館工芸館所蔵品より」『茶道誌淡交』（発行：淡交社、 

         月刊） 

（１０）美術館施設の整備 

    平成１３年８月に本館の改修を終え、平成１４年１月１６日「未完の世紀－２０世紀美術が

のこすもの」展で本館を再開館した。 

 

  ５ その他の入館者サービス 

（年度計画） 

（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実を図る。建物のバリアフリー化を進め、高

齢者・身体障害者等にやさしい美術館を目指す。 

（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実を図る。 
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（３）展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実に努める。又、音声ガイドの検討及び作品リスト

の無料配布等を行う。 

（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討を行う。 

（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実を

図る。 

（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実等 

本館では車椅子で利用できるエレベーター２基の増設、車椅子用リフトの設置等により高

齢者・身体障害者等に対するバリアフリーに配慮している。 

  ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
［本館］ 

    ◎外部との出入り口に車椅子使用者が通行できるスロープを設置。 
◎外部との出入り口を自動ドア化。 
◎車椅子対応エレベーターの設置。 

    ◎車椅子で利用できる多目的トイレの３ヵ所の設置（増設２ヵ所）。 
    ◎手すり付き小便器を設置。 
［工芸館］ 

   ・外部との出入り口に車椅子使用者が通行できるスロープを設置。 
    ・車椅子で利用できる多目的トイレの１ヵ所の設置。 
    ・手すり付き小便器を設置。 
 

（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実 

  ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
［本館］ 

◎案内情報のためのカウンターを設けるとともに、展示作品のキャプション等文字表示を

大きくするなど適切な改善を行った。 
   ◎貸し出し用車椅子５台を用意。 

   ◎貸し出し用ベビーカー２台を用意。 

［工芸館］ 

   ◎貸し出し用車いす３台を用意。 

   ◎貸し出し用ベビーカー１台を用意。 

（３）鑑賞環境の充実 

  ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
［本館・工芸館］ 

    ◎展覧会内容に応じ、「会場ガイド」等を無償配布した。 

（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討 

小中学生の常設展入場料の無料化を次のとおり実施した。なお、共催展であるカンディン

スキー展についても小中学生の入場を無料とした。 

     本  館  平成１４年３月２６日からの「カンディンスキー」展期間中の常設展から実施 

     工芸館  平成１４年２月２１日からの「近代工芸とデザインの東西」展から実施 

 

     また、本館は、平成１４年１月１６日のリニューアルオープン展「未完の世紀展」から従

来の金曜日に加え、木曜日も午後８：００までの開館を実施した。 

   会期中、一日の入館者数に対して夜間開館時間帯の入館者数の占める割合は、木曜日（８日

間）が平均８％（最大１２％）、金曜日（８日間）が平均１３％（最大１８％）であった。 

 

（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実 

 ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
［本館］ 

    ◎本館においては今回の改修にあわせレストラン（６０席）を開設するとともに、ミュー

ジアムショップを開設した。レストランは土・日・火・水曜日は午後６：３０まで、木・
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金曜日は午後９：３０まで営業し、ミュージアムショップは本館開館時間にあわせ、木

曜日、金曜日は夜８時まで営業し、入館者へのサービスに努めた。 

    ◎１階エントランスホール、４階、３階及び２階に休憩室を設け休憩用椅子を多数配置し
た。なお１階エントランスホールは展覧会入場者だけでなく全ての来館者が憩える場所

として提供した。 
     ◎３階ロビーに展示作品等の情報を提供する情報端末機の設置、カタログ等を置く情報コ
ーナーを開設した。 

［工芸館］ 

     ・工芸館においては、館全体が狭あいのため、ミュージアムショップ等のスペース確保が

難しいが、館内スペースを活かして、グッズの販売を行い、来館者へのサービスに努め

た。 

 

６ 職員の研修の実施（その他の主務省令で定める業務運営に関する事項） 

（年度計画） 

  ①職員の意識向上を図るため、次の職員研修を実施する。 

   １）新規採用者・転任者職員研修、２）接遇研修 

  ②外部の研修に職員を積極的に派遣し、その資質の向上を図る。 

 ①本館リニューアル・オープンにあたって、若手事務職員・研究員を対象に、展覧会事業の概 

  要、接遇（特に苦情対応）に関する必要な知識及び技術等を習得させ、美術館職員としての資

質等の向上を図ることを目的とした研修を実施した。 

 開催日：平成１３年１２月１９日（水） 

 受講者：職員１５名 

 講  義：勤務時間・服務規律、警備・防災管理体制等（庶務課長） 

         展覧会事業について「ﾘﾆｭｰｱﾙ・ｵｰﾌﾟﾝ記念展」（副館長） 

 特別講義・実習（Ｂ．Ｍ．Ｃ．代表 塚本 晃子） 

                テーマ：ブラッシュ・アップ「苦情対応と説明能力向上等」 

 ②新任係長を東京大学係長研修に派遣した外、施設担当職員を文部科学省施設担当職員研修に

派遣した。 
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Ⅰ－２  東京国立近代美術館フィルムセンター 
 

概要 

  （１）設置年月日 

        フィルムセンター  昭和４４年４月１日 

 

  （２）施設の規模等 

        １１，２５６㎡ 

        展示面積 ３３６㎡  

        （フィルムセンター  地上７階，地下３階 ６，９１２㎡） 

        （相模原分館  地上２階，地下２階 ４，３４４㎡） 

 

  （３）目的 

  フィルムセンターは、同種の施設が皆無であることもあり、映画に関する総合的な歴史

博物館として映画フィルムや映画の関連資料を可能なかぎり網羅的に収集、保管、公開し、

わが国の映画文化全般にわたって中枢的な研究・普及機関としての役割を担っていると考

える。おおむね次のような歴史的経緯を経て今日に至っている。すなわち、フィルムセン

ターは、昭和２７年の近代美術館開館当初にフィルム・ライブラリーとして発足した。そ

の文化的、芸術的、歴史的価値に鑑みて、映画についても美術館の対象領域と位置付けら

れたものである。発足した当時は、美術展に関連した美術映画を週１、２回程度上映する

とともに主に劇映画フィルムの収集を行っていた。昭和３７年にフランスとの交換映画祭

を開催したことを契機に、以後諸外国との交換映画祭が活発に開催されるようになり、上

映活動も１日１回程度に拡充された。また、同時に諸外国で開催される映画祭での日本映

画上映のためにフィルム収集が活発に行われるようになった。 
その後、昭和４２年から３年間、戦後ＧＨＱに接収された可燃性の日本映画の返還が行

われ、これの不燃化作業が実施されることで、所蔵映画フィルムの充実が図られた。昭和

４４年の美術館の移転に伴い、昭和４５年にはフィルム・ライブラリー業務の拡充と上映

施設及び映画に関する展示室が整備されてフィルムセンターとして開館した。昭和６１年

に映画フィルム専用の保存施設が神奈川県相模原市に設置された。平成７年には旧施設の

全面改築によって施設規模も拡充し、収集・保存・上映事業も充実して、今日に至ってい

る。 
 

  （４）定員 

        フィルムセンター 

館長 副館長 事務系 研究系 合計 

－ － ５ ６ １１ 

 

  （５）予算額（本館・工芸館含む。） 

   運営費交付金  １，８６５，３５７千円 
  自己収入         ８４，４４４千円 

     計      １，９４９，８０１千円 
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 １ 収集・保管 

（年度計画） 

（１）中期計画に基づき、美術作品等を購入する。 

（２）寄贈・寄託品の積極的な活用を図る。 

（３）２４時間空調等による作品の保存管理及び館内各所の環境モニターを実施する。 

（４）緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修復

  を行う。 

（５）国内外の美術館等に対し、修復保存に関する協力と普及の推進を図る。 

 

（１）映画フィルム等の収集 

      当フィルムセンターにおける映画フィルムの収集状況は，平成１３年度末現在、日本映画
２１，３８７本、外国映画６，８３３本である。これらの映画は、〈劇〉〈文化・記録〉〈ニ

ュース〉〈アニメーション〉〈テレビ〉といった分野別に収集されている。いずれの場合も全

製作本数自体の正確な数が不明であるため、その収集率を示すことはできないが、日本劇映

画のこれまでの製作本数を戦前１３，０００作品、戦後１５，０００作品とした場合のフィ

ルムセンターの収集率は全体で１３％程度と推定される。美術作品と異なり、映画フィルム

は複製物であるという物理的な特質から、本来は残存している全ての映画フィルムを収集す

るということが可能であるが、限られた予算の範囲で収集を行う必要から、散逸又は劣化が

懸念されるものの購入や不燃化を優先的に行いながら、映画芸術的に優れた作品，映画史的

に重要な作品及びフィルムセンターの事業を実施する上で必要な作品等を収集するという

基本的方針に基づいて収集を行っている。 
      平成１３年度は、日本映画の黄金期を担った各社の劇映画を中心とした購入を行うととも
に、日本映画新社等の文化・記録映画の購入を行った。また、平成８年及び平成１０年に調

査・確認されたロシア所在の戦前日本映画の購入も前年に引き続き行った。 
      映画フィルムの寄贈に関しては、日本劇映画についてはこれまでと同様、文化庁優秀映画
作品や日本芸術文化振興会で助成された作品の中で、寄贈に応じていただけたものを、文

化・記録映画については、社団法人映像文化製作者連盟を通した呼びかけに応じていただい

た、当該連盟加盟の製作会社から何点か原版の寄贈を受け入れた。 

      映画関連資料に関しては、フィルムセンター創立以来、映倫管理委員会、東宝東和株式会

社、東映株式会社、御園京平氏、竹崎清彦氏などから大量に寄贈を受け、これまでに約４２，

０００点のポスター、約３０，０００冊のシナリオ等を収集したが、平成１３年度は撮影監

督の横山実氏の御遺族から１１７冊の撮影台本の寄贈を受け入れた。 

 

（２）映画フィルムの保存管理 

      映画フィルムは化学的に脆弱なため、映画フィルム専用の保存庫を備えるフィルムセンタ

ー相模原分館において２４時間体制で保存している。具体的にはモノクロ・フィルムは室温

摂氏１０℃±２℃、湿度４０％±５％に設定し、カラー・フィルム及びネガティヴ・フィル

ムは室温摂氏５℃±２℃、湿度４０％±５％に設定して保存している。また、アセテート・

ベースのフィルムに顕著な劣化現象である「ビネガー・シンドローム」に冒されたフィルム

については、独立の空調設備を備え、室温摂氏２℃±２℃、湿度３５％±５％に設定された

専用室において保存をしている。 

 

（３）収蔵品の修復等 

      フィルムセンターにおいて「収蔵品の修復」とは、映画フィルムの「修復・復元」を意味す

る。これは、１本しか所蔵していないプリント、もしくは状態の不安定なプリント等からネガ

ティヴ、マスター等の保存用フィルムを作製し、そこから上映用プリントを複製するものであ

り、現像会社の技術者との緊密な協力の下に、フィルムの化学的な側面と映画作品の内容的な

側面を精査しつつ行っている。本年度は、ロシアから収集した戦前期の日本映画のうち、８作

品について保存用のネガフィルムを作製した。マスターは所蔵しているものの、上映用３５ｍ

ｍプリントを作製していなかった文部省作品について、上映企画に合わせてネガおよびプリン
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トを作製し、所蔵作品の有効活用をはかった。 

      また、諸外国への日本映画紹介のために９本の無声映画について新たに英語字幕付プリントを

作製するとともに、平成１２年度に購入した中国映画フィルムに日本語字幕を附し、今後の企画

上映に備えた。 

 

 

  ２ 公衆への観覧 

（年度計画） 

（１）中期計画に基づき，展覧会や企画上映等を実施する。 

（２）全国の公私立美術館等と連携して地方巡回展を実施する。 

（３）展覧会については、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好な観覧

  環境、広報活動、過去の入場者数の状況等を踏まえて入場者数について目標を設定し、その達

  成に努める。 

（４）それぞれの館の収蔵品について、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館そ

  の他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に実施する。 

（５）入館者に対するアンケート調査を実施し、そのニーズや満足度を分析し、展覧会等に反映

させる。 

 

（１）上映会や展覧会の実施 

 

［上映会］ 

    ①「中国映画史の流れ－無声後期からトーキーへ」 

      期間：平成１３年４月３日（火）～５月６日（日） ３０日間 

      入館者数６，０５２人（１回平均１０１人）（目標入場者数：６，０００人） 

 

        １９２０年代の半ばに産業として成立した中国映画は、監督孫瑜（スン・ユィ）らをは

じめとする数々の映画人の貢献によって１９３０年代には上海を中心に花開き、第一期黄

金時代と称されるに至った。聯華影片公司、明星影片公司といったプロダクションの精力

的な活動により、映画を近代芸術として成立させた「上海映画」は、フィルムセンターの

外国映画コレクションの中でも近年重要な位置を占めるようになっている。この企画は、

『新女性』（１９３５年）などの作品を残して夭折した伝説のスター女優阮玲玉（ロアン・

リンユイ）、『夜明け』（１９３３年）や『スポーツの女王』（１９３４年）で知られる女優

黎莉莉（リー・リーリー）、「銀幕の皇帝」と呼ばれた二枚目の金焔（チン・イェン）など、

キャストの面にも配慮しながら、無声時代後期から１９４０年代初頭に至る３１本の秀作

を連続上映したものである。 

 

    ②「日本映画の発見Ⅵ：１９６０年代」（１） 

      期間：平成１３年５月１５日（火）～８月５日（日） １４４日間 

      入館者数２８，２５４人（１回平均１９６人）（目標入場者数：２７，０００人） 

    ③「日本映画の発見Ⅵ：１９６０年代」（２） 

      期間：平成１３年８月１４日（火）～１１月４日（日） ７２日間 

      入館者数２７，８８４人（１回平均１９４人）（目標入場者数：２７，０００人） 

 

        １９９６年から継続している長期企画「日本映画の発見」シリーズは、この特集で第Ⅵ

期「１９６０年代」へと歩を進めることになった。日本が高度経済成長を遂げた１９６０

年代は、映画産業にとっては劇的な凋落を体験する時代であり、映画館数は７０００館超

から３０００館台へと落ち込み、年間延べ入場者数も１０億人超からその４分の１となる

２億５０００万人台へと激減することになった。「娯楽の王者」の地位を他に譲った映画

は、しかし、なおも以前と大きくは変わらない製作本数を維持し、サラリーマン喜劇や特

撮・怪獣映画、仁侠・ヤクザ映画といったシリーズ物の「プログラム・ピクチャー」を多
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数製作することによって、世界映画史にも稀な娯楽映画ジャンルの系譜を生み出していっ

た。また、『紀ノ川』（１９６６年、中村登監督）や『飢餓海峡』（１９６４年、内田吐夢

監督）のように、かつて黄金時代を築いた巨匠たちが円熟味を見せ、あるいは総決算に踏

み出す中で、スクリーンが若者の思想表明や芸術表現の場になったのもこの時期である。

大島渚、今村昌平に代表される野心的なフィルム・アーティストの登場、羽仁進、黒木和

雄らドキュメンタリーの分野からの新風、そして若松孝二らの新たな視点によって、１９

６０年代はまた一つの絢爛たる映画の時代となっている。そうした１０年間の秀作、話題

作９６本を、１９６４年までと１９６５年以降の公開作品（４８本ずつ）という２期に分

けて紹介した。 

 

    ④「イタリア映画大回顧」 

      期間：平成１３年１１月１３日（火）～平成１４年２月２４日（日） ８１日間 

      入館者数：３３，９７７人（１回平均２１４人）（目標入場者数：３２，０００人） 

 

        無声時代から今日までアメリカ、フランスと並んでわが国にとって三大映画国ともいう
べきイタリアは、多様なジャンルからその豊かな映画史を構成してきた。スペクタクル史

劇、艶笑喜劇、メロドラマ、歴史大作、政治映画からマカロニ・ウェスタンにまで及ぶ拡

がりを持ち、ソフィア・ローレンやマルチェロ・マストロヤンニに代表される国際スター

を生み出しながら時代ごとに華やかな魅力を振りまいてきた。同時に、敗戦後の荒廃した

イタリア社会を見つめた「ネオレアリズモ」は、ロッセリーニ、デ・シーカ、フェリーニ、

ヴィスコンティといった個性的な映画作家を輩出し、戦後の世界映画史を牽引する原動力

にもなっている。この特集は、そうしたイタリア映画の連続上映企画として、わが国の歴

史上、最長最大のもので、１９１０年代から８０年代に至る５５本の作品からなる本企画

（共催：朝日新聞社、チネテーカ・ナチオナーレ）は、うち５３本がイタリアから提供を

受けたものである。なお、企画の初期（１１月１７日）にはチネテーカ・ナチオナーレ副

館長セルジョ・トフェッティ氏の、締めくくり（２月２４日）には同館長アドリアーノ・

アプラ氏の講演会を実施し、本企画のコンセプトを明らかにしていただいた。また無声映

画の上映にイタリアを代表する伴奏ピアニスト（アントニオ・コッポラ、ステファーノ・

マッカーニョの両氏）の創造的な演奏を付したことも、イタリア無声映画の豊穰さを際立

たせ、高い評価を得た。 

 

    ⑤「フィルムで見る２０世紀の日本」 

      期間：平成１４年３月５日（火）～３月２４日（日） １８日間 

      入場者数：３，７１９人（１回平均１０３人）（目標入場者数：３，５００人） 

 

        当館本館のリニューアル記念展「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」の関連企画

として開催された本企画は、コレクションの重要な部分をなす日本の記録映像に照準を当

てながら、激しい変化を体験した日本の政治、社会、文化を１８の切り口を軸に俯瞰する

試みである。映画史の文脈をいったん離れ、映画キャメラが各時代に捉えてきた大小さま

ざまな出来事、人物、風物などを主題別に並びかえて１８の番組に組み全体で９９本の短

篇（文化・記録映画、ニュース映画）を上映した。プログラムの構成にあたっては、関東

大震災（『関東大震大火實況』など）や太平洋戦争での占領地（『大東亜ニュース』など）

といった、いわば「大文字で書かれた歴史」の記憶をなすテーマばかりでなく、産業や運

輸、さらには暮らしや衛生生活、教育といった人々の日常的な営みに由来するテーマにも

注意を払い、少数民族や女性の地位といった視点にも配慮した。 

 

  ［展覧会］ 
    ①「イタリア映画ポスター展」 

      期間：平成１３年１１月１７日（土）～平成１４年２月２４日（日）（７７日間） 

      会場：７階展示室 
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     出品点数：１４０点 

      入場者数：４，３２０人（１日平均４６人）（目標入場者数：３，８５０人） 

 

        上映企画「イタリア映画大回顧」の開催にあわせ、７階展示室では所蔵品によるイタリ

ア映画ポスター展を開催した。 

 

    ②「資料でみる日本映画史－みそのコレクションより－」 
      期間：平成１４年３月５日（火）～３月２４日（日）（１８日間） 

／４月２日（月）～５月２６日（日） 
      会場：７階展示室 
     出品点数：約１，０００点 

      入場者数：１，３０７人（１日平均７３人）（平成１３年度中目標入場者数：７２０人） 
 

御園京平（本名・月村吉治）氏が生涯をかけて収集した膨大な映画資料は、とくにポス

ター、スチル写真、プログラム（チラシ、パンフレット）の三分野で他を圧倒する質と量

を誇り、「みそのコレクション」の通称で広く知られている。 

このうち、ポスター類は 1995 年の新館オープンを機にフィルムセンターに寄贈され、

我が国の映画史をひもとく貴重な文化遺産となっているもので、当展示室でも映画生誕百

年を記念した「ポスターでみる日本映画史」以来、さまざまな展示で活用している。本展

は同氏の死後、遺族から当センターに寄贈されたスチール写真、プログラムのコレクショ

ンを加えた 1,000 点近い「みそのコレクション」により、我が国の日本映画史をたどろう

とするものである（現在も開催中）。 

 

（２）優秀映画鑑賞推進事業の実施 

      平成１３年７月４日（水）から平成１４年２月２４日(日)まで 

      都道府県数：４４都道府県／会場数:１５４会場／入場者数計：７２，９４３人 

 

      「優秀映画鑑賞推進事業」は、文化庁とフィルムセンターが日本映画製作者連盟、全国興
行環境衛生同業組合連合会などの協力のもと、全国各地の公立文化施設などと共同して、

優れた日本映画の良質な３５ｍｍプリントを提供する巡回上映事業のプログラムである。

今年度の上映作品は４作品を１プログラムとし、２０プログラムでの実施となっている。 
 

（３）映画文化に関する国際交流事業の実施 

       ・「いちばん美しい夏」ジョン・ウイリアムズ 監督 

         （第 36 回カルロヴィ・ヴァリ国際映画祭／2001. 7. 5～2001. 7.14） 

       ・「かあちゃん」市川 崑 監督 

         （モントリオール国際映画祭／2001. 8.23～2001. 9. 3） 

       ・「害虫」塩田明彦 監督 

        （ベネチア映画祭／2001. 8.29～2001. 9. 8） 

       ・「あしたはきっと・・」三原光尋 監督 

        （カルーセル国際映画祭／2001. 9.16～2001. 9.23） 

       ・「溺れる人」一尾直樹 監督 

        （バンクーバー国際映画祭／2001. 9.27～2001.10.12） 

       ・「新雪国」後藤幸一 監督 

        （ハワイ国際映画祭／2001.11. 2～2001.11.11） 

       ・「ホーム・スイートホーム」栗山富夫 監督 

        （第 20 回ファジール映画祭／2002. 2. 1～2002. 2.11） 

       ・「神の子たち」四ノ宮浩 監督 

        （サンタバーバラ国際映画祭／2002. 2.27～2002. 3. 3） 

       ・「百合祭」浜野佐知 監督 
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        （第 9回トリノ女性国際映画祭／2002. 3. 4～2002. 3.10） 

       ・「満山紅柿」小川伸介・彭 小連 監督 

        （第 24 回 CINEMA DU REEL 映画祭／2002. 3. 8～2002. 3.17） 

 

        本事業は、広く世界の人々に日本映画を紹介し、映画芸術の向上と発展に資するために、

海外で開催される国際映画祭のコンペティション部門に選定された日本映画を出品する

事業である。作品には外国語字幕を付され、最初に招待されたコンペティション部門にお

いて上映される。作品は、その後２年間、各地で開かれる国際映画祭にも出品されること

となっている。 

        平成１３年度は、あわせて１０作品を出品した。「いちばん美しい夏」は、上記映画祭

のアジア映画を対象とするＮＥＴＰＡＣ賞において優秀作（スペシャルメンション）と認

められた他、ハワイ国際映画祭最優秀作品賞、マンハイム－ハイデルベルグ国際映画祭国

際批評家（FIPRESCI）審査特別賞を受賞した。また、「害虫」は、上記映画祭に出品され

た後、ナント三大陸国際映画祭（フランス）審査員特別賞を受賞した。「かあちゃん」の

市川崑監督は、上記映画祭においてライフ・アチーブメント・アワード（功労賞）を受賞

した。 

 

（４）収蔵品の貸与 

    別紙のとおり計１４件，８４点の映画フィルムの貸出しを行った。 

 

（５）アンケート調査の実施 

    次のとおり「フィルムで見る２０世紀の日本」の上映会開催中において、アンケート調査を

実施した。 

    ①「フィルムで見る２０世紀の日本」 

      実施期間：平成１４年３月１９日（火）～平成１４年３月２４日（日）（６日間） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：展覧会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

 

  ３  調査研究 

（年度計画） 

（１）中期計画に基づき、調査研究を計画的に実施する。 

（２）客員研究員を招聘し、調査研究活動を推進する。 

（３）各館の調査研究の成果については、研究紀要、図録への論文発表等によって公表する。 

 

（１）客員研究員の招聘 

      ３名を招聘し、次の活動を行った。 

     ①所蔵映画フィルムの総合的なデータ分析とカタログ及び目録作成 

       客員研究員氏名：栩木  章（現職：明治学院大学文学部芸術学科 非常勤講師 ） 

       研究内容：所蔵日本ニュース映画の目録作成のために、各プリント内容の調査研究、デ

ータの集積及び必要に応じて不足分データの補充と、データベースとして全

体の統一を図るための調査研究。 
     ②所蔵映画関連資料に関するデータ構築と総合的な研究調査及び書誌作成 

       客員研究員氏名：安澤秀太（現職：フリー編集者、翻訳者） 

       研究内容：平成１０年度に NHK放送文化研究所より寄贈された「反町茂雄コレクショ
ン」（映画監督・衣笠貞之助の生涯資料ならびに映画会社・大映の内部資料）

の整理・特定・分類調査、ならびに登録・データベースの構築（継続）。 

     ③所蔵映画フィルムの科学的側面からの保存・復元研究 

       客員研究員氏名：栩木  章 

       研究内容：内外の各種専門機関・現像所等の研究成果に基づき、所蔵映画フィルムに適
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応した保存・復元についての調査研究（継続）。 
     ④映画保存に関する国内外文献の比較調査研究 

       客員研究員氏名：堀かおり（現職：学習院大学非常勤講師） 

       研究内容：国際フィルム・アーカイヴ連盟（FIAF）の最新改訂規則及び内規を翻訳し、
以前の規則等との比較研究。 

                 平成１２年度開催の国際映画シンポジウム「フィルム・アーカイヴの仕事を
再定義するシンポジウム」に関する内容についての比較調査（継続）。 

     ⑤外国映画に関する事業・企画の共同研究 

       客員研究員氏名：堀かおり 

       研究内容：共催上映「イタリア映画大回顧」の実施に伴う、チネテーカ・ナチオナーレ

等イタリア側との事業にかかわる調査、及び FIAF加盟の同種機関との映画
史的、アーカイヴ的な事例に関する調査等。 

 

（２）調査研究の成果の発表等 

   ①中国映画史に関する調査研究 
     研究者  大場正敏 
     ・「中国映画史の流れ」開催にあたって『NFCニューズレター』第 36号（2001年 4-5月
号） 

   ②記録映画に関する調査研究 
     研究者  入江良郎、岡田秀則 
     ・三人の女性監督、それぞれの記録映画史（聞き手、構成）『NFCニューズレター』第 36
号（2001年 4-5月号） 

     研究者  岡田秀則 
     ・いまだ見ぬ「20世紀」への長くて短い旅『NFCニューズレター』第 41号（2002年 2-3
月号） 

   ③映画保存等に関する調査研究 
     研究者  岡島尚志 
     ・映画保存の二つの課題：ビネガー・シンドロームとデジタル復元について『NFCニュー
ズレター』第 37号（2001年 6-7月号） 

     ・FIAF ラバト会議報告 フィルム・アーカイヴと“植民地映画”の関係を中心に『NFC
ニューズレター』第 38号（2001年 8-9月号） 

     研究者  入江良郎 
     ・ドイツの映画保存① ドイツ映画博物館／ドイツ映画研究所（DIF）『NFCニューズレタ
ー』第 40号（2001年 12月-2002年 1月号） 

     ・ドイツの映画保存② デュッセルドルフ映画博物館『NFCニューズレター』第 41号（2002
年 2-3月号） 

     研究者  岡田秀則 
     ・ベルギー王立シネマテークの現在『NFCニューズレター』第 37号（2001年 6-7月号） 
     ・砂丘と木立：オランダの映画保存の現在『NFCニューズレター』第 38号（2001年 8-9
月号） 

     研究者  常石史子 
     ・第 20回ポルデノーネ無声映画祭報告『NFCニューズレター』第 40号（2001年 12-2002
年 1月号） 

   ④１９６０年代日本映画に関する調査研究 
     研究者  佐伯知紀 
     ・日本映画史のなかの 1965 年：「その他」の登場と撮影所映画への一視点『NFC ニュー
ズレター』第 39号（2001年 10-11月号） 

     研究者  岡田秀則 
     ・日本映画の「不況スパイラル」：数字で見る 1960年代日本映画『NFCニューズレター』
第 39号（2001年 10-11月号） 
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   ⑤イタリア映画に関する調査研究 
     研究者  岡島尚志 
     ・「イタリア映画大回顧」の意味するもの：フィルム・アーカイヴの保存と上映という視点
から『「イタリア映画大回顧」カタログ』 

     ・吉村信次郎氏に聞く：戦後イタリア映画はいかにして輸入されたか『「イタリア映画大回
顧」カタログ』 

     研究者  岡田秀則 
     ・吉村信次郎氏に聞く 戦後イタリア映画はいかにして輸入されたか『「イタリア映画大回
顧」カタログ』 

     研究者  入江良郎 
     ・ポスターでたどるイタリア映画と日本『NFCニューズレター』第 40号（2001年 12-2002
年 1月号） 

   ⑥映画技術に関する調査研究 
     研究者  常石史子 
     ・シネマスコープの時代（上）：草創期『NFCニューズレター』第 38号（2001年 8-9月
号） 

     ・シネマスコープの時代（下）：作り手の眼 キャメラマン高村倉太郎氏インタビュー『NFC
ニューズレター』第 39号（2001年 10-11月号） 

   ⑦海外の日本映画の所在調査（文部科学省科学研究費補助金） 
     研究代表者  大場正敏 
     ・海外に残存する戦前の日本映画に関する調査研究報告書 
 
 
  ４  教育普及 

（年度計画） 

（１）国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図ると共に情報コーナーの

設置等ファレンス機能の充実を図る。 

（２）館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、広く公衆のニーズに応えるため、デ

ータベース化を推進する。 

（３）国内外の美術館等との連携を強化し、情報コーナー、アートライブラリー、資料閲覧室

等、情報資料関係の施設の整備・充実を図る。 

（４）児童生徒を対象とした教育普及事業を実施する。 

（５）講演会等を実施する。 

（６）美術館関係者を対象とした、研修事業を実施する。 

（７）他の機関が実施する研修への協力を実施する。 

（８）各館それぞれに研究成果を踏まえて出版事業等を行う。 

（９）それぞれの館のホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行う。ま

た、４館共同の広報体制を整備するため法人のホームページを作成し、中期目標、中期計画、

年度計画等を公表する。 

（１０）ボランティア等の在り方や企業との連携等について検討を行う。 

（１１）新たな美術館施設の円滑な運営について 

 

（１）資料収集及びレファレンス機能の充実 

      フィルムセンターが所蔵する映画関係和書・洋書約２０，０００冊について閉架式閲覧サ

ービスを行った外、コピーサービスを実施した。また新刊図書等の収集と開架で閲覧できる

スペースの整備を行った。 

 

（２）講演会の実施 

   ①「イタリア映画大回顧」上映に因む講演会２回 

      第１回  平成１３年１１月１７日（土）午後１時から午後２時 
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        講師：セルジョ・トフェッティ（チネテーカ・ナチオナーレ副館長） 

        テーマ：「現実の内と外で－イタリア映画の百年」 

        参加人数：１１６名 

      第２回  平成１４年２月２４日（日）午後１時から午後２時 

        講師：アドリアーノ・アプラ（チネテーカ・ナチオナーレ館長） 

        テーマ：「イタリア映画における伝統と革新」 

        参加人数：１３０名 

      計２４６名 

 
（３）専門家養成講座の開催 

  ①「映画製作専門家養成講座」を次のとおり実施した。 

       この講座は、映画、テレビ、ビデオ製作など、映像製作の諸分野で助手等の現場経験を

有する人や映画・映像に関する専門学校などで実習経験を有する人を対象とするもので、

日本映画の優れた伝統を継承し、次世代の映画製作現場を担うことのできる豊かな人材を

育成することを目的としている。 

 

      平成１４年２月１３日（水）から２月１６日（日）までの４日間 

        第１日目  講師：川又昂（撮影監督），斎藤武市（映画監督） 

                  テーマ：「小津安二郎監督との仕事」 

                  受講者数：８３名 

     第２日目  講師：川又昂（撮影監督），長部日出雄（作家），水川淳三（映画監督） 

                  テーマ：「大島渚監督との仕事」 

                  受講者数：７８名 

        第３日目  講師：川又昂（撮影監督），木村大作（撮影監督），佐々木原保志（撮影監督） 

                  テーマ：「野村芳太郎監督との仕事」 

                  受講者数：７８名 

        第４日目  講師：川又昂（撮影監督），稲垣尚夫（美術），紅谷愃一（録音） 

                  テーマ：「今村昌平監督との仕事」 

                  受講者数：７６名 

 

（４）発行事業の実施 

   ①展覧会、企画上映に伴う図録の発行 

   ［上映関係］ 

     ア．「イタリア映画大回顧」上映カタログ 

        23.0×19.2cm/216P 
       本文：「イタリア映画大回顧」の意味するもの（岡島尚志），他 

             上映作品解説 

             イタリア映画日本公開年表 

             イタリア映画関係日本語文献目録 

             上映プログラム 

             編集：東京国立近代美術館フィルムセンター，朝日新聞社 

       発行：朝日新聞社 

     イ．「平成１３年度優秀映画鑑賞推進事業」鑑賞の手引 

          Ａ４判／６Ｐ 

          作品解説、会場一覧、プログラム作品リスト 

      編集・発行：東京国立近代美術館フィルムセンター 

 

    ［展示関係］ 

      ア．「『イタリア映画大回顧』ポスター展－フィルムセンター・コレクションより－」 
         出品リスト 
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           29.7×21.0cm/4P 
      イ．「資料でみる日本映画史－みそのコレクションより－」出品リスト 
           22.4×10cm/10P 
 
   ②「ＮＦＣニューズレター」  ６回発行済  （年度計画  ６回発行） 

      第３６号  ４－５月号      「特集：中国映画への新しい視点」他 

      第３７号  ６－７月号      「特集：’６０年代の日本映画（１）」他 

      第３８号  ８－９月号      「特集：’６０年代の日本映画（２）」他 

      第３９号  １０－１１月号  「特集：’６０年代の日本映画（３）」他 

      第４０号  １２－１月号    「特集：イタリア映画史探索（１）」他 

      第４１号  ２－３月号      「特集：イタリア映画史探索（２）」他 

   ③「ＮＦＣカレンダー」      ５企画すべてで発行 （年度計画  企画毎発行） 

       企画上映「中国映画史の流れ：無声後期からトーキーへ」 

       企画上映「日本映画の発見Ⅵ：１９６０年代（１）」 

       企画上映「日本映画の発見Ⅵ：１９６０年代（２）」 

       共催上映「イタリア映画大回顧」 

       企画上映「フィルムで見る２０世紀の日本」 

 

（５）ホームページの活用 

ホームページではフィルムセンターの概要、企画上映を含む活動一般などの情報の公開

に努めるほか、職員募集などの事務的な活動にも積極的に活用して広く公衆への普及及び

広報を行った。 

また、ホームページを新しいレイアウトにするための検討を行い，できるものから順次

更新作業を行った。 

 

ホームページアクセス件数 １８９，９２４件  （本館・工芸館を含む。） 

 

  ５ その他の入館者サービス 

（年度計画） 

（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実を図る。建物のバリアフリー化を進め、高

齢者・身体障害者等にやさしい美術館を目指す。 

（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実を図る。 

（３）展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実に努める。又、音声ガイドの検討及び作品リスト

の無料配布等を行う。 

（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討を行う。 

（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実を

図る。 

 

（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実等 

      フィルムセンターでは、車椅子で利用できるエレベーターの設置等により高齢者・身体障

害者等に対するバリアフリーに配慮している。 

  ［当館の実施状況］ 
①外部との出入り口を自動ドア化。 
②車椅子対応エレベーターの設置。 

    ③車椅子で利用できる多目的トイレの設置。 
    ④手すり付き小便器を設置。 
 

（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実 

   ①１階受付カウンターで館内の案内情報の提供を行っている。 

   ②１階受付に車椅子を常備している。 
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   ③１階、２階、４階及び７階の来館者が利用できるフロアにパンフレット台を設置し、上映

プログラムや展覧会等のチラシを配布している。 

 

（３）鑑賞環境の充実 

   ①展覧会の内容に応じ、「出品リスト」を無償配布した。 

   ②平成１３年４月８日から日曜日開館を実施した。 

 

（４）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実 

      レストランは火曜日から金曜日は午前１０時３０分から午後８時３０分、土曜日及び日曜

日は午前１０時３０分から午後６時まで営業し、入館者へのサービスに努めた。 

 

６  職員の研修の実施（その他の主務省令で定める業務運営に関する事項） 

（年度計画） 

  ①職員の意識向上を図るため、次の職員研修を実施する。 

   1）新規採用者・転任者職員研修、2）接遇研修 

  ②外部の研修に職員を積極的に派遣し、その資質の向上を図る。 

 

①本館リニューアル・オープンにあたって実施された研修に職員を参加させた。 

 開催日：平成１３年１２月１９日（水） 

 受講者：職員１５名 

 講  義：勤務時間・服務規律、警備・防災管理体制等（庶務課長） 

         展覧会事業について「リニューアル・オープン記念展」（副館長） 

 特別講義・実習（Ｂ．Ｍ．Ｃ．代表 塚本 晃子） 

                テーマ：ブラッシュ・アップ「苦情対応と説明能力向上等」 
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Ⅱ 京都国立近代美術館 
 
概要 
（１）設置年月日 
昭和３８年３月１日 

 
（２）施設の規模 
   ９，７６１㎡ 
展示面積 ２，６０４㎡ 

   （地上４階，地下１階） 
 
（３）目的 
 当館は昭和３８年に国立近代美術館京都分館として発足した。京都市による国立美術館の誘致

運動が実現したものであり、当初は京都市の要望もあって工芸に主力を置く美術館として性格付

けられたが、昭和４２年に独立して京都国立近代美術館となってからは広く美術一般にその所掌

範囲を拡げて現在に至っている。なお、昭和６１年には新館が竣工開館し、４階における常設展

示がはじめて可能となって、３階の企画展示とあわせて、展示活動もより活発化し、これととも

に常設展示に必要な作品の収集をより積極的に行うようになった。 
 当館に課せられた役割は、現代に繋がる美術の歴史を整理検討し、近代美術の将来の発展のた

めに様々な活動を計画し実行することにある。その活動の分野は絵画、版画、彫刻、工芸、建築、

デザイン等から写真に至るまで非常に広く、その活動範囲も日本全国の現代美術の振興に資する

ことを目的とするものと幅広い。また、近代あるいは現代の美術を通じての海外との文化交流も

任務の一端である。 
 以上の諸点を踏まえながら、当館は以下の方針のもとに事業を進めている。すなわち、分館当

時、京都市の要望に応えて工芸に重点を置いて来た伝統を継承すること、日本の近代美術史の全

体的な流れを展望しつつ主として関西で活躍した美術家を取り上げて、京都を中心とする近代美

術の回顧、展望を試みること、さらに変貌を繰返す現代美術の動向を国際的な視点から把捉し、

その様相の紹介に努めることである。これらの方針は、例年６～７回の特別展・企画展の開催、

常設展示の実施及び美術作品や美術資料、図書その他の資料の収集などに反映されている。 
 
（４）定員 

館長 事務系 研究系 合計 
１   １０   ７  １８ 

 

（５）予算額 

   運営費交付金      ５１２，８５５千円 
  自己収入         ８３，８８９千円 

     計        ５９６，７４４千円 
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１ 収集・保管等 
（年度計画） 
（１） 中期計画に基づき、美術作品等を購入する。 
（２） 寄贈・寄託品の積極的な活用を図る。 
（３） ２４時間空調等による作品の保存管理及び館内各所の環境モニターを実施する。 
（４） 緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修
復を行う。 

（５）国内外の美術館に対し、修復保存に関する協力と普及の推進を図る。 
（１）美術作品等の購入 
  常設展示を体系的かつ美術史上のエポックを画する作品により印象的にするため，収蔵品 
の欠落部分を補い充実させるという基本方針に基づき，美術作品購入等選考委員会及び評価 
委員会の審議の下，平成１３年５月２１日(月)に第１回委員会を，平成１４年３月１１日（月） 
に第２回委員会をそれぞれ開催して，鈴木治《雪の中の馬》他３４点を２３２，８４０，００ 
０円で購入した。また，寄贈作品についても同様の手続きにより，当館の所蔵作品にふさわ 
しい作品と認められたものについて受贈した。作品は，「平成１３年度収蔵作品調」のとおり， 
陶芸５６点（購入５点，寄贈５１点），金工１点（寄贈１点），漆工１点（購入１点）染織２ 
２点（購入１点，寄贈２１点），ガラス１２点（寄贈１２点），書８点（購入４点，寄贈４点）， 
日本画５５点（購入９点，寄贈４６点），油彩画１７点（購入５点，寄贈１２点），水彩画７ 
点（寄贈７点），素描２２０点（寄贈２２０点），版画３９点（寄贈３９点），写真１０点（購 
入１０点），資料７件（寄贈７件）である。 
 

平成 １３ 年 度 所 蔵 作 品 調 
（平成１４年 ３ 月３１日現在）

種   別 平成１３年度収蔵作品数 前年度までの 合   計 

 （１）  購入 （２）  寄贈 （３） 分類換 計 収蔵作品数  

 工        芸   

陶  芸 5 51 0 56 1,129 1,185

金  工 0 1 0 1 70 71

漆  工 1 0 0 1 54 55

  木  工 0 0 0 0 17 17

竹  工 0 0 0 0 7 7

ガラス 0 12 0 12 82 94

染  織 1 21 0 22 230 252

人  形 0 0 0 0 1 1

ジュエリー 0 0 0 0 100 100

計 7 85 0 92 1,690 1,782

 絵画・彫刻   

日本画 9 46 0 55 634 689

油  彩 5 12 0 17 419 436

水  彩 0 7 0 7 275 282

素  描 0 220 0 220 615 835

版  画 0 39 0 39 1,139 1,178

彫  刻 0 0 1 1 89 90

計 14 324 1 339 3,171 3,510

  書 4 4 0 8 72 80

  写       真 10 0 0 10 1,469 1,479

  そ  の  他 0 0 0 0 83 83

  資       料 0 7 0 7 147 154

  合       計 35 420 1 456 6,632 7,088

 
（２）寄贈・寄託品の積極的な活用 
寄贈・寄託品は、当館の常設展示及び他館等への貸出しによって積極的に活用している。 
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常設展については年間１０回の陳列替えを行って作品の公開に努めているが、平成１３年度

に公開した作品は延７７２点にのぼる。これを収蔵経緯別にみると購入作品が６２％、寄贈作

品が３１％、寄託作品が７％となり、寄贈・寄託品の有効活用は数字の上からも明らかである。 
また、作品貸出しについては、年間６３２点にのぼる。これを収蔵経緯別にみると購入作品

４８％、寄贈作品４８％、寄託作品４％となり、常設展同様、寄贈・寄託作品は有効に活用さ

れている。 
以上のことからも明らかなように、収蔵品が十分でない当館においては、寄贈・寄託を積極

的に受けることでその欠を補っている。そのことは以下の表に数値として示すとおりである。 
平  成  １３  年  度  寄 託  作  品  調 

（平成１４年 ３ 月３１日現在）

種   別          平成１３年度寄託作品数  前年度までの 合   計 

 （１）    増 （２）    減 計 寄託作品数  

 工     芸   

陶  芸 1 0 1 309 310

金  工 0 0 0 0 0

漆  工 0 0 0 3 3

  木  工 0 0 0 0 0

竹  工 0 0 0 0 0

ガラス 0 0 0 0 0

染  織 1 0 1 1 2

人  形 0 0 0 0 0

ジュエリー 0 0 0 0 0

計 2 0 2 313 315

 絵画・彫刻   

日本画 6 -1 5 139 144

油  彩 15 -2 13 17 30

水  彩 1 0 1 3 4

素  描 2 0 2 36 38

版  画 0 0 0 2 2

彫  刻 0 0 0 1 1

計 24 -3 21 198 219

  書 0 0 0 0 0

  写       真 0 0 0 192 192

  そ  の  他 0 0 0 2 2

  資       料 0 0 0 9 9

 

  合       計 

 

26 ※-3 23

 

714 737

              ※－３ 
※ 寄託作品のうち１３年度中に２点を購入し、１点は寄贈作品として受入れた。 

 
（３）作品の保存管理 
    会場内では、作品を安全に展示するために年間を通じて館内１０数箇所の温度・湿度、空気
汚染、照明、防災対策、保安対策などの調査を継続的に実施し、必要に応じた改善の実施を行

っている。 
  また、収蔵庫においては、収蔵作品に応じて各室毎に温度・湿度を変え、温度・湿度の 
データの管理により、作品への影響を最低限とするよう空調設備の運転を行っている。 

 
（４）収蔵品修復 
   緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修復 
 を行った。 
    次の作品について修理を実施。 
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     ○日本画１１点 
    「八丈島」，「池の面」，「秋郊」（以上 千種掃雲 作） 
      「春の信濃路」，「南海の図」（以上 不染 鉄 作） 
    「舞妓林泉図（下図）」(土田麦僊 作) 
       「双鳩図」(小茂田青樹 作) 
    「夏座敷」(磯田又一郎 作) 
       「埴輪」(都路華香 作) 
     「竹取物語」(小林古径 作) 
    「緑陰」(小松 均 作) 
○コラージュ ２点 

「日本の夏」、「小さい傘」（以上 ハンナ・ヘッヒ 作） 
   ○素描  １点 
    「怪奇的なカットＡ－Ｚ」（谷中安規 作） 
 
  ２ 公衆への観覧 
（年度計画） 
（１）中期計画に基づき各館において展覧会や企画上映等を実施する。 
（２）全国の公私立美術館等と連携して地方巡回展を実施する。 
（３）展覧会については、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好な観 
  覧環境、広報活動、過去の入場者数の状況等を踏まえて入場者数について目標を設定し、 
  その達成に努める。 
（４）それぞれの館の収蔵品について、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館 
  その他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に実施する。 
（５） 入館者に対するアンケート調査を実施し、そのニーズや満足度を分析し、展覧会等に反 
  映させる。 
（１）展覧会の実施 

 ①展覧会 
ア「ルネ・ラリック 1860-1945」 

    期間：平成 13年 2月 10日（土）～4月 15日（日）（５６日間（うち平成 13年度１３日間）） 
    会場：京都国立近代美術館３階企画展示場 
    出品点数：４０７点 
    入場者数：６８，９５８人（１日平均１，２３１人）（目標入場者数：８０，０００人） 
  （うち平成 13年度中は３０，８１８人（１日平均２，３７１人）（目標入場者数：１９， 
   ０００人）） 
共催者：日本経済新聞社、ＮＨＫきんきメディアプラン 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 
     ●新聞記事 
   山中英之（京都新聞）『華麗な美の全ぼうに迫る』2001年 2月 17日 
   中野 稔（日本経済新聞）『ガラス工芸 二巨匠に酔う ガレ：自然、写実的に表現／ 
                               ラリック：造形性高い宝飾品』平成 13年 2月 24日 
   三井秀樹（筑波大学教授）『螺旋の美十選 ルネ・ラリック「花瓶＜つむじ風＞」』／ 
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日本経済新聞 平成 13年 2月 26日 
   渡辺達治『華麗で多彩 アールヌーボー ガラスの世界』／読売新聞 平成 13年 3月 21日 
     ●雑誌記事 
   渡辺達治『ルネ･ラリックの華麗な世界東洋への憧憬』／ART GRAPH 平成 13年 1月号 
       『ルネ・ラリック 1860-1945展』／美術手帖 平成 12年 9月号 
  海野 弘(美術評論家)『世紀末の夢の形 アール・ヌーヴォー』／美術画報 平成 12年 9月 

  イ「前田青邨展」 
  期間：平成 13年 4月 24日（火）～6月 3日（日）（３７日間） 
  会場：京都国立近代美術館３階企画展示場 
  出品点数：９７点（前後期計） 
    入場者数：２７，４７３人（１日平均 ７４３人）（目標入場者数：３０，０００人） 
  共催者：日本経済新聞社 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 

     ●新聞記事 
    無記名（日本経済新聞）『青邨「天正貴婦人像」バチカンから里帰り』4月 21日 
    斉藤清明（毎日新聞）『前田青邨の回顧展 バチカンからも出品』4月 25日 
    無記名（日本経済新聞）『前田青邨展京都で始まる』4月 24日 
    竹田博志（日本経済新聞）『「愉快な筆」研究心が裏打ち』5月 4日 
    太田垣實（京都新聞）『清朗な色彩と造形 奔放な構想力』5月 5日 
    中野 稔（日本経済新聞）『のびやかな筆、作風に幅 武者、動物･･･貫く明るさ 

  日本画の巨匠前田青邨展』5月 17日 
    早瀬廣美（産経新聞）『歴史画に夢を託す 前田青邨展』5月 20日 
    加藤類子（池坊短大教授）（日本経済新聞（夕）） 

前田青邨展 大和絵の伝統ふまえ』5月 29日 
     ●雑誌記事 
    小倉実子（当館研究員）『前田青邨展』／文化庁月報 391号 4月号 
    小倉実子（当館研究員）『青邨芸術の全貌を通観 前田青邨展』／新美術新聞  926号 

 5月 11日、21日合併号 
 ウ「ミニマル マキシマル－ミニマル・ア－トとその展開」 
   期間：平成 13年 6月 19日（火）～8月 12日（日）（４８日間） 
会場：京都国立近代美術館３階企画展示場 
  出品点数：６８点 
    入場者数：１６，５９５人（１日平均３４６人）（目標入場者数：１０，０００人） 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 

     ●新聞記事 
   中野 稔（日本経済新聞）『ミニマル・アート 表現の幅広げる』6月 28日 
    森本俊司（朝日新聞）『無表情な直方体の饒舌』6月 30日  
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   尾崎信一郎（当館主任研究官）（読売新聞）『純粋に美術として存在』6月 30日 
『「水平的彫刻」の可能性示唆』7月 1日 
『空間そのものが作品に』7月 3日 
『シンプルな手法 新鮮な感動』7月 4日 
『圧倒的な存在感示す』7月 5日 

   木村未来（読売新聞）『ミニマル・アート 抑制の美追求』7月 13日 
   無記名（毎日新聞）『二つの「ミニマル・アート」展』7月 13日  
   早瀬廣美（産経新聞）『「極限の美」の広がり』7月 15日  
   （山）（京都新聞）『柔軟で多様な継承』7月 21日  
山本忠勝（神戸新聞）『挑戦的な妖怪的実験』7月 28日 

     ●雑誌記事 
 尾崎信一郎（当館主任研究官）『ミニマル マキシマル－ミニマル・ア－トとその展開』 

／文化庁月報 393号（6月 25日） 
小西信之「ミニマルマキシマル 現前性の探求から多様な再解釈へ」／美術手帖 809号 

（平成 12年 1月） 
 エ「京都の工芸－1945～2000」 
    期間：平成 13年 8月 28日（火）～10月 21日（日）（４８日間） 
会場：京都国立近代美術館３階企画展示場、４階常設展示場の一部 
  出品点数：２９１点 
    入場者数：１０，７９７人（１日平均２２５人）（目標入場者数：２０，０００人） 
  共催者：東京国立近代美術館 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 
     ●新聞記事 
    無記名（産経新聞）『伝統が生んだ斬新表現 28日開幕 京都国立近代美術館で特別展 
                         京工芸戦後の粋 300点』８月２３日 
    無記名（朝日新聞）『｢京都の工芸」300点戦後の歩みに焦点 きょうから国立近代美術館』 

８月２８日 
    無記名（日本経済新聞）『｢京都の工芸 1945-2000」進取の精神「前衛」生む』９月１日 
    木村未来（読売新聞（夕））『―陶芸・染織・漆芸―形作る次代の伝統』９月５日 
    （太）（京都新聞）『柔らかな前衛精神の豊かな所産』９月８日 
    田原由紀雄（毎日新聞）『京都の工芸の歩み検証 戦後 50年の作品 300点でたどる』 

９月２１日 
    早瀬廣美（産経新聞）『予感させる新たな伝統』９月２３日 
    斎藤清明（毎日新聞）『第二次世界大戦後から現在までの作品を紹介』９月２６日 
    （未）（読売新聞）『土と格闘 可能性追求』１２月６日 
     ●雑誌記事 
 諸山正則『京都の工芸 1945-2000』／現代の眼 531号 
    松原龍一（当館主任研究官）／文化庁月報 395号 
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    藤 慶之『戦後京都の陶芸界－思いつくままに』／炎芸術 68号 
 オ「オーストリア・デザインの現在－拡がるデザインの世界」 
    期間：平成 13年 9月 11日（火）～10月 14日（日）（３０日間） 
  会場：京都国立近代美術館１階展示ロビー 
  出品点数：３２点   
    入場者数：４，６６０人（１日平均１５５人）（目標入場者数：５，０００人） 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 
     ●新聞記事 
    深萱真穂（京都新聞）『２つのデザイン展 背後の思索まで想起』平成 13年９月 22日 
     ●雑誌記事 
    河本信治(当館主任研究官)『オーストリア･デザインの現在』/文化庁月報 396号９月号 
 カ「小松均展」 
    期間：平成 13年 10月 30日（火）～12月 16日（日）（４２日間） 
会場：京都国立近代美術館３階企画展示場、４階常設展示場の一部 
  出品点数：５８点（前後期計） 
   共催者：読売新聞社 
  (期間変更) 
    当計画策定後終期を１２月９日（日）（３６日間）に変更 
    入場者数：１６，９３７人（１日平均４７０人）（目標入場者数：３０，０００人） 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌等関係記事＞ 

●新聞記事 
無記名（読売新聞）『「大自然の力伝わる」小松均回顧展』10月 30日 
無記名（読売新聞）『小松均展記念し講演 近代美術館』11月 11日 
木村未来（読売新聞）『強烈な赤描く意味問う｢赤富士｣』11月 12日 
                『表情に潜む不屈の意志｢大原女少女｣』11月 13 日 

『壮大な流れ新たなテーマ｢栗の花咲く最上川(下･部分)｣』11月 14日 
早瀬廣美（産経新聞）『大きな自然と向き合って 小松均展』11月 18日 
無記名（読売新聞）シリーズ「小松均展と私」 

『白黒のメリハリ絶妙｢吾が窓より 夏山｣』11月 17日 
『自然描く喜びひしひし｢大原田園(春)｣』11月 21日 
『雪の表現ふんわり｢杉の雪｣』11月 23日 
『画面から子の歓声｢大原風景｣』11月 24日 

無記名（中外）『仙人画家がよみがえる 溢れる情熱、高い理想』：11月 17日 
太田垣實（京都新聞）『自然の霊気と感応する大画面 小松均展』11月 24日 
田原由紀雄（毎日新聞（夕））『山の霊気と一体の迫力』11月 29日 
●雑誌記事 
小倉実子（当館研究員）『小松均展』／文化庁月報 397号 10月号 
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藤 慶之『大原の画仙人 小松均』／IMFA 42号 10月号 
 キ「シエナ美術展－絵画・彫刻・工芸の精華－」 
    期間：平成 13年 12月 22日（土）～平成 14年 2月 11日（月・祝）（３８日間） 
会場：京都国立近代美術館３階企画展示場 
  出品点数：１０１点 
入場者数：２７，７４９人（１日平均７３０人）（目標入場者数：４０，０００人） 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 
●新聞記事 
山野英嗣（当館主任研究官）『銀行と美術』『トスカーナの女王』『再評価』 

／朝日新聞 平成 14年 1月 15日ほか３回連載 
深萱真穂（京都新聞）『歴史都市の懐の深さ』平成 14年 1月 19日 
早瀬廣美（産経新聞）『シエナ美術展』平成 14年 1月 20日 
木村未来（読売新聞）『装飾的な色調 人間味あふれ』平成 14年 1月 22日 
加藤義雄（日本経済新聞）『シエナ美術展』平成 14年 1月 28日 
●雑誌記事 
山野英嗣（当館主任研究官）『シエナ美術展』／文化庁月報３９９号 平成 13年 12月 

 
 (追加実施) 
「銅版画の巨匠 長谷川潔展」 
    期間：平成 14年 2月 21日（木）～4月 7日（日）（４０日間（うち平成 13年度３４日間） 
会場：京都国立近代美術館３階企画展示場 
  出品点数：１９７点 

  入場者数：８，８０７人（１日平均２２０人）（目標入場者数：９，０００人） 
 （うち平成 13年度中は６，７３７人（１日平均１９８人）（目標入場者数：８，０００人）） 
（展覧会に係る実績報告概要） 
＜新聞雑誌関係記事＞ 
●新聞記事 
深萱真穂（京都新聞）『無限へ開く黒の空間 長谷川潔展』平成 14年 3月 9日ほか 
●雑誌記事 
島田康寛（当館学芸課長）『銅版画の巨匠長谷川潔展』／文化庁月報平成 14年 2月号ほ 

 
 ク 常設展「近代の美術・工芸・写真」    １０回陳列替え 
    入場者数：１３３，２５４人 
 （目標入場者数：１２万人） 
 
②国立博物館・美術館巡回展 

 ア「かざりとかたち」 
   共催者：独立行政法人国立博物館（京都国立博物館） 



実績報告書 

（京都国立近代美術館） －37－

   1)期間：平成 13年 10月 6日（土）～平成 13年 11月 4日（日）（３２日間） 
     会場：鹿児島県歴史資料センター黎明館 
     入場者数：５，７２５人 
   2)期間：平成 13年 11月 13日（火）～平成 13年 12月 12日（水）（２７日間） 
   会場：沖縄県立博物館 
     入場者数：６，９２７人 
 
（２）収蔵品の貸与 
  ６３２点 ９８件の収蔵品等を貸出。  
    （国内 ６２１点  ９４件， 海外 １１点  ４件） 
 
  ［平成 13年度展覧会協力等］ 
  ○「河井寛次郎の世界－熱情の陶匠」 
 会期：平成 14年 1月 26日（土）～3月 10日（日）（３８日間） 
 会場：茨城県陶芸美術館 
 主催：茨城県陶芸美術館 
 後援：京都国立近代美術館、ＮＨＫ水戸放送局 
 

（３）アンケート調査の実施 
  「前田青邨展」、「ミニマル マキシマル ミニマル･アートとその展開」、「京都の工芸－ 

1945～2000」、「オーストリアの現代デザイン」、「小松均展」、「シエナ美術展－絵画・彫刻・ 
工芸の精華－」、「銅版画の巨匠 長谷川潔展」の各展覧会・講演会等においてアンケートを 
実施した。 
［展覧会］ 
 ①「前田青邨展」 
  実施期間：平成 13年 4月 24日（火）～6月 3日（日）（３７日間） 
  アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
 ②「ミニマル マキシマル－ミニマル・ア－トとその展開」 
   実施期間：平成 13年 6月 19日（火）～8月 12日（日）（４８日間） 
アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
 ③「京都の工芸－1945～2000」 
    実施期間：平成 13年 8月 28日（火）～10月 21日（日）（４８日間） 
  アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約８割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
 ④「オーストリア・デザインの現在－拡がるデザインの世界」 
    実施期間：平成 13年 9月 11日（火）～10月 14日（日）（３０日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
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  結果：展覧会について約８割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
 ⑤「小松均展」 
    実施期間：平成 13年 10月 30日（火）～１２月９日（日）（３６日間） 
アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約１０割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
 ⑥「シエナ美術展－絵画・彫刻・工芸の精華－」 
    実施期間：平成 13年 12月 22日（土）～平成 14年 2月 11日（月・祝）（３８日間） 
  アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
⑦「銅版画の巨匠 長谷川潔展」 

   実施期間：平成 14年 2月 21日（木）～4月 7日（日）（４０日間） 
アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
⑧「常設展」のみの開催期間 

   実施期間：平成 13年 6月 5日（火）～平成 14年 2月 20日（日）（４７日間） 
アンケート項目：別紙のとおり 
  結果：展覧会について約８割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
［講演会］ 
①「ミニマル マキシマル－ミニマル・ア－トとその展開」 
  ア「ミニマル・アートその基本概念と影響力」 

    実施期間：平成 13年 6月 19日（火）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約１０割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
  イ「ドイツでの作家活動について」 

    実施期間：平成 13年 6月 23日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約８割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
  ウ「ミニマル・アートとは何か」 

    実施期間：平成 13年 7月 14日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約１０割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
②「京都の工芸－1945～2000」 
  ア「戦後工芸の京風美意識」 

    実施期間：平成 13年 9月 8日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について１０割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
  イ「京都の工芸－1945～2000」 

    実施期間：平成 13年 9月 15日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 



実績報告書 

（京都国立近代美術館） －39－

    結果：講演会について約６割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
③「小松均展」 
 ア「小松均の人と芸術」 

   実施期間：平成 13年 11月 10日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約７割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
④「シエナ美術展－絵画・彫刻・工芸の精華－」 
  ア「シエナ美術とその魅力」 

    実施期間：平成 14年 1月 12日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約８割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
⑤「銅版画の巨匠 長谷川潔展」 
  ア「長谷川潔の人と芸術」 

    実施期間：平成 14年 3月 9日（土）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
［音楽会］ 
①「シエナ美術展－絵画・彫刻・工芸の精華－」 
  ア「エレクトーン・タイムカプセルコンサート 時空を超えて～音楽で旅するイタリア」 

    実施期間：平成 13年 12月 24日（月）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約１０割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
［シンポジウム］ 
①「オーストリア・デザインの現在－拡がるデザインの世界」 
 ア「オーストリア・デザイン－パパネックの遺産と現在」  

   実施期間：平成 13年 9月 11日（火）（１日間） 
     アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：講演会について約９割の肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 
 
  ３  調査研究 
（年度計画） 
（１）中期計画に基づき、調査研究を計画的に実施する。 
（２）客員研究員を招聘し、調査研究活動を推進する。 
（３）各館の調査研究の成果については、研究紀要、図録への論文発表等によって公表する。 
（１）調査研究の実施 
①近代京都の工芸に関する調査研究 

    研究担当者：松原龍一（主任研究官） 
      執筆書誌：「京都の工芸」展図録として成果発表 
         「京都の工芸 1954-2000」松原龍一 
    ②ドイツ工作連盟に関する調査研究 
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      研究担当者：池田祐子（主任研究官） 
       計画どおり次年度も継続実施 
     ［研究助成］ 

      ・財団法人サントリー文化財団平成 12 年度「人文科学、社会科学に関する 

研究助成」 

           「ヘルマン・ムテジウス日本滞在中書簡草稿の調査・研究－近代建築・ 

         デザインの源泉をめぐる一考察」 平成 12年 8 月－平成 13年 7 月 

      ・文部科学省学芸員等在外派遣研修 

        「ドイツ近代デザイン研究－ドイツ工作連盟を中心に－」 

            平成 14 年 3月 9 日－3月 31 日 

    ③前田青邨に関する調査研究（愛媛県立美術館等との共同研究） 
    研究担当者：島田康寛（学芸課長），小倉実子（研究員） 
      執筆書誌：「前田青邨展」図録として成果発表 
          「前田青邨の人と芸術」島田康寛 
          「作品解説」「前田青邨印譜」「主要作品の落款印章」小倉実子 

   「新美術新聞」926号 「展覧会解説」小倉実子 
   「文化庁月報」391号 「イベント案内」小倉実子 

    ④小松均の総合的研究（宮城県立美術館等との共同研究） 
    研究担当者：島田康寛（学芸課長），小倉実子（研究員） 
      執筆書誌：「小松均展」図録として成果発表 
           「小松均の遠い道程 －己の墨画を求めて－ 」島田康寛 
          「年譜」「主要参考文献」小倉実子 
        「文化庁月報」397号 「イベント案内」小倉実子 

    ⑤神坂雪佳の総合的研究（アメリカ・バーミンガム美術館との共同研究） 
      研究担当者：島田康寛（学芸課長），池田祐子（主任研究官） 
       計画どおり次年度も継続実施 
     ［研究助成］ 
      ・財団法人サントリー文化財団平成 13年度「人文科学、社会科学に関する研究助成」 
           「神坂雪佳の総合研究－琳派の後継者そして近代デザインの先駆者」  
          平成 13年 8月－平成 14年 7月 
    ⑥アメリカの現代陶芸に関する調査研究（愛知県陶磁資料館等との共同研究） 
      研究担当者：松原龍一（主任研究官） 
       計画どおり次年度も継続実施 
    ⑦海外所在の近代日本美術品についての所蔵美術館との調査研究 
      研究担当者 内山武夫（館長） 
       計画どおり次年度も継続実施 
    ⑧他の美術館等における調査研究に対する協力 
      1)研究担当者 河本信治（主任研究官） 
     執筆書誌：「横浜トリエンナーレ 2001 展」図録として成果発表 
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            「横浜プロジェクト：そして、ポジションについて」河本信治 

    2)研究担当者：山野英嗣（主任研究官） 

     執筆書誌：「かざりとかたち展」図録として成果発表 

            「近代絵画における『装飾』性再考」山野英嗣 

（追加実施） 

  ○ミニマル・アートについての調査研究 

   研究担当者 尾・信一郎（主任研究官） 

    ポーラ美術振興財団平成１２年度研究助成 

     「1960 年代以降の日本とアメリカにおける非実体的な美術活動に関する研究」 

       執筆書誌：「ミニマル マキシマル」展図録として成果発表 

              「ミニマル・アートあるいは帰還不能点」尾崎信一郎 

 
  ４  教育普及 
（年度計画） 
（１）国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図ると共に情報コーナーの
設置等ファレンス機能の充実を図る。 
（２）館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、広く公衆のニーズに応えるため、デ
ータベース化を推進する。 
（３）国内外の美術館等との連携を強化し、情報コーナー、アートライブラリー、資料閲覧室
等、情報資料関係の施設の整備・充実を図る。 
（４）各館は児童生徒を対象とした教育普及事業を実施する。 
（５）講演会等を実施する。 
（６）美術館関係者を対象とした、研修事業の実施する。 
（７）他の機関が実施する研修への協力を実施する。 
（８）各館それぞれに研究成果を踏まえて次の出版事業等を行う。 
（９）それぞれの館のホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行う。ま
た、４館共同の広報体制を整備するため法人のホームページを作成し、中期目標、中期計画、
年度計画等を公表する。 
（１０）ボランティア等の在り方や企業との連携等について検討を行う。 
（１１）新たな美術館施設の円滑な運営について 
（１） 資料収集及びレファレンス機能の充実 

    ア．外国との交換件数   ７件 

イ． ４階フリースペースに展覧会・所蔵品図録等のコーナーを設置し、レファレンス機能 

 の充実を図った。 

 

（２） 作品データ等のデータベース化の推進 

１３年度当初における所蔵品約６,６００点のうちこれまでに約３,０００点の文字デー 

  タ及び約２,８５０点の画像データのデータベース化を実施した。ただし、著作権の存続し 

  ている作品が多数を占めるため外部への公開については，適切に対処していく。 

 

（３）資料閲覧室等の整備 

     近年開催の当館展覧会図録等の閲覧コーナーを４階に設置。また，１階においても他館 

  の展覧会情報等を提供。 

 

（４）児童生徒に対する教育普及事業の実施 
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    京都市立小学校教諭グループと協力し小学１年生から６年生を対象とするワークショッ 

  プを実施(平成１４年２月９日(日）参加者４７名）。 

      上記計画に掲げたワークショップ以外に，京都市教育委員会，京都市立中学校と連携し， 

  中学生を受入れ，美術館業務を体験させることにより，美術への関心を深め，社会の主体 

  としての自覚を育成することとして事業「生き方探求・チャレンジ体験」を実施。 

              （平成１４年１月２９日（火）～３１日（木），安祥寺中学校３名 

                平成１４年２月２６日（火）～２８日（木），神川中学校  ４名） 

 

（５）講演会等の実施 

    ①講演会 

          ア）平成１３年４月２５日（水）午後２時～３時３０分 

          「前田青邨展」講演会 

        演 題：青邨先生を偲ぶ 

        講 師：日本画家 平山郁夫氏 

              会 場：京都市国際交流会館イベントホール 

        参加者：１１６名 

            共  催：日本経済新聞社 

      イ）平成１３年５月１２日（土）午後２時～３時３０分 

            「前田青邨展」講演会 

        演  題：青邨画の軌跡 

        講  師：名古屋市美術館学芸係長 吉田俊英氏 

        会 場：京都国立近代美術館講堂 

        参加者：８５名 

             共  催：日本経済新聞社 

          ウ）平成１３年６月１９日（火）午後２時～３時３０分 

            「ミニマル マキシマル ミニマル・アートとその展開」講演会 

              演 題：ミニマル・アート その基本概念と影響力 

              講  師：ブレーメン、ウェーザーブルク現代美術館キューレーター 

                         ペーター・フリーゼ氏 

              会 場：京都国立近代美術館講堂 

              参加者：８５名 

      エ）平成１３年６月２３日（土）午後２時～３時３０分 

            「ミニマル マキシマル ミニマル・アートとその展開」講演会 

              演 題：ドイツでの作家活動について 

              講  師：彫刻家、ブレーメン芸術大学教授、本展出品作家 竹岡雄二氏 

              会 場：京都国立近代美術館講堂 

              参加者：７６名 

      オ）平成１３年７月１４日（土）午後２時～３時３０分 

          「ミニマル マキシマル ミニマル・アートとその展開」講演会 
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            演 題：ミニマル・アートとは何か 

            講  師：当館主任研究官 尾崎信一郎 

            会 場：京都国立近代美術館講堂 

            参加者：１０３名 

      カ）平成１３年９月８日（土）午後２時～３時３０分 

          「京都の工芸１９４５－２０００」講演会 

            演 題：戦後工芸の京風美意識 

            講  師：美術ジャーナリスト 藤慶之氏 

            会 場：京都国立近代美術館講堂 

            参加者：２３名 

      キ）平成１３年９月１５日（土）午後２時～３時３０分 

          「京都の工芸１９４５－２０００」講演会 

            演 題：京都の工芸１９４５－２０００ 

            講  師：当館主任研究官 松原龍一 

            会 場：京都国立近代美術館講堂 

            参加者：２３名 

      ク）平成１３年１１月１０日（土）午後２時～３時３０分 

           「生誕１００年記念 小松均展」講演会 

             演 題：小松均の人と芸術 

             講  師：倉敷芸術科学大学芸術学部教授 平野重光氏 

             会 場：京都国立近代美術館講堂 

             参加者：６２名 

      ケ）平成１４年 １月１２日（土）午後２時～３時３０分 

            「シエナ美術展」講演会 

              演 題：シエナ美術とその魅力 

         講 師：東京大学大学院人文社会系研究科教授 小佐野重利氏 

              会 場：京都国立近代美術館講堂 

         参加者：１２７名 

      コ）平成１４年 ３月 ９日（土）午後２時～３時３０分 

            「銅版画の巨匠 長谷川潔展」講演会 

              演 題：「長谷川潔の人と芸術」 

         講 師：当館学芸課長 島田康寛 

              会 場：京都国立近代美術館講堂 

         参加者：５３名 

 

   ②音楽会 

      ア）平成１３年９月１０日（月）午後６時～８時 

          「オーストリア・デザインの現在－拡がるデザインの世界」音楽会 

            演 題：ａｕｓｔｒｉａｎ ｌａｂ 
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            ＤＪ ：パトリック・パルシンガー氏 

            エルデム・ツナカン氏 

            会 場：京都国立近代美術館エントランスホール 

            参加者：１３１名 

      イ）平成１３年１２月２４日（月）午後２時～３時３０分 

       「シエナ美術展」音楽会 

        演 題：エレクトーン・タイムカプセルコンサート 

            「時空を超えて～音楽で旅するイタリア」 

        演奏者：高崎芸術短期大学助教授 松本玲子氏 

        会 場：京都国立近代美術館エントランスホール 

        参加者：１００名 

 

    ③シンポジウム 

       ア）平成１３年９月１１日（火）午後２時～３時３０分 

          「オーストリア・デザインの現在－拡がるデザインの世界」 

            演 題：オーストリア・デザイン－パパネックの遺産と現在－ 

            パネリスト：建築家 クリスティアン・クネヒトル氏 

              建築家 ライナー・ツェトル氏 

              建築家 竹山 聖氏 

            会 場：京都国立近代美術館講堂 

            参加者：６２名 

 

        ○講演会等参加者（当館主催実施分） 

      講 演 会    ７５３名 

      音 楽 会    ２３１名 

      シンポジウム    ６２名 

        総数   １，０４６名 

              （平成１２年度 ７６６名） 

 

    ④国立博物館・美術館巡回展 講演会 

ア 平成１３年１０月１３日（土）  

「かざりとかたち」展 

演 題：「日本美術の『装飾』性再考」 

講 師：山野英嗣（当館主任研究官） 

会 場：鹿児島県歴史資料センター黎明館講堂 

         参加者：１０５名 

（６）他機関の研修への協力 

   ①美術館関係者を対象とした研修事業の実施 

       上級キューレーター研修を実施し、公立美術館関係者２名を受入れた。 
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       ア．氏名 廣田いずみ 

         所属 小松市立宮本三郎美術館 

         職名 学芸員 

         期間 平成１３年１１月１日～平成１３年１２月２８日 

       イ．氏名 小川知子 

         所属 大阪市立近代美術館建設準備室 

         職名 学芸員 

         期間 平成１４年１月４日～平成１４年２月２８日 

 

   ②他の機関が実施する研修への協力 

   大学生を対象に学芸員資格取得のための｢博物館実習｣に係る学生を受入れ実習を行った。 

      【第Ⅰ期】平成１３年８月２０日（月）～８月２４日（金）５日間 

           関西学院大学（３名） 

           成安造形大学（２名） 

           追手門学院大学 

           京都造形芸術大学 

           立命館大学（２名） 

           近畿大学 

           金沢美術工芸大学 

           京都光華女子大学（２名） 

           京都教育大学 

           宝塚造形芸術大学            計 １５名 

      【第Ⅱ期】平成１３年８月２７日（月）～８月３１日（金）５日間 

           池坊短期大学（３名） 

           宝塚造形芸術大学            計 ４名 

      【二期間】平成１３年８月２０日（月）～８月３１日（金） 

           （ただし、土、日曜日休み） 

           滋賀県立大学     

           大阪芸術大学     

           武蔵大学 

           甲南女子大学                計 ４名 

                       合 計 １５大学 ２３名 

 

（７）「年報」等の発行事業等 

  ①「平成 12年度年報」 
     平成１４年３月発行 
   ②「京都国立近代美術館概要」 
     平成１３年６月発行 
   ③展覧会に伴う図録の発行 
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    企画展等 
    ア．「ルネ・ラリック 1860-1945」（平成１３年２月１０日～４月１５日） 
    30.5×23,5㎝ 377頁 
    収録論文等 
       「ルネ・ラリックの宝飾芸術－創造世界を支える技法」イヴォンヌ・ブリュナメール 
       「多様性の統一－ルネ・ラリックのガラス作品」 

ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘｳﾞｪｱ･ﾏｯｸﾌｧｰﾃﾞﾝ（翻訳：池田祐子(当館主任研究官)） 
       「愛すべきよきもの－ラリック 
          －日本にもたらされたルネ・ラリック活動期の作品について」池田まゆみ 
       「欧亜のエクスペデション －ラリックと旧朝香宮邸に関する考察」牟田行英 
       「ルネ・ラリック年表 1860-1945」「図版」「章解説」「出品作品リスト」 
              「主要参考文献」「用語解説」 
    監修：イヴォンヌ・ブリュナメール、マリー＝ロール・ペラン 
       編集：冨田章、牟田行英、池田祐子、泉川真紀 
    翻訳監修：池田まゆみ 
    発行：アプトインターナショナル 
             平成１３年２月発行 
    イ．「前田青邨展」（平成１３年４月２４日～６月３日） 
       29.8×22,5㎝ 212頁 
       表紙 2パターンあり（内容は同じ） 
       図版  原色１０６点 
    参考図版 モノクロ１５点 
       収録論文等 
            「前田青邨先生の二つの思い出」平山郁夫 
            「前田青邨－その時代を超えた晴朗な画風」内山武夫（当館館長） 
            「前田青邨の人と芸術」島田康寛（当館学芸課長） 
            「青邨の渡欧 －その目的と成果－ 」上薗四郎 
            「梶田半古塾のこと －前田青邨の修業時代」梶岡秀一 
            「作品解説」上薗四郎、木下悦子（以上笠岡市立竹喬美術館）、梶岡秀一（愛媛県美術 
                       館）、小倉実子（当館研究員） 
            「前田青邨印譜」「主要作品の落款印章」小倉実子（当館研究員）編 
            「年譜」「文献目録」木下悦子編 
       編集：京都国立近代美術館、愛媛県美術館、笠岡市立竹喬美術館、日本経済新聞社 
       デザイン：大向 務、今西 久（大向デザイン事務所） 
       翻訳：マーサ マクリントク   
       発行：日本経済新聞社 
             平成１３年４月発行 
    ウ．「ミニマル マキシマル－ミニマル・アートとその展開」 
                                     （平成１３年６月１９日～８月１２日） 
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       29.6×21.0㎝ 382頁 
    図版 カラー７５点  モノクロ１４点 
       収録論文等 
        「ミニマル・アートの基本概念」グレゴール・シュテムリヒ 
        「われわれはどこから来たのか  どこへ歩いていくのか  休暇はどこへ行くのか  

フランシス・トネッリのために」マルグリッド・ブレーム 
        「おお、これが私の愛するドナルド・ジャッドだ！ 芸術についての芸術、あるいは、 
       ミニマル・アートはどのような影響を及ぼしたか。』ペーター・フリーゼ 
        「ミニマリズムなんて忘れた…！」ステファン・シュミット＝ヴルフェン 
        「ミニマル・アートあるいは帰還不能点」尾崎信一郎（当館主任研究官） 
         「作家・作品解説」 
          「出品作品リスト」 
      日本語版編集：半田滋男 水沼啓和（千葉市美術館）、尾崎信一郎（当館主任研究官）、 
                     山口洋三（福岡市美術館） 
    デザイン：ハイモ・ツォーベルニック 
       発行：千葉市美術館、京都国立近代美術館、福岡市美術館 
          平成１３年６月発行 
    エ．「京都の工芸－1945～2000」（平成１３年８月２８日～１０月２１日） 
       30.0×20.0㎝ 272頁 
       表紙１種 
       図版  原色２９１点 
    参考図版  モノクロ２０点 
    収録論文等 
        「京都の工芸－1945～2000」松原龍一（当館主任研究官） 
         「作家解説」土岐加寿子、松原龍一 
       「年譜」松原龍一 
   デザイン：西岡勉 
編集：京都国立近代美術館 

   発行：京都国立近代美術館 
           平成１３年８月発行 
    オ．「オーストリアのデザインの現在～拡がるデザインの世界」 
                                  （平成１３年９月１０日～１０月１４日） 
     オーストリア連邦総理府美術局制作の英文カタログ（20.0×15.0㎝ 180頁）に和文訳 
       小冊子を日本国内巡回展用カタログとして使用。 
   （和文訳小冊子） 
       20.0×15.0㎝ 24頁 
       収録論文等 
         ｢現代デザインの目的と応用へのある包括的アプローチ｣アイヒンガール＆クネヒトル 
       「共産主義者がマイクロフォンを手に入れたらどうなるか？」フローリアン･プムフー 
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        スル 
            「不可視のデザイン」ルキウス・ブルクハルト 
         「デザインについての対話：デザインの消失と再出現」ゲルト・セッレ 
    編集：京都国立近代美術館／原美術館 
    翻訳：原美術館 
    デザイン：木村三晴 
       発行：京都国立近代美術館／原美術館／国際デザインセンター 
           平成１３年９月発行 
    カ．「小松均展」（平成１３年１０月３０日～１２月９日） 
       29.0×26.0㎝ 176頁 
       図版  原色６０点 
       参考図版  モノクロ４８点 
       収録論文等 
           「修行の画家－小松均の芸術」内山武夫（当館館長） 
            「小松均の遠い道程 －己の墨画を求めて－ 」島田康寛（当館学芸課長） 
            「小松均《八瀬》をめぐって －大原女・南洋憧憬・ユートピア－ 」庄司淳一 
            「富山と小松均 －書簡にみる小松均－ 」福井文夫 
            「小松均の最上川連作」岡部信幸 
            「小松均展によせて」甲田美憲 
            「年譜」「主要参考文献」小倉実子（当館研究員）編 
       編集：京都国立近代美術館、読売新聞大阪本社 
       発行：読売新聞大阪本社 
           平成１３年１０月発行 
    キ．「シエナ美術展－絵画・彫刻・工芸の精華－」 
                        （平成１３年１２月２２日～平成１４年２月１１日） 
       30.5×23.0㎝ 180頁 
       図版  カラー１１５点 
       収録論文等 
           「シエナ派絵画の魅力」高階秀爾 
            「中世の理想都市シエナとその美術［14-16世紀前半］」小佐野重利 
            「トスカーナ大公国シエナとその美術［16世紀後半-19世紀］」上村清雄 
            「モンテ デイ パスキ ディ シエナ銀行の美術コレクションの歴史」 
        モンテ デイ パスキ ディ シエナ銀行 
          「作家解説」 
          「関連年表」 
          「参考文献」 
             「関連地図」 
             「出品リスト」 
       日本語版編集：東京ステーションギャラリー、京都国立近代美術館、群馬県立近代美術館、 
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山口県立美術館 
       翻訳：鈴木マリア・アルフォンサ 
    デザイン：笠毛和人 
       発行：朝日新聞社 
           平成１３年１２月発行 
    ク．「かざりとかたち」 

   1)平成 13年 10月 6日（土）～平成 13年 11月 4日（日）（３２日間） 
         会場：鹿児島県歴史資料センター黎明館 
          2)平成 13年 11月 13日（火）～平成 13年 12月 12日（水）（２７日間） 
           会場：沖縄県立博物館 
            29.5×21.8㎝ 192頁 
       収録論文等 
           「前近代のかざりとかたち」久保智康 
            「近代絵画における『装飾』性」再考」山野英嗣（当館主任研究官） 
             「図版」 
          「作品解説」 
          「出品目録」 
          「英文出品目録」 
       編集：京都国立博物館、京都国立近代美術館 
       発行：京都国立博物館、京都国立近代美術館、鹿児島県歴史資料センター黎明館、 

沖縄県立博物館 
           平成１３年１０月発行 
   ④美術館ニュース「視る」  ６回発行 
   ア．第３９４号（平成１３年４－５月号） 
          「岳父前田青邨の思い出 」  
                   東京大学名誉教授 秋山光和氏 
          「喜寿の青春」 
                   東京文化財研究所名誉研究員 關千代氏 
     イ 第３９５号（平成１３年６－７月号） 
           「可視的な音楽」 
          京都国際現代音楽フォーラムディレクター 藤島寛氏 
           「立方体と暴力」 
                   京都国立近代美術館主任研究官  尾崎信一郎 
             平成１２年度新収蔵作品  
     ウ 第３９６号（平成１３年８－９月号） 
           「戦後・染織工芸の示すもの」 
          京都府京都文化博物館学芸員 藤本恵子氏 
           「戦後の陶芸の幕開け、京都－さまざまな分野の交差点」 
                   滋賀県立陶芸の森学芸員 三浦弘子氏 
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           「不可視のデザイン－オーストリア現代デザインの原点」  
                   建築家 クリスティアン・クネヒトル氏 
    エ 第３９７号（平成１３年１０－１１月号） 
           「小松均の人生とその芸術の展開」 
         成城大学教授・秋田県立近代美術館長 田中日佐夫氏 
           「小松さんの思い出」 
                  京都市芸術功労者・財団法人西陣織物館名誉顧問 山口伊太郎氏 
    オ 第３９８号（平成１３年１２月－平成１４年１月号） 
           「シエナ美術展に寄せて 
       －モンテ デイ パスキ ディ シエナ銀行および 
         キージ・サラチーニ・コレクションの歴史と特徴－」  
         群馬県立近代美術館学芸課長 上村清雄氏 
           「シエナ美術の二面性－その解放性と閉鎖性」 
                  京都大学助教授 岡田温司氏 
    カ 第３９９号（平成１４年２月－平成１４年３月号） 
           「長谷川潔の芸術 永遠の美を探る」  
         版画研究家 魚津章夫氏 
           「長谷川潔作品とリズム」 
                  横浜美術館学芸部企画課長 猿渡紀代子氏 
   ⑤収蔵品目録 『京都国立近代美術館所蔵名品集［日本画］』 
       26.3×18.8㎝ 264頁 
       本文：収録論文等 
          「京都国立近代美術館の日本画コレクションについて」内山武夫（当館館長） 
             図版  
          作家略歴（当館学芸課担当） 
          所蔵日本画総目録 
       編集：京都国立近代美術館 
       発行者：長澤浩三 
    発行所：光村推古書院株式会社 
               平成１４年３月発行 
   ⑥展覧会カレンダー  ３回(種)発行 
         ア．「京都国立近代美術館展覧会カレンダー２００２」 
            平成１４年２月発行 
         イ．「京都国立近代美術館展覧会のご案内２００２」 
             平成１４年１月発行 
         ウ．「京都国立近代美術館展覧会定期入れ用ご案内２００２」 
            平成１４年２月発行 
  ⑦「京都国立近代美術館案内リーフレット」 
              平成１３年８月発行 
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（８）ホームページの活用 

        独立行政法人国立美術館のインターネットホームページを開設，中期目標、中期計画、     

      年度計画、業務方法書等を公表した。 

                              （http://www.momat.go.jpIAINMoA/index.html 参照) 

      当館のホームページ（平成８年度開設）においては、館の概要、展覧会情報、常設展 

      示目録、年報、ミュージアムショップや喫茶室の情報などを広く館外へ発信した。 

    平成１３年度のアクセス件数 約１２０,０００件 

                 （平成１２年度 約８８,０００件） 

 

（９）ボランティア・企業との連携等の検討 

    「京都市博物館ふれあいボランティア養成講座」を主催する京都市教育委員会等と連携し、 
          ボランティア受入れについて、検討をはじめた。 
 
  ５ その他の入館者サービス 
（年度計画） 
（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実を図る。建物のバリアフリー化を進め、高
齢者・身体障害者等にやさしい美術館を目指す。 
（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実を図る。 
（３）展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実に努める。又、音声ガイドの検討及び作品リスト
の無料配布等を行う。 
（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討を行う。 
（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実を
図る。 
（１） 高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実等 
 ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
   ・外部との出入り口に車椅子使用者が通行できるスロープを設置。 
   ・ゲートに施設職員と連絡できるインターホンを設置。 
    ・外部との出入り口を自動ドア化。 
    ・車椅子対応エレベーターの設置。 
   ・視覚障害者誘導用のチャイムの設置。 
     ◎盲導犬・介助犬が同行可能。 
    ・車椅子使用者手洗い付きトイレを設置（１階）。 
   ・手すり付き小便器を設置。 
・ 展示会場内の車椅子によるスムーズな移動を支援するため４階常設展示会場床をゴム

タイルに張替え。 
 
（２） 案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実 
 ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
   ◎館内案内リーフレットに車椅子使用者用トイレを表示 

   ◎身障者のための施設利用案内ホームページ（平成１３年１０月１日開設「人にやさしい 

        まちづくりホームページ」京都府福祉まちづくり推進協議会）に当館利用のための 

    案内ページを掲載 
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   ・貸し出し用車いす（座席昇降機能付を含む４台）を用意。 

   ◎貸し出し用ベビーカー（２台）を用意。 

    ・おむつ換え用のベビーシート（１台）を用意。 

   ・館内各所に日本語・英語両標記による案内表示を設置。 

     ・１階エントランスホール、３階企画展会場，４階ロビー及び常設展示会場内に館内案内 

・ 展示作品紹介等、館の情報を提供する端末機(６台)を設置。 

◎視覚障害者の美術鑑賞支援として、展覧会出品作品の解説及び｢手で触れる｣鑑賞体験介 

 添え 

 

（３） 鑑賞環境の充実 
 ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
   ◎「ルネ・ラリック展」において、音声ガイドを用意。 
   ◎常設展示の作品リスト（日本語・英語版）の無料配布。 
    ◎企画展示（長谷川潔展）の作品リスト（日本語・英語版）の無料配布。 
・ アンケートの状況を踏まえ，キャプション等文字表示を大きくするなど適切な改善を 
   今後行うこととした。 

 
（４） 小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討 
 ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項   
  ◎平成１４年２月２１日（木）より，小中学生の常設展観覧料を無料とし，かつ同日から 
  開催された「銅版画の巨匠 長谷川潔展」（当館単独主催）についても同様に無料とした。 
      開館については午前９時 30分から午後５時までであったが，４月 19日から 10月 19日 
    までの毎週金曜日を午後８時まで時間を延長して開館した。 
 
（５） フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実 
  を図る。 
 ［当館の実施状況］◎は平成１３年度の新規実施事項 
  ・愛される開かれた美術館の環境・場所づくりを目指し、喫茶室、ミュージアムショップ 
を含む１階エントランスホール，ロビー及び４階展望ロビーをフリーゾーンとし、広く 
解放している。これにより喫茶室、ミュージアムショップへの利便性を高めた。 

   ◎１階エントランスホール、４階ロビーには休憩用椅子を多数配置し、展覧会入場者だけ 
でなく全ての来館者が憩える場所として提供。 

   ◎１階エントランスホール、４階ロビーに館内案内・展示作品等の情報を提供する情報 
     端末機を設置。また、１階エントランスホールには他館の展覧会情報を提供するコーナ 
     ーを、４階ロビーには図録等を閲覧できる情報コーナーを設置。 
  ◎１Ｆエントランスホールで展覧会にちなんだ音楽会を企画，開催。 
  ・喫茶室において各展覧会にちなんだメニューを提供。 
   ・ミュージアムショップにおいて、展覧会関連グッズ他美術館ならではの商品を用意，販売。 
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６ 職員の研修の実施（その他主務省令で定める業務運営に関する事項）                               
（年度計画） 
  ①職員の意識向上を図るため、次の職員研修を実施する。 
   1）新規採用者・転任者職員研修、2）接遇研修 
  ②外部の研修に職員を積極的に派遣し、その資質の向上を図る。 
（１）職員の研修の実施 
①［当館の実施状況］ 
   全職員等を対象に接遇研修を実施した。 
    日時：平成１４年２月１８日（月） 
    場所：京都国立近代美術館１階講堂及び全館 
    対象：京都国立近代美術館常勤職員、非常勤職員、 
       常設展非常勤職員、企画展職員 
       人数：約７０名 
           〈研修内容〉 
      ・手話通訳者による講演：「聴こえないってどんなこと」 
      ・専門家による接遇指導：「お客様の満足のために」 
      ・地域管轄消防署協力による避難訓練の実施 
        業務委託業者も含む館関係者全員による避難・誘導，消火，防火訓練 
  ②［派遣・参加状況］  
  ア 人事院研修への派遣 
    ・任用実務担当者研修参加 
     （１名）  平成１３年５月３１日（木） 
    ・近畿地区中堅係員研修参加 
     （１名）  平成１３年６月１８日（月）～６月２１日（木） 
    ・給与実務担当者研修会参加 
     （１名）  平成１３年７月１１日（水）～７月１３日（金） 
    ・人事院勧告に関する説明会参加 
     （１名） 平成１３年８月１０日（金） 
    ・近畿地区上級係員研修参加 
     （１名）  平成１４年１月２２日（火）～１月２５日（金） 
     ・服務・倫理及び職員団体制度説明会参加 
     （１名）  平成１４年１月２３日（水） 
      （１名）  平成１４年１月２５日（金） 
        ・改正給与法説明会参加 
      （１名）  平成１４年１月２９日（火） 
    イ 文部科学省学芸員等在外派遣研究員としての派遣 
      ドイツ連邦共和国 
     （１名） 平成１４年３月９日（土）～３月３１日（日） 
    ウ 文部科学省研修への派遣 
      長期給付実務研修会 
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     （１名） 平成１３年１０月３０日（火）～１０月３１日（水） 
      国際企画担当職員研修 
     （１名） 平成１３年１０月２日（火）～１０月５日（金） 
     近畿地区国立大学等Ⅱ種採用職員研修（当番：京都大学） 
     （１名）  平成１４年１月９日（水）～１月１１日（金） 
エ  財団法人日本博物館協会の近畿支部長館として，近畿地区の各館園約１９０館のとり 
まとめを行うとともに所属館園が参加の支部外地域での研修会を企画・実施（平成 13 
年 10月 11日～12日，会場 企業系博物館：トヨタ博物館  公立博物館：愛知県陶 
磁資料館，豊田市美術館 ） 

オ 特定非営利活動法人が実施する研究発表会への派遣 
  「ミュージアム業界顧客満足度調査 結果発表会」への派遣 
  （２名）平成 14年 3月 6日（水） 
      主催：特定非営利活動法人ビュー・コミュニケーションズ 
      会場：リーガロイヤルＮＣＢ 
カ 京都市内博物館施設連絡協議会が実施する研修会への派遣 
  「平成１３年度他都市博物館施設への視察研修」 
  （２名）平成 14年 3月 7日（木） 
      主催：京都市内博物館施設連絡協議会・京都市教育委員会 
      会場：大阪歴史博物館、なにわの海の時空館 
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Ⅲ  国立西洋美術館 
 
 
概要 
（１）設置年月日 
昭和３４年４月１日 

 
 
（２）施設の規模等 
   １７，５４７㎡ 
展示面積 ４，７１３㎡ 

   （本館 昭 34.2.28竣工 地上３階、地下１階 ４，５３４㎡  展示面積１，５４８㎡） 
   （新館 昭 54.5.31竣工 地上２階、地下２階 ４，８６７㎡  展示面積１，６４７㎡） 
   （渡り廊下 昭 54.5.31竣工 地上２階 ８９㎡） 
   （企画展示館 平 9.12.25竣工 地上２階、地下４階 ８，０５７㎡   
展示面積１，５１８㎡） 

 
 
（３）目的 

   国立西洋美術館は、昭和３４年、東京・上野公園の一角にフランス政府から寄贈返還された
松方コレクション（印象派の絵画及びロダンの彫刻を中心とするフランス美術コレクション）

を基礎に、西洋美術作品を広く公衆の観覧に供するとともに、西洋美術を専門的に調査研究す

る機関として開館した。 
   以来、これまで広く西洋美術全般を対象とする唯一の国立美術館として、展覧事業のみなら
ず、西洋美術に関する作品及び資料の収集・保存、調査研究、教育普及、出版物の刊行等を行

ってきた。 
当館の目的は、現在及び将来においてできる限り効果的に作品を展示し、また、幅広い人々

に作品への理解と楽しみが深められるように、コレクションを管理かつ拡充し、西洋美術及び、

保存、美術情報、美術館教育の調査研究に努めることである。  
 
 
（４）定員 

館長 副館長 事務系 研究系 合計 

１ １ １７ １２ ３１名 
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１．収集・保管等 
（年度計画） 

（１）中期計画に基づき、美術作品等を購入する。 

（２）寄贈・寄託品の積極的な活用を図る。 

（３）２４時間空調等による作品の保存管理及び館内各所の環境モニターを実施する。 

（４）緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修

復を行う。 

（５）国内外の美術館等に対し、修復保存に関する協力と普及の推進を図る。 
（１）美術作品等の購入 
中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術の流れの概観が可能となるよう、基本的収集方

針に基づき、美術作品購入選考委員会及び評価員による審議のもと、下記の美術作品２７点

を２９７，５３１，１８３円で購入。コレクションの強化を図った。 
 
平成１３年度購入美術作品 
グイド・レーニ《ルクレティア》（1636～38年頃、油彩） 
マリー＝ガブリエル・カペ《自画像（デッサンをする画家）》（1783年頃、油彩） 
フランク・ブラングィン《時化の日》（1889年、油彩） 
パブロ・ピカソ《貧しき食事》（1913年、エッチング） 
ハインリヒ・アルデグレーファー《レア・シルウィア》（1532年頃、エングレーヴィング） 
ハンス・バルドゥング・グリーン《闘う雄馬》（1534年、木版） 
イスラエル・ファン・メッケネム《荊冠を受けるキリスト》（エングレーヴィング） 
アルブレヒト・デューラー《フォルトゥーナ（小）》（1495年頃、エングレーヴィング） 
アルブレヒト・デューラー《馬に乗る女性と傭兵》（1497年頃、エングレーヴィング） 
ウジェーヌ・カリエール《エドモン・ド・ゴンクール》（1896年、リトグラフ） 
ウジェーヌ・カリエール《ポール・ヴェルレーヌ》（1896年、リトグラフ） 
ウジェーヌ・カリエール《アンリ・ロシュフォール》（1896年、リトグラフ） 
ウジェーヌ・カリエール《ビュヴィ・ド・シャヴァンヌ》（1897年、リトグラフ） 
ルカス・クラーナハ（父）《聖ヨハネス・クリュソストムスの悔悛》（1509 年、エングレ
ーヴィング） 
フェリクス・ブラックモン《ラ・フォンテーヌの寓話》（６点セット）（1886 年出版、エ
ッチング） 
１５世紀イタリア派《洗礼者聖ヨハネ》（15世紀、ニエロ版画） 
ステファノ・デッラ・ベッラ《メディチ家の壺》（1656年、エッチング） 
ステファノ・デッラ・ベッラ《噴水のある道》（1656年、エッチング） 
セバスティアーノ・デ・ヴァレンティニス《エジプト逃避途上の休息》（エッチング） 
ルカス・ファン・レイデン《幼子イエスを抱く聖母マリアと二天使》（1523年、エングレ
ーヴィング） 
シャルル・メリヨン《吸血鬼》（1853年、エッチング、ドライポイント） 
レンブラント・ハルメンス・ファン・レイン《柔らかい帽子と刺繍付きの外套をまとった

自画像》（1631年、エッチング） 
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（２）寄贈・寄託品の積極的な活用 
寄贈作品については、旧松方コレクションなど、当館の収蔵品にふさわしい作品１６点に

ついて寄贈受入を行った。今後も美術作品の寄贈・寄託の受入を推進し、展示の充実、研究

資料として積極的な活用を図っていく。 
 
寄贈者：社団法人 糖業協会 
ウードナル製《庭園婦女之図》（17世紀、タペストリー）（旧松方コレクション） 
寄贈者：株式会社 日本興業銀行 
フランドル製《アタランタとヒッポメネス》（17 世紀、タペストリー）（旧松方コレクシ
ョン） 

   フランス王立ゴブラン織工房製《ポロスとの戦い》（1670 年頃、タペストリー）（旧松方
コレクション） 

   ブリュッセル製《村祭》（17世紀末頃、タペストリー）（旧松方コレクション） 
   オビュッソン製《田園の恋人たち》（18世紀前半?、タペストリー）（旧松方コレクション） 
   リール製《狩人と娘たち》（1700年頃、タペストリー）（旧松方コレクション） 
寄贈者：江口 滋子 氏 
   レオナルド・ビストロフィ《セガンティーニ記念碑》（1899～1906 年、彫刻）（旧松方コ
レクション） 

   レオナルド・ビストロフィ《ドゥリオ家のための墓碑：思い出によって癒された悲しみ》

（1898～1901年、彫刻）（旧松方コレクション） 
   レオナルド・ビストロフィ《アベグの墓碑》（1912～13年、彫刻）（旧松方コレクション） 
   レオナルド・ビストロフィ《死の花嫁たち》（1894～97年、彫刻）（旧松方コレクション） 
   レオナルド・ビストロフィ《アンヘロ・ヒオレロの墓碑》（1907～13 年、彫刻）（旧松方
コレクション） 

   レオナルド・ビストロフィ《恋人たち》（1883～84年、彫刻）（旧松方コレクション） 
   レオナルド・ビストロフィ《“生と死”のための習作》（彫刻）（旧松方コレクション） 
   レオナルド・ビストロフィ《“犠牲”》（彫刻）（旧松方コレクション） 
寄贈者：ヘルムート・Ｈ・ルンブラー／ペトラ・ルンブラー夫妻 

   アドルフ・ムイユロン《自作エッチング「ヤン・シックス」を見るレンブラント（ニコラ

ス・ピーネマンの油彩画による）》（1852年頃、素描） 
寄贈者：古賀 知章 氏 

   ルカス・クラーナハ（父）《マルクス・クルティウスの殉教》（1506年頃、木版画） 
 
 
（３）作品の保存管理 
国立西洋美術館では、会場内、収蔵庫ともに２４時間空調を実施している。 
会場内では作品を良好な状態で展示するため、館内数十個所の温度・湿度、空気汚染、

照明、防災対策、保安対策などの調査を継続的に実施、必要に応じた改善を行っている。
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また、収蔵庫の温度・湿度のデータ管理により、作品への影響を最低限とするよう空調設

備の運転を行っている。 
今年度、本館展示室入口等に風除扉を新設し、より一層の展示室内の温湿度安定を図っ

た。なお、この新設工事に伴う空気汚染調査も併せて実施した。 
 
  環境モニター調査結果 
「国立西洋美術館における室内空気汚染調査・対策の事例」 
（『国立西洋美術館研究紀要』no.6） 

 
 
（４）収蔵品の修復 
緊急性の高いものを優先して美術作品の保存修復処置及び、修復処置に伴う作品に用いら

れた材料の科学分析を行った。また、収蔵品の計画的修復実施に向けて、修復計画作成、点

検調書ファイル更新、保存修復設備等の整備を図った。 
 
クリベッリ作品額縁修復 
版画作品修復処置 ピラネージ１４点、漆原作品１０点 
版画作品保存処置 ２７点 
新収蔵版画素描作品保存処置 １１点 
前庭彫刻保存処置 ロダン「地獄の門」「カレーの市民」「考える人」 ３点 

 
 
（５）国内外に対する修復保存に関する寄与 
他機関との情報交換の円滑化、当館に寄せられる修復・保存上の助言要請への対応、研修

会等への研究員の派遣を積極的に行い、国内外への修復保存に関する寄与を図っている。 
平成１３年度、当館の主任研究官を欧米の美術館等研究機関に派遣し、最新の保存修復技

術及び、保存修復技術者研修制度と養成科目等についての調査を行った。 
全国美術館会議学芸員研修会「鋳造彫刻作品の収蔵・展示と鋳造管理の望ましい在り方に

ついて」（愛知県美術館）へ研究員２名を派遣し、管理技術の向上、防災対策についての研

究交流・情報交換及び、推進・充実を図った。 
   平成１３年７月に、長崎県教育委員会の「美術作品の保存修復を通して美術の真髄に触れ、

文化財保護を学ぶ」というテーマによる指導力向上のための派遣研修に協力し、長崎県立高

校の美術教諭１名に対して１０日間の研修を行った。 

平成１３年３月に、イタリア学術会議電磁波研究所から外国人研究員２名を招聘して「光

ファイバーを用いた反射スペクトルと Imaging Spectroscopyによる非破壊調査法」講演会を
開催し、関係者による研究交流・情報交換を図った。 
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２．公衆への観覧 
（年度計画） 

（１）中期計画に基づき，展覧会や企画上映等を実施する。 

（２）全国の公私立美術館等と連携して地方巡回展を実施する。 

（３）展覧会については、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好な観

覧環境、広報活動、過去の入場者数の状況等を踏まえて入場者数について目標を設定し、そ

の達成に努める。 
（４）それぞれの館の収蔵品について、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館
その他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に実施する。 
（５）入館者に対するアンケート調査を実施し、そのニーズや満足度を分析し、展覧会等に反
映させる。 
（１）展覧会の実施 

  ①「日伊二国間交流展 イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化展」 

期間：平成 1３年３月２０日（火）～７月８日（日）（８６日間） 

（３月２０日からの総開催日数９７日間） 

会場：国立西洋美術館（企画展示館） 

出品点数：１７８点 

入場者数：375,643 人（１日平均 4,368 人）（目標入場者数：360,000 人） 

（３月２０日からの総入館者数 422,721 人） 

共催者：日本経済新聞社 

協賛・協力：ＥＰＳＯＮ、キリンビール、資生堂、大日本印刷、東レ、野村証券、山之内

製薬、安田火災海上保険、アリタリア航空、ＪＲ東日本、日本通運 

＜新聞雑誌関係記事＞ 

・「四年かけて集められた名品 180 点による＜イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化

展＞」／『望星』（2001 年 3 月号） 

・MUSEUM「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化展」／『ベーネベーネ』（2001
年 4 月号） 

・魅力の一点「ラファエロ ヴェールの女」中山忠彦（画家）／『日経新聞夕刊』（2001

年 3 月 27 日 1 面） 

・「空前のスケールと水準」宝木範義（美術評論家）／『公明新聞』（2001 年 4 月 3 日 5

面） 

・魅力の一点「マザッチョ 聖母子（くすぐりの聖母）」木崎さと子（作家）／『日経新

聞夕刊』（2001 年 3 月 28 日 1 面） 

・魅力の一点「ティツィアーノ 悔悛するマグダラのマリア」後藤康男（安田火災海上保

険名誉会長）／『日経新聞夕刊』（2001 年 3 月 29 日 1 面） 

・文化往来「ルネサンスの精神性など論じるシンポ」／『日経新聞』（2001 年 3 月 29 日 

44 面） 

・魅力の一点「ダ・ヴィンチ 月桂冠を戴く男の頭部」八代亜紀（歌手）／『日経新聞夕

刊』（2001 年 3月 31 日 1 面） 

・”RENAISSANCE BEAUTY How Italy taught the world to see”／THE JAPAN TIMES（2001
年 4 月 11 日） 

・文化の話題「歴史の時間と空間をつきぬける力と魅力」森田義之（愛知県立芸術大学教
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授、イタリア美術史）／『赤旗新聞』（2001 年 4月 22 日 10 面） 

・芸術展望「見ごたえのある名品ふくむ展覧」柏木博（武蔵野美術大学教授）／『聖教新

聞』（2001 年 4月 29 日） 

・ひとりじめ招待席「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化展」／『メイプル』（2001

年 4 月号） 

・「咲き誇るルネサンス」伊丹陽子（成城大学大学院）／『美術画報』（NO.31 2001 年 5

月 20 日） 

・美の現在「イタリア・ルネサンス展」高階秀爾（美術史家・美術評論家）／『朝日新聞』

夕刊（2001 年 6月 5 日 13 面） 

・“GERALDINE SCHWARZ”／la Repubblica（2001 年 6 月 26 日） 
 

「日本におけるイタリア２００１年」のオープニングを飾る本展は、イタリア政府の全面

的協力のもと、イタリア全土６０を越える美術館から優れた作品を集めたかつてない規模

と内容の「ルネサンス文化」の展覧会となった。本展のテーマは「宮廷と都市の文化」。

１５世紀から１６世紀にかけてのイタリアで花開いた多彩な芸術的革新は、フィレンツェ

を筆頭にヴェネツィアやミラノなどの諸都市で競い合うようにして展開され、芸術家や工

芸職人はそれぞれの都市で宮廷や大規模建築を飾る作品を求めた権力者たちに擁護され、

創作に腕をふるった。こうした都市の集合体としてのルネサンス文化を、歴史を縦軸に、

都市を横軸に紹介した展覧会である。 

 

  ②「国立西洋美術館所蔵フランス素描名作展」 

期間：平成１３年３月２７日（火）～６月２４日（日）（７３日間） 

       （３月２７日からの総開催日数７８日間） 

会場：国立西洋美術館（新館第３展示室、常設展と併設） 

出品点数：３７点 

 

国立西洋美術館所蔵の素描は、絵画や彫刻と同様に松方コレクションが基盤となってい

る。その中からドラクロワやセザンヌ、ピュヴィ・ド・シャヴァンヌ、ロダン、シニャッ

ク等の作品と、梅原龍三郎氏寄贈のドガ「背中を拭く女」や、７７年度購入のロココ時代

の女流画家ブリアール「自画像」、８４年度購入作品のゴーガン「ラ・マルティニック島

の情景」、９５年度購入作品のモロー「聖なる象」、そして、２０世紀の作家からはマティ

スやピカソなどの作品を展示した展覧会である。 

 

③「日米二国間交流展 アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒ

ロイズム」 

期間：平成１３年８月７日（火）～１０月１４日（日）（６０日間） 

会場：国立西洋美術館（企画展示館） 

出品点数：１１８点 

（肖像が語るアメリカ史展 75 点／アメリカン・ヒロイズム展 43 点） 
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入場者数：44,020 人（１日平均 734 人）（目標入場者数：40,000 人） 

共催者：文化庁、読売新聞社、西洋美術振興財団 

協賛・協力：財団法人東芝国際交流財団、日本航空、日米文化教育交流会議 

 ＣＵＬＣＯＮ 

＜新聞雑誌関係記事＞ 

・ART「”英雄“を描いた絵画を通しアメリカの歴史と精神に迫る」／『第三文明』（2001
年 8 月号） 

・「あなたのヒーローは？！」／『ART GRAPH』（2001 年 9 月号） 
・ART「アメリカ史を彩る多彩なヒーローたち」／『Men’Ex』（2001 年 9 月号） 
・展覧会 HIGHT LIGHT「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史展／アメリ
カン・ヒロイズム展」／『藝術公論』（2001 年 9月号） 

・””A Brush with History”- paintings from the National Portrait Gallery “American Heroism””／
TIC Monthly（2001 年 9月 1 日） 
・「編集手帳」／『読売新聞』（2001 年 9 月 16 日 1 面） 

・MUSEUMゆったり見たい、この展覧会「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメ
リカ史／アメリカン・ヒロイズム」／『ベーネベーネ』（2001 年 10 月号） 

 

この展覧会は、１９９５年に行われた日米首脳会談での合意に基づき、両国間の文化交

流のさらなる促進を目指して、ふたつの展覧会の同時開催というかたちで行われた。「肖

像が語るアメリカ史」は、ワシントンにあるナショナル・ポートレート・ギャラリーの所

蔵作品からなるもので、単に「有名な famous」アメリカ人の肖像から構成されているの
ではなく、「注目に値する notable」人々に焦点を当てて組織された。「アメリカン・ヒロ
イズム」は、全米各地の美術館、歴史博物館から作品を借用し、より概念的な英雄崇拝、

英雄主義の問題を美術によって探求するものであった。アメリカ独立革命、西部の開拓、

自由を求める逃亡奴隷など、アメリカの歴史が視覚的表象のなかで表現されていった系譜

をたどり、また、英雄性をより広い概念として捉え、人知を越えた崇高なものとして描か

れた風景、技術革新の成果としての摩天楼、２０世紀消費社会における欲望の対象として

の大衆的英雄（スポーツ選手や歌手）などをも扱った。 

 

  ④「子供から楽しめる美術展～水の誘い」 

期間：平成１３年９月１４日（火）～１１月４日（日）（５５日間） 

会場：国立西洋美術館（新館第３展示室他） 

出品点数：３３点 

協力：大日本印刷 

 

美術作品をより身近に、楽しく鑑賞するための「水」をテーマとした展覧会。水には、

透明、混濁、反射、形や動き（波、雨、渦）などの様々な表情があり、作家はそうした多

彩な表情に刺激され、それらを様々な形で表現してきた。この展覧会では油彩画、版画、

ガラス器、衣服などに表された水の表現のヴァリエーションを紹介し、更に、展示に関連
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した創作・体験プログラム、講演会、コンサートを行った。 

 

 ⑤「デジタル技術とミュージアム」 

期間：平成１３年１１月３日（火）～１２月２日（日）（１８日間） 

会場：国立西洋美術館（企画展示室ロビー、常設展と併設） 

特別協力：凸版印刷 

＜新聞雑誌関係記事＞ 

・「ミュージアムの近未来像」／『デジタルアーカイブ』（2002 No.19） 

 

本来、ミュージアムは作品や標本などのオリジナルを収集・整理し、研究・保存し、展

示する機関であり、その種類は美術作品を扱う美術館から各種博物館、動物園・水族館ま

で多様である。さらに地図や設計図、各種のスケッチなど画像資料という点では、図書館

や各種の資料館、文書館も同様の資料を所蔵している。しかし近年では「電子図書館」「電

子博物館」といった館種を越えた情報利用が盛んに論じられている。そこにはデジタル時

代ならではの大きな可能性が含まれている。本企画では、当館における試みを含む国内外

の２０余のシステムやプロジェクトを集め、主として画像のデジタル化、蓄積、表示技術

を中心として、その多様性の一端を各種ディスプレーやパネル、また関連機器、大型印刷

物等で紹介した。また、それらが「複製」の歴史のなかでどういう位置を占め、ミュージ

アムの将来にどのような影響を及ぼしていくのかについてのシンポジウムやセミナーを

行った。 

 

 ⑥「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光展」 

期間：平成１４年３月５日（火）～６月１６日（日）（２４日間） 

   （６月１６日までの総開催日数９１日間） 

会場：国立西洋美術館（企画展示館） 

出品点数：７７点 

入場者数：120,749 人（１日平均 5,032 人）（目標入場者数：70,000 人） 

（３月５日から３月３１日までの入館者数） 

共催者：読売新聞社 

協賛・協力：清水建設、トヨタ、ＫＤＤＩ、ＪＲ東海、ＪＲ西日本、東レ、ＪＲ東日本、

日本航空、日本通運 

＜新聞雑誌関係記事＞ 

・展覧会ダイジェスト「プラド美術館展－スペイン王室コレクションの美と栄光」／『美

術の窓』（2002 年 2 月号） 

・「ついにプラドも日本へやってくる！」／『weeklyぴあ』（2002 年 1月 28 日） 
・ART「プラド美術館展」／『望星』（2002 年 2月号） 
・「プラド美術館展始まる」／『読売新聞夕刊』（2002 年 3 月 5日 18 面） 

・ひとりじめ招待席「スペイン王室が育てた画家たちの華麗なる足跡」 

 ／『集英社』(2002 年 4 月号) 
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・ “THE POWER AND THE GLORY OF THE PRADO”／THE JAPAN TIMES （2002 年 3
月 13 日 9 面） 

・アートプリズム「ゴヤの謎」山口泰二（美術評論家）／『赤旗新聞』（2002 年 3 月 17

日 16 面） 

・ぷらりミュージアム「異才が放つ光と影の迫力」神谷幸江（キュレーター） ／『朝日

新聞』夕刊（2002 年 3月 28 日 6 面） 

・美術「作品の来歴示す目新しい試み」宝木範義（美術評論家）／『公明新聞』（2002 年

4 月 9 日 5 面） 

・美術館情報「プラド美術館展②《善き羊飼い》」／『読売新聞』夕刊（2002 年 4 月 10

日 8 面） 

・「ヴァン・ダイクともう一つの自画像」桜井武（ブリティッシュ・カウンシル・アーツ

担当官）／『読売新聞』夕刊（2002 年 4月 15 日 8 面） 

・美術館情報「プラド美術館展③《フェリペ２世》」／『読売新聞』夕刊（2002 年 4 月 17

日 12 面） 

 

ハプスブルクとブルボンの二つのスペイン王朝の宮廷は、ヨーロッパ各地の優れた画

家たちに活躍の場を与え、さらに作品収集活動に情熱を注いだ。宮廷は多様な美術の潮

流が交わる国際的な場であり、その流れを促進する大きな力ともなっていた。５点のベ

ラスケス、６点のゴヤをはじめとする７７点からなる本展は、プラド美術館のコレクシ

ョンを紹介しつつ、スペイン美術の流れを、王室コレクションとの関わりを通じて辿っ

てみたものである。  

 

   ⑦ 常設展「中世末期から２０世紀初頭にかけての西洋絵画とフランス近代彫刻」 

期間：平成１３年４月１日（日）～１４年３月３１日（日）（２８５日間） 

会場：国立西洋美術館（本館、新館） 

出品点数：約 200 点 

入場者数：259,917 人（１日平均 912 人）（目標入場者数：250,000 人） 

 

フランスの建築家ル・コルビュジェが設計した本館では、１８世紀以前に活躍した芸

術家の絵画・彫刻作品が展示され、キリスト教を主題とした多くの宗教画を見ることが

できる。新館では、１９世紀から２０世紀の作品が展示されている。また、素描のコレ

クションには、１８世紀から１９世紀のフランスの芸術家の作品が中心に所蔵され、版

画コレクションには、１５世紀から２０世紀初頭までの主要な西洋版画家の作品が所蔵

されており、これら版画・素描のコレクションは、テーマをもうけて定期的に新館の１

室で展示されている。さらに、美術館前庭の《地獄の門》、《考える人》、《カレーの市民》

などのロダンの彫刻作品や、カルボー、マイヨールの作品が展示されている。 

（２）収蔵品の貸与 

   保存状況を勘案しつつ、国内外施設機関への積極的な貸出に努めた。 

   貸出点数：２２点（絵画８点、彫刻５点、版画８点、書籍１点） 
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   貸 出 先：東京国立近代美術館、名古屋市美術館、静岡県立美術館、愛知県美術館、奈良

県立美術館、府中市美術館、岐阜県美術館、兵庫県立近代美術館、メトロポリ

タン美術館（アメリカ）、グラン・パレ（フランス）、ゴッホ美術館（オラン

ダ） 

 

（３）アンケート調査の実施 

    つぎのとおり、「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化」、「アメリカが創った英雄たち－肖

像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」、「子供から楽しめる美術展～水の誘い」、「デ

ジタル技術とミュージアム」、「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光」の展覧

会・講演会・ギャラリートークにおいて、アンケート調査を実施した。 

 

  ［展覧会］ 
    ①「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化」 

      実施期間：平成１３年５月１２日（土）及び、平成１３年６月１日（金）（計２日） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：展覧会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ②「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」 

      実施期間：平成１３年９月１４日（金）・１５日（土）・１６日（日）及び、平成１３年１

０月５日（金）・６日（土）・７日（日）・８日（月）（計７日） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：展覧会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ③「子供から楽しめる美術展～水の誘い」 

      実施期間：平成１３年９月２９日（土）・３０日（日）及び、平成１３年１０月２７日（土）・

２８日（日）（計４日） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：展覧会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ④「デジタル技術とミュージアム」 

      実施期間：平成１３年１１月２２日（木）、平成１３年１１月２５日（日）及び、平成１

３年１１月２８日（水）（計３日） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：展覧会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ⑤「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光」 

     平成１３年度末現在において開催中の展覧会であり、引き続き平成１４年度も調査を実施

する。 

       

  ［講演会］ 
    ①「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」 

      実施期間：平成１３年８月２５日（土）（１日） 

テーマ：「統一の象徴としての英雄：南北戦争と歴史画」 

講師：田中 正之（国立西洋美術館主任研究官） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：講演会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ②「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」 

      実施期間：平成１３年９月８日（土）（１日） 
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テーマ：「アメリカ史を動かした人たち」 

講師：本間 長世（成城学園学園長） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：講演会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ③「子供から楽しめる美術展～水の誘い」 

      実施期間：平成１３年９月１５日（土）（１日） 

テーマ：「水の神話－東と西」 

講師：吉田 敦彦（学習院大学教授） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：講演会について８割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 

    ④「子供から楽しめる美術展～水の誘い」 

      実施期間：平成１３年１０月６日（土）（１日） 

テーマ：「水の百面相」 

講師：千足 伸行（成城大学教授） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：講演会について９割を越える肯定的意見があった。（詳細は別紙のとおり） 

 
  ［ギャラリートーク］ 
    ①「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」 

      実施期間：平成１３年８月２４日（金）、９月７日（金）、１０月５日（金）（計３日） 

     アンケート項目：別紙のとおり 

      結果：ギャラリートークについて参加者の大多数が肯定的意見であった。（詳細は別紙の

とおり） 

 

 
３．調査研究 
（年度計画） 
（１） 中期計画に基づき、調査研究を計画的に実施する。 
（２）客員研究員を招聘し、調査研究活動を推進する。 
（３）各館の調査研究の成果については、研究紀要、図録への論文発表等によって公表する。

（１）調査研究の実施 

①旧松方コレクションを含む松方コレクション全体に関する調査研究を実施。 

 ア．旧松方コレクション、タペストリーの調査研究 

  （研究員氏名：河口 公夫、塚田 全彦、高梨光正） 

 

 イ．旧松方コレクション、ビストルフィ彫刻群調査研究 

  （研究員氏名：高橋 明也、河口 公夫、塚田 全彦、大屋 美那） 

 

 ウ．研究員氏名：幸福 輝 

   講   演：「西洋美術館－松方コレクションをこえて」 

（群馬県立近代美術館、2001 年 9月） 

 

エ．研究員氏名：高橋 明也 
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研 究 発 表 ：「レオナルド・ビストルフィ（1859-1933）－再発見された旧松方コ

レクションの彫刻作品群について」 

（美術史学会東支部 13 年度例会、国立西洋美術館、2002 年 3 月 30

日） 

   講   演：「美術館へ行ってみよう」 

（女子美術大学、2001 年 12 月 20 日） 

   執 筆 書 誌 ：「再発見された旧松方コレクションのレオナルド・ビストルフィ作

彫刻群について－第一回調査報告」 

（『国立西洋美術館研究紀要』no.5、2001 年） 

 

オ．研究員氏名：大屋 美那 

調査・企画：「『ロダンと日本展』（静岡県立美術館）展示作品の作家名、鋳造名、

材質等に関する調査」 

翻   訳：クリスティナ・ビュレイ＝ウリブ「松方とロダン美術館：あるコレ

クションをめぐる災厄」 

（『ロダンと日本』展図録、静岡県立美術館、愛知県美術館、2001

年） 

 

②中世末期から２０世紀初頭の西洋美術に関する調査研究を実施。 

 ア．研究員氏名：幸福 輝 

   調査・企画：「レンブラント：神話、聖書、物語」（2003 年開催予定） 

   執 筆 書 誌 ：「レンブラント、フェルメールとその時代」（展覧会報告） 

（『国立西洋美術館年報』no.35、2002 年） 

「展覧会と常設展」 

（『ゼフュロス』第 10号、国立西洋美術館、2001 年 10 月） 

「美術史的主張と非美術史的展覧会」 

（『西洋美術研究』no.6、2001 年 10 月） 

 

 イ．研究員氏名：高橋 明也 

   調査・企画：「ルーブル美術館展」（仮称） 

   広報・普及：「美術館この１点－ドラクロワ《聖母の教育》」 

（ＮＨＫ第一放送『ラジオ深夜便』出演、2001 年 4 月 16 日放送） 

   執 筆 書 誌 ：『ゴーガン－野生の幻影を追い求めた芸術家の魂』 

（六耀社、2001 年） 

「エドゥアール・マネの受用と創造」 

（『マネ』展カタログ、府中市美術館／奈良県立美術館、「マネ展」

実行委員会発行、2001 年） 

「アントワーヌ・コワズヴォ作《ド・ヴィルヌーヴ・ダッシー夫人

の肖像》」 
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（新収作品解説、『国立西洋美術館年報』no.35、2001 年） 

「ジャン＝オノレ・フラゴナール作《丘を下る羊の群れ》」 

（新収作品解説、『国立西洋美術館年報』no.35、2001 年） 

「《花と果物、ワイン容れのある静物》アンリ・ファンタン＝ラト

ゥール、美と出会う、国立西洋美術館５」 

（『東京新聞』、2002 年 1 月 13 日号、日曜版） 

 

ウ．研究員氏名：田辺 幹之助 

   調査・企画：「中世の工芸展」（仮称、2004 年開催予定） 

 

 エ．研究員氏名：佐藤 直樹 

執 筆 書 誌 ：“Die Verwandlung von Dürers Rhinozeros und sein emblematischer 
Charakter” 
（Aus Albrecht Dürers Welt, Festschrift für Prof. Dr. Fedja Anzelewski, 
Brepols, 2001） 
「２１世紀の美術館・展覧会へ向けて「記憶された身体－アビ・ヴ

ァール・ブルクのイメージの宝庫」展について」 

（『変貌する美術館－現代美術館学Ⅱ－』、昭和堂、2001 年） 

「日本美術の皮膚論のために－〈わび〉が現れる場所」 

（『皮膚の想像力／The Faces of Skin』、国立西洋美術館、2001 年） 
『皮膚の想像力／The Faces of Skin』 
（佐藤直樹、Ch.ガイスマール＝ブランディ、I.日地谷＝キシュネラ

イト編集、国立西洋美術館、2001 年） 

「皇帝と美術－カロリング朝と神聖ローマ帝国におけるローマ美術

の復興」 

（『ドイツ語圏研究』第 19 号、上智大学ドイツ語圏文化研究所、2001

年） 

「レンブラント－帽子と外套をまとった自画像、美と出会う、国立

西洋美術館３」 

（『東京新聞』、2001 年 12 月 9 日） 

 

オ．研究員氏名：田中 正之 

翻   訳：ロバート・Ｓ・ネルソン、リチャード・シフ編 

『美術史を語る言葉：２２の理論と実践』 

（共訳、ブリュッケ／星雲社、2002 年 1月） 

執 筆 書 誌 ：“The Uncanny and Man Ray’s Manipulation of Female Eye” 
（論文、Aesthetics, no.10, March 2002） 
「イヴ＝アラン・ボア」「Ｔ・Ｊ・クラーク」 

（エッセイ、『美術手帖』2001 年６月号、エッセイ、美術手帖編集
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部＋谷川渥監修『２０世紀の美術と思想』、美術出版社、2002 年 3

月に再録） 

 

カ．研究員氏名：高梨 光正 

調査・企画：「ヴァチカン美術館展」（仮称、2004 年春開催予定） 

 

キ．研究員氏名：渡邉 晋輔 

調査・企画：「大英博物館所蔵版画素描展」（2005 年開催予定） 

 

ク．研究員氏名：大屋 美那 

調査・企画：「ウィンスロップ・コレクション展」（2002 年 9月開催予定） 

 

③西洋美術作品の保存修復に関する調査研究を実施。 

ア．研究員氏名：河口 公夫 

在 外 研 修 ：「欧米の各美術館等研究機関の研修制度と教育科目およびその独自

性と成果の調査」 

（2001 年 9 月 1日～11月 30 日） 

「最新の修復保存技術および理論研究の調査」 

（2001 年 9 月 1日～11月 30 日） 

 

イ．研究員氏名：塚田 全彦 

執 筆 書 誌 ：「国立西洋美術館における室内空気汚染調査・対策の事例」 

（『国立西洋美術館研究紀要』no.6、2002 年 3月） 

 

④美術館情報資料に関する調査研究を実施。 

ア．研究員氏名：波多野 宏之 

企画・構成：「研究資料センターの開設、公開運用」 

（2002 年 3 月 15 日） 

執 筆 書 誌 ：「アート・ライブラリアン」 

（論文、『変貌する美術館－現代美術館学Ⅱ－』昭和堂、2001 年 7

月） 

「映像技術の発展とミュージアム」 

（論文、『映像情報インダストリアル』第 34 巻第２号、2002 年 2

月） 

「デジタルアーカイブの光と影－画像の複製・保存・活用を中心に

－」 

（論文、『平成 13年度（第 87 回）全国図書館大会記録・岐阜 2001

年・岐阜・図書館の旅－IT 時代の図書館像を考える－』全国図書館

大会実行委員会、2002 年 3 月） 
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「公開プログラム『デジタル技術とミュージアム』を開催して」 

（エッセイ、『博物館研究』Vol.37,No.2、2002 年 2 月） 

講   演：「デジタルアーカイブの光と影－画像の複製・保存・活用を中心に

－」 

（平成 13年度（第 87回）全国図書館大会・岐阜 第 11 分科会 資

料保存 基調講演、2001 年 10 月 25 日） 

「美術館ドキュメンテーションと人的資源」 

（日本大学大学院特別講義、2002 年 1 月 23 日） 

「アート・ドキュメンテーション」 

（2001 年度中堅職員ステップアップ研修、日本図書館協会、2002

年 3 月 18 日） 

 

⑤美術館教育に関する調査研究を実施。 

ア．研究員氏名：寺島 洋子 

企画・構成：「子供から楽しめる美術展～水の誘い」展 

（国立西洋美術館、会期：2001 年 9 月 14 日～11月 4 日） 

「子供から楽しめる美術展」（2002 年開催予定） 

執 筆 書 誌 ：「学校とミュージアムの連携による教育プログラム」 

（エッセイ、『博物館研究』Vol.36,No.5、2001 年 5 月） 

『プラド美術館展 ジュニア・パスポート』 

（国立西洋美術館、2002 年 3 月） 

研 究 発 表 ：「国立西洋美術館の教育活動」 

（Association for Professional Librarians 定例会、2001 年 12 月 15 日） 
「海外の博物館事情：アメリカの美術館教育」 

（平成 13年度ミュージアム・マネージメント研修、国立科学博物館、

2002 年 2月 21 日） 

 

⑥展覧会に関する調査研究を実施。 

ア．研究員氏名：高梨 光正 

企画・構成：「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展 

（国立西洋美術館、会期：2001 年 3 月 8日～7月 8日） 

講   演：「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展関連講演 

「ルネサンスの“ル”」 

（国立西洋美術館、2001 年 4 月 14 日） 

「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展関連講演 

（国立西洋美術館、2001 年 4 月 13 日、経団連に対し講演） 

「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展関連講演 

（国際文化会館、2001 年 4 月 27 日、イタリア研究会例会、） 

「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展関連講演 
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（国立西洋美術館、2001 年 5 月 19 日、霞ヶ関婦人会に対し講演） 

「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展関連講演 

（国立西洋美術館、2001 年 5 月 25 日、スライドトーク） 

執 筆 書 誌 ： Il Rinascimento in Italia: La civiltà delle corti 
（「イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化」展、イタリア語版

図録、共著、共訳、責任編集：マリア・スフラメーリ、高梨光正、

日本経済新聞社 2001 年） 

”Una `historia causalitatis`: Struttura della pittura narrativa del XV secolo” 
（Il Rinascimento in Italia） 
Rinascimento: Capolavori dei musei italiani. Tokyo-Roma 2001, Roma, 
Scuderia Papali al Quirinale(15 settembre 2001-6 gennaio 2002)、カタロ
グ編集協力 

”Una `historia causalitatis`: Struttura della pittura narrativa del XV secolo” 
（Rinascimento: Capolavori dei musei italiani. Tokyo-Roma 2001） 

 

イ．研究員氏名：田中 正之 

企画・構成：「肖像が語るアメリカ史」展 

「アメリカン・ヒロイズム」展 

（国立西洋美術館、会期：2001 年 8 月 7日～10月 14 日） 

講   演：「統一の象徴としての英雄：南北戦争と歴史画」 

（国立西洋美術館、2001 年 8 月 25 日） 

執 筆 書 誌 ：『アメリカン・ヒロイズム』展図録 

（国立西洋美術館、2001 年 8 月） 

 

ウ．研究員氏名：田中 正之、佐藤 直樹 

翻訳・監修：『肖像が語るアメリカ史』展図録 

（国立西洋美術館、2001 年 8 月） 

 

エ．研究員氏名：田辺 幹之助 

企画・構成：「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光」展 

（国立西洋美術館、会期：2002 年 3 月 5日～6月 16 日） 

執 筆 書 誌 ：『プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光』展図録 

（国立西洋美術館、2002 年 3 月） 

「カール５世の遺産」 

（論文、『プラド美術館展』図録、2002 年 3 月） 

 

オ．研究員氏名：渡邉 晋輔 

執 筆 書 誌 ：『プラド美術館』展図録作品解説 

（国立西洋美術館、2002 年 3 月） 
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「レアンドロ・バッサーノ、『最後の審判』」 

（作品解説、『中日新聞』、2001 年 11 月 11 日日曜版） 

「ヤコポ・ティントレット、『胸をはだける女性』」 

（作品解説、『ヨミウリ・ウィークリー』、2002 年 3 月 3日号） 

「ティツィアーノ、宗教を救済するスペイン」 

（作品解説、『ヨミウリ・ウィークリー』、2002 年 3 月 10 日号） 

 

カ．研究員氏名：波多野 宏之 

企画・構成：「デジタル技術とミュージアム－情報・機器展示、セミナーによる

公開プログラム」 

（国立西洋美術館、会期：2001 年 11 月 13 日～12 月 2 日） 

講   演：「イコノテークの未来像－デジタル技術でミュージアムはどこまで

変わるか－」 

（国立西洋美術館、2001 年 11 月 15 日） 

「国立西洋美術館における画像利用－マイクロ資料と超高精細画像

－」 

（国立西洋美術館、2001 年 11 月 21 日） 

執 筆 書 誌 ：『デジタル技術とミュージアム－情報・機器展示、セミナーによる

公開プログラム－展示解説』 

（国立西洋美術館、2001 年 11 月） 

 

 

（２）客員研究員の招聘等 

①客員研究員１１名との調査研究・研究交流を実施。 

ア．美術館教育に関する調査研究 

   研究員氏名： 佐藤 厚子 

イ．超高精細画像データベースシステムの構築と活用に関する調査研究 

   研究員氏名： 山田 奨治（国際日本文化研究センター助教授） 

 ウ．マイクロフィッシュ等写真資料の保存と利用に関する調査研究及び助言 

   研究員氏名： 吉田 成（東京大学専門職員） 

 エ．西洋美術関係図書資料の修復及び保存に関する調査研究 

   研究員氏名： 渡部 和子 

 オ．大英博物館所蔵フランス素描展企画協力 

   研究員氏名： 越川 倫明（東京大学大学院助教授） 

 カ．フォッグ美術館ウィンスロップコレクション展企画協力 

   研究員氏名： 喜多崎 親（一橋大学大学院助教授） 

 キ．情報・広報事業における英語表記の助言、指導 

   研究員氏名： マーサ・マクリントク 

 ク．「子供から楽しめる美術展～水の誘い」企画協力 
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   研究員氏名： 瀧井 敬子（東京芸術大学助手） 

 ケ．所蔵作品の材料分析に関する調査研究 

   研究員氏名： 真貝 哲夫（東京農工大学助手） 

 コ．ドーミエ作品（旧東武美術館コレクション）及び資料の調査研究 

   研究員氏名： 高橋 美彌子（尾道美術館副館長） 

 サ．美術館における防災 －美術館への免震システム研究 

   研究員氏名： 篠 泉（足利工業大学助教授） 

 

 

②外国人研究員５名を招聘し、積極的な研究交流を推進。 

 ア．スミソニアン・ナショナル・ポートレート・ギャラリー 

館長 マーク・パクター 

イ．スミソニアン・ナショナル・ポートレート・ギャラリー 

副館長 エレン・マイルズ 

 ウ．フランス文化省フランス美術館修復研究センター 

情報部長 クリスチアン・ラアニエ 

 エ．イタリア学術研究会議電磁波研究所 

主任研究員 アンドレア・カジーニ 

 オ．イタリア学術研究会議電磁波研究所 

研究員 マルチェッロ・ピコッロ 

 

③国内外の美術館等研究機関との連携 

 ア．オランダ・フランドル絵画国際キューレター会議（メムリンク美術館） 

学芸課長 幸福 輝 

イ．ネーデルランド美術史家会議（アントウェルペン王立美術館） 

学芸課長 幸福 輝 

 ウ．保存修復に関する講演会及びワークショップ（東北芸術工科大学） 

研究員 塚田 全彦 

 

 

４．教育普及 
（年度計画） 

（１）国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図ると共に情報コーナーの

設置等ファレンス機能の充実を図る。 

（２）館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、広く公衆のニーズに応えるため、デ

ータベース化を推進する。 

（３）国内外の美術館等との連携を強化し、情報コーナー、アートライブラリー、資料閲覧室

等、情報資料関係の施設の整備・充実を図る。 

（４）児童生徒を対象とした教育普及事業を実施する。 

（５）講演会等を実施する。 

（６）美術館関係者を対象とした、研修事業を実施する。 
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（７）他の機関が実施する研修への協力を実施する。 

（８）各館それぞれに研究成果を踏まえて出版事業等を行う。 

（９）それぞれの館のホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行う。ま

た、４館共同の広報体制を整備するため法人のホームページを作成し、中期目標、中期計画、

年度計画等を公表する。 

（１０）ボランティア等の在り方や企業との連携等について検討を行う。 
（１１）新たな美術館施設の円滑な運営について 

 

（１） 資料収集及びレファレンス機能の充実 

国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図った。また、美術情報エリ

ア及び、研究資料センターにおいてレファレンス機能の充実を図る。 

交換件数 468 件（国内 219 件、海外 249 件） 

 

 

（２）作品データ等のデータベース化の推進 

館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、データベース化を推進している。 

平成１３年６月１２日より、デジタルギャラリーで２０４点の公開が可能になった。（追加

２２点） 

 

 

（３）資料閲覧室等の整備 

美術研究者を対象とした研究資料センターを１４年３月１５日より開設した。 

（西洋美術史研究図書等約24,000冊、雑誌約1,400タイトル、マイクロフィッシュ約37,000

枚を所蔵） 

 

 

（４）児童生徒に対する教育普及事業の実施 

①「子供から楽しめる美術展～水の誘い」展 

（会期：平成１３年９月１４日～１１月４日） 

ア．創作・体験プログラムを４回実施 

第１回 ９月９日（日）  午前１０時～午後３時 

講 師：八柳 尚樹（彫刻家） 

テーマ：「体で感じる水の重さとかたち」 

たくさんの水の重さやかたちを体全体で感じて遊び、その後、展覧会場で絵画や工

芸品に表された様々な水の表現を観賞した。 

参加人数：１３名 

 

第２回 ９月１６日（日） 午前１０時～午後３時 

講 師：城戸 孝充（美術家） 
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テーマ：「水と遊ぶ」 

いつもは、なにげなく飲んでいる水を、体に取り込まれることを意識しながら飲ん

だり、水を含んだ素材に触れて、奇妙な水の感触を体験。また、油や磁石を使って水

のうず巻きとともに現れる不思議な現象を観察し、その後、展覧会場で絵画や工芸品

に表された様々な水の表現を観賞した。 

参加人数：１９名 

 

第３回 ９月２２日（土） 午前１０時～午後４時   （館外活動日） 

９月２３日（日） 午後１時 ～午後３時３０分（館内活動日） 

館外活動（国立西洋美術館→後楽園→多摩霊園御霊堂） 

講 師：関根 伸夫（御霊堂モニュメント制作者） 

テーマ：「街の中の水の造形（多摩編）」 

初日は街に出て変わった形の水や不思議な雰囲気のする場所を見に行き、心に響い

た水の表情を自分の好きな表現方法（スケッチや写真など）で記録。そして、２日目

は美術館で展覧会を見たあと、前日に記録したスケッチや写真などをパネルにして展

示会場に展示した。 

参加人数：１０名 

 

第４回 ９月２９日（土） 午前１０時～午後４時   （館外活動日） 

９月３０日（日） 午後１時 ～午後３時３０分（館内活動日） 

館外活動（国立西洋美術館→後楽園→葛西臨海水族園） 

テーマ：「街の中の水の造形（葛西編）」 

参加人数：９名 

 

人数計 ５１名 

 

イ．コンサート（１回実施） 

日時：１０月２０日（土） 午後２時～午後４時 

企画：瀧井 敬子（東京芸術大学演奏芸術センター） 

朗読：原 千佐子（女優） 

体験演奏指導：長唄三味線 大塚 睦子（東音）、邦楽囃子 望月 太喜雄 

    演奏：東京芸術大学音楽学部学生有志 

       テーマ：「水の調べ」 

      音や曲の調べによって水はいろいろに表現される。西洋の楽器だけでなく、和楽器

を使った水にちなんだ曲目も演奏し、洋楽器と和楽器による共演や、その場で楽器に

触ったり、水の音色のデモンストレーションを行った。 

     参加人数：１５０名 

 

②先生（小・中学校教員）のための鑑賞プログラム（２回実施） 
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 小・中・高等学校の先生方を対象とした特別展の観賞プログラム。展覧会の趣旨や作品

について説明した後、自由に展覧会を鑑賞。 

       第１回 ６月２２日（金） 午後６時～午後８時 

    講 師：学芸課研究員 高梨 光正 

    テーマ：「イタリア・ルネサンス展」 

    参加人数：１４５名 

 

       第２回 ８月３１日（金） 午後５時～午後８時 

    講 師：学芸課主任研究官 田中 正之 

    テーマ：「アメリカが創った英雄たち 

－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム展」 

    参加人数：３名 

 

人数計 １４８名 

 

 

（５）講演会等の実施 

①企画展における講演会（１７回実施） 

     企画展覧会の展示作品を中心に、その展覧会を理解する上で欠かすことのできない重要な

歴史・文化・知識についての講演会を開催。 

ア．「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化」展 

（会期：平成１３年３月２０日～７月８日） 

      ４月１４日（土） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：学芸課研究員 高梨 光正 

    テーマ：「１５世紀フィレンツェ絵画」 

    参加人数：１７７名 

 

       ５月１９日（土） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：茨城大学助教授 甲斐 教行 

    テーマ：「マニエリスムとマニエーラ－１６世紀フィレンツェ・ローマ絵画を中心に」 

    参加人数：１１０名 

 

       ６月９日（土）  午後２時～午後３時３０分 

    講 師：東京大学助教授 越川 倫明 

    テーマ：「ヴェネツィア絵画のルネサンス」 

    参加人数：１１０名 

 

       ６月１２日（火） 午前１０時３０分～午前１１時３０分 

    講 師：静岡文化芸術大学教授、ファッション評論家 深井 晃子 
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    テーマ：「ファッションから見るイタリア・ルネサンス」 

    参加人数：９８名 

 

イ．「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」展 

（会期：平成１３年８月７日～１０月１４日） 

       ８月７日（火） 午後２時～午後３時３０分 

   講 師：スミソニアン・ナショナル・ポートレート・ギャラリー 

福館長エレン・マイルズ 

    テーマ：「肖像が語るアメリカ史」 

    参加人数：８０名 

 

       ８月２５日（土） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：学芸課主任研究官 田中 正之 

    テーマ：「統一の象徴としての英雄：南北戦争と歴史画」 

    参加人数：５７名 

 

       ９月８日（土）  午後２時～午後３時３０分 

    講 師：成城学園長 本間 長世 

    テーマ：「アメリカ史を動かした人たち」 

    参加人数：７４名 

 

ウ．「子供から楽しめる美術展～水の誘い」展 

（会期：平成１３年９月１４日～１１月４日） 

       ９月１５日（土） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：学習院大学教授 吉田 敦彦 

    テーマ：「水の神話－東と西」 

    参加人数：３２名 

 

       １０月６日（土） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：成城大学教授 千足 伸行 

    テーマ：「水の百面相」 

    参加人数：３６名 

 

   エ．「デジタル技術とミュージアム」展 

（会期：平成１３年１１月１３日～１２月２日） 

      １１月１３日（火） 午後１時３０分～午後５時 

セミナー 

    講 師：慶応義塾大学ＨＵＭＩプロジェクト研究員 樫村 雅章 

    テーマ：「４２行聖書のデジタル撮影」 
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    講 師：印刷博物館学芸員 中西 保仁 

    テーマ：「印刷とデジタル文化－印刷博物館でのデジタル化への取り組み－」 

印刷博物館の見学 

参加人数：５６人 

 

   １１月１５日（木） 午前１０時～午後４時４０分 

シンポジウム 

テーマ：「イコノテークの未来像－デジタル技術でミュージアムはどこまで変わるか－」 

講演者：国立西洋美術館主任研究官 波多野 宏之 

フランス文化省フランス美術館修復研究センター 

情報部長 クリスチアン・ラアニエ 

慶応義塾大学文学部教授 高宮 利行 

大阪大学大学院工学研究科教授 

サイバーメディアセンター長 西尾 章治郎 

広島市現代美術館学芸課長 小松崎 拓男 

国際日本文化研究センター助教授 山田 奨治 

参加人数：１２９人 

 

１１月２１日（水） 午後１時３０分～午後４時２０分 

    セミナー 

    講 師：東京大学史料編纂所文部科学技官 吉田 成 

    テーマ：「写真の保存と復元－デジタル技術の応用－」 

    講 師：凸版印刷メディア表現センター部長 加茂 竜一 

    テーマ：「デジタルアーカイブとメディア表現」 

    講 師：国際日本文化研究センター助教授 山田 奨治 

    テーマ：「国際日本文化研究センターにおけるデジタル画像の利用」 

    講 師：国立西洋美術館主任研究官 波多野 宏之 

    テーマ：「国立西洋美術館における画像利用－ﾏｲｸﾛ資料と超高精細画像－」 

    参加人数：１０８人 

 

    １１月２８日（水） 午後１時３０分～午後４時２０分 

セミナー 

    講 師：長野大学産業社会学部助教授 下野 隆生 

    テーマ：「コンピューター画家アーロン」 

    講 師：凸版印刷法務本部部長 萩原 恒昭 

    テーマ：「デジタル技術と知的財産権」 

    講 師：国立西洋美術館共同研究員／東京都立中央図書館司書 吉田 昭子 

    テーマ：「日加仮想展覧会の試み」 

    講 師：山口県豊北町歴史民俗資料館学芸員 吉留 徹 
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    テーマ：「イコノテク・プロジェクト 地方からのデジタル情報発信－３Ｄ映像を使っ

た民俗資料データベースの構築とその応用－」 

参加人数：７１人 

 

オ．「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光」展 

（会期：平成１４年３月５日～６月１６日） 

      ２月２３日（土） 午後２時～午後３時３０分（※会場：有楽町・よみうりホール） 

    講 師：東京大学名誉教授 高階 秀爾 

    テーマ：「絵画は何を語るのか」 

    参加人数：６９９名 

 

      ３月５日（火） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：プラド美術館絵画部学芸員 マリア・ピラール・シルバ 

    テーマ：「フェリペ４世とベラスケス」 

    参加人数：９４名 

 

      ３月２９日（金） 午後２時～午後３時３０分 

    講 師：マドリード大学教授 フェルナンド・チェカ・クレマデス 

    テーマ：「フェリペ２世から４世に至る王室コレクションの形成」 

    参加人数：１０６名 

 

      ３月３０日（土） 午後２時～午後３時３０分（※会場：有楽町・よみうりホール） 

    講 師：東京大学名誉教授 高階 秀爾 

    テーマ：「絵画は何を語るのか」 

    参加人数：８２３名 

 

人数計２，８６０名 

 

②スライド・トーク（６回実施） 

    展覧会の見所、主な作品について、講堂でスライド・トークを開催。 

ア．「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化」展 

（会期：平成１３年３月２０日～７月８日） 

       ４月６日（金）    午後６時から（約４０分） 

    参加人数：１１７名 

       ４月２０日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：１５３名 

       ５月２５日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：１３４名 

       ６月２９日（金）   午後６時から（約４０分） 
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    参加人数：１６３名 

イ．「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光」展 

（会期：平成１４年３月５日～６月１６日） 

       ３月１５日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：１１１名 

       ３月２９日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：９０名 

 

    人数計 ７６８名 

 

③ギャラリー・トーク（１１回実施） 

    展覧会の見所、主な作品について、ギャラリーで解説を行った。 

ア．「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」展 

（会期：平成１３年８月７日～１０月１４日） 

８月１０日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：５名 

８月２４日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：４名 

９月７日（金）    午後６時から（約４０分） 

    参加人数：６名 

９月２１日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：１０名 

１０月５日（金）   午後６時から（約４０分） 

    参加人数：１５名 

 

イ．「子供から楽しめる美術展～水の誘い」展 

（会期：平成１３年９月１４日～１１月４日） 

＊要請があった教育関係の団体に対して、個別に対応・実施した。 

９月４日（火）    午後３時から（約１２０分） 

    参加人数：１５名（小学校教員） 

１０月１３日（土）  午後３時から（約３０分） 

    参加人数：４０名（三鷹こどもアートクラブ） 

１０月１８日（木）  午前９時３０分から（約１５０分） 

    参加人数：４８名（豊島区立大成小学校） 

１０月１９日（金）  午前９時３０分から（約１５０分） 

    参加人数：４５名（中央区立月島小学校） 

１０月２３日（火）  午後１１時３０分から（約６０分） 

    参加人数：５５名（都立忍岡高校） 

１０月２６日（金）  午後９時３０分から（約１５０分） 
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    参加人数：５４名（中央区立泰明小学校） 

 

    人数計 ２９７名 

 

④イヤホンガイドの実施（３展覧会で実施） 

「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化」展、「アメリカが創った英雄たち－肖像が語る

アメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」展（自主企画展）、「プラド美術館－スペイン王室コ

レクションの美と栄光」展において、イヤホンガイドを実施した。なお、自主企画展でのイ

ヤホンガイド制作は初の試みである。 

 

（６）他機関の研修事業の実施 

①美術館関係者を対象とした研修事業の実施 

    ア．長崎県立佐世保北高等学校の美術教諭１名に対して研修事業を実施。 

      研修期間：平成１３年７月２６日～１３年８月５日 

      研修内容：美術作品の保存修復・鑑賞による美術研修及び、文化財保護の研修 

    イ．平成１３年度美術館等運営研究協議会（文化庁・国立西洋美術館主催）を実施。 

 

   ②他の機関が実施する研修・教育への協力 

ア．平成１３年度博物館職員講習（文部科学省主催）への協力。 

イ．指導力向上のための教員研修（長崎県教育委員会）への協力。 

ウ．「光ファイバーを用いた反射スペクトルと Imaging Spectroscopy による非破壊調査
法」講演会（イタリア学術会議電磁波研究所）への協力。 
エ．全国美術館会議教育普及ワーキンググループ（ＥＷＧ）レクチャー＆ディスカッシ

ョンへの協力。 
オ．美術史学会平成１３年度東支部例会への協力。 
カ．上野ロータリークラブ例会において６回シリーズの講演を実施。地域のコミュニテ

ィーを対象に、国立西洋美術館のコレクションと活動を紹介。 
③ア．東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育・研究における連携・

協力に関して協定を締結した。 

イ．西洋美術史及び美術館活動に関して、大学等において非常勤講師等として教育を行

った。 

 

（７）「年報」等の発行事業等 

①『国立西洋美術館年報 no.35（April 2000-March 2001）』 

 

②『国立西洋美術館研究紀要 no.6』 

 

③展覧会に伴う図録の発行 

 企画展等 
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ア．『アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史』展図録 

30.6×23cm／217P 

本文：「開催によせて」（マーク・パクター) 

「はじめに」 

「ナショナル・ポートレート・ギャラリー」（マーガレット・Ｃ・Ｓ・クリ

ストマン） 

「アメリカの肖像画：名声と公的自我 1725 年-1865 年」（エレン・Ｇ・マ

イルズ） 

「画家、パトロン、そして移り変わるアメリカの肖像画」（キャロリン・キ

ンダー・カー） 

「カタログ」 

「五十音順画家名インデックス」 

監修：田中正之、佐藤直樹 

翻訳：星野睦子、小野寺玲子、平芳裕子、田中久美子、西田紀子 

日本語版レイアウト：笠毛和人 

発行：財団法人西洋美術振興財団 

 

イ．『アメリカが創った英雄たち－アメリカン・ヒロイズム』展図録 

30.6×23cm／117P 

本文：「ごあいさつ」 

「英雄、神話、アメリカ美術」（田中正之） 

「アメリカの英雄的風景」（田中正之） 

「帝国の進路を西にとれ」（田中正之） 

「自由を求める闘い」（田中正之） 

「近代生活の英雄性」（田中正之） 

「作家解説」（田中正之） 

「出品作品リスト」 

「主要参考文献」 

執筆・編集：田中正之 

編集協力：斎藤晴子、読売新聞文化事業部 

デザイン：笠毛和人 

発行：国立西洋美術館 

 

ウ．『デジタル技術とミュージアム－情報・機器展示、セミナーによる公開プログラム』

展示解説 

24×12.5cm／36P 

本文：「聖書のデジタル化とその研究」 

「保存修復とデジタル画像」 

「データの蓄積と検索・表示」 
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「デジタル印刷はどこまで可能か」 

「画像表現技術の諸相：ＣＧ、３Ｄ、ＶＲ」 

「デジタル・アートセンターの現状」 

「複製：デジタル技術の光と影」 

「ＶＲシアター「システィーナ礼拝堂」」 

「ＤＶＤシアター」 

「インターネットコーナー」 

編著：波多野宏之 

展示解説：「デジタル技術とミュージアム」実行委員会 

発行：国立西洋美術館 

※この展示解説は、凸版印刷株式会社の協力を得て作成した。 

 

エ．『デジタル技術とミュージアム』シンポジウム報告書 

（『SCIENCE OF HUMANITY 人文学と情報処理 Vol.39』） 
26.5×18.7cm／152P 

本文：「はじめに」 

第Ⅰ部 

イントロダクション 

「ミュージアムとイコノテーク」（波多野宏之） 

「保存修復に利用される情報技術」（クリスチアン・ラアニエ） 

「テクストと画像」（高宮利行） 

「デジタル技術の可能性」（西尾章治郎、森澤和明、森田敬子） 

「ミュージアムの近未来」（小松崎拓男） 

「デジタル技術の光と影」（山田奨治） 

パネルディスカッション 

「イコノテークの未来像」（クリスチアン・ラアニエ、高宮利行、西尾章治

郎、小松崎拓男、山田奨治、波多野宏之） 

第Ⅱ部 

   「４２行聖書のデジタル撮影」（樫村雅章） 

   「印刷とデジタル文化」（中西保仁） 

   「写真の保存と復元」（吉田 成） 

   「デジタルアーカイブとメディア表現」（加茂竜一） 

   「国際日本文化研究センターにおけるデジタル画像の利用」（山田奨治） 

   「国立西洋美術館における画像利用」（波多野宏之） 

   「コンピュータ画家アーロン」（下野隆生） 

「デジタル環境における知的財産権」（萩原恒昭） 

「日加仮想展覧会の試み」（吉田昭子） 

「イコノテク・プロジェクト 地方からのデジタル情報発信」（吉留 徹） 

第Ⅲ部 
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資料 

「関連サイト一覧」 

「関連文献一覧」 

編著：波多野宏之（国立西洋美術館） 

 

オ．『プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光』展図録 

29×22.5cm／284P 

本文：「プラド美術館：歴史と展望」（フェルナンド・チェカ・クレマデス） 

「スペイン・ハプスブルク王家の絵画コレクション－カール５世からカルロ

ス２世まで」（ピラール・シルバ・マロト） 

「カール５世の遺産」（田辺幹之助） 

「ベラスケスと宮廷肖像－伝統と革新」（大高保二郎） 

「１７世紀前半のスペイン絵画に見られる静物表現」（雪山行二） 

「ゴヤと王室絵画コレクションのなかのベラスケス」（木下亮） 

「カタログ」 

「Ⅰ－スペイン・ハプスブルク家の宮廷肖像」 

“El retrato de corte en la Espana de los Austrias” 
「Ⅱ－スペイン王室のイタリア・フランドル絵画」 

“Colecciones de los Sitios Reales“ 
「Ⅲ－黄金時代の信仰と絵画」 

“Pintura y devoción en la España del Siglo de Oro” 
「Ⅳ－黄金時代の肖像画と静物画」 

“Retrato y naturaleza muerta en la España del Siglo de Oro” 
「Ⅴ－ブルボン家の宮廷絵画とゴヤ」 

“La época de los Borbones. Goya“ 
「Ⅵ－１９世紀のスペイン絵画」 

“La pintura del siglo XIX en España” 
「作家解説」 

「スペイン王家系図」 

「スペイン王家の宮殿と関連作品作」 

「年表」 

“EL MUSEO DEL PRADO”(Fernando Checa Cremades) 
“LAS COLECCIONES DE PINTURA DE LOS REYES DE LA CASA DE 

AUSTRIA: DE CARLOS V A CARLOS II”(Pilar Silva Maroto) 
“THE LEGACY OF CHARLES V”(Mikinosuke Tanabe) 
“ VELÁZQUEZ AND THE COURT PORTRAIT: TRADITION AND 

INNOVATION”(Yasujiro Otaka) 
“STILL LIFE PRESENTATION IN SPANISH PAINTING OF THE FIRST HALF 

OF THE SEVENTEENTH CENTURY”(Koji Yukiyama) 
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“ GOYA AND THE PAINTINGS OF VELÁZQUEZ IN THE ROYAL 
COLLECTION”(Akira Kinoshita) 
“SECTION COMMENTARIES” 
“BIBLIOGRAFÍA” 
「出品目録」 

      編集：木下 亮、田辺幹之助、渡邉晋輔 

      編集協力：川瀬佑介（東京芸術大学） 

      論文執筆：フェルナンド・チェカ・クレマデス（マドリード大学／前プラド美術館

長）、ピラール・シルバ・マロト、大高保二郎（早稲田大学）、雪山行二

（愛知県美術館）、木下 亮、田辺幹之助 

解説執筆：ホセ・ルイス・ディエス・ガルシア（プラド美術館）、木下 亮、松井

美智子（東北学院大学）、岡田裕成（福井大学）、大高保二郎、ハビエル・

ポルトゥス・ペレス（プラド美術館）、ピラール・シルバ・マロト、田

辺幹之助、渡邉晋輔、雪山行二 

      スペイン語翻訳：川瀬佑介、木下 亮、松原典子（上智大学）、松田健児（マドリ

ード大学）、松井美智子、岡田裕成 

      日本語翻訳：山崎由美子 

      発行：読売新聞社 

 

カ．『死の舞踏』展図録（ドイツ語版） 

   29×22.5cm／289P 

本文：“Einleitung” 
“Zur Entstehung des Totentanzes am Beispiel der "Dance macabre”Auf dem 
Friedhof des Franziskanerklosters Aux SS. Innocents in Paris”（Hisako Koike） 
“Tote-Nichts-Freund Hein Der Totentanz Vom Spätmittelalter bis zur Moderne”
（Mikinosuke Tanabe） 
“Der Totentanz im 20. Jahrhundert”（Eva Schuster） 
“Gesundheit, Krankheit und Tod in der europäischen Kultur der  
Neuzeit-anthropologische und historische Dimensionen”（Alfons Labisch） 
“Frauen sind stärker als der Tod”（Gert Kaiser） 
“Tod und Krieg”（Eva Schuster） 
“Abbildungen” 
“Kommentare” 
“Kurzbiographien” 
“Literaturverzeichnis” 

    構成・編集：エヴァ・シュースター、田辺幹之助 

    カタログ解説：エヴァ・シュースター、田辺幹之助、薩摩雅登 

    エッセイ：ゲルト・カイザー、アルフォンス・ラービッシュ、エヴァ・シュースタ

ー、小池寿子、田辺幹之助 
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    編集：田辺幹之助、佐藤直樹 

    編集補助：川口雅子、ゲオルク・ホーマン 

    翻訳：荻田麻子、川口雅子、薩摩雅登、佐藤直樹、田辺幹之助 

    表紙デザイン：輿語秀樹 

    発行：国立西洋美術館 

 

キ．『皮膚の想像力／The Faces of Skin』（国際シンポジウム報告書） 
    26×18cm／145P 

      本文：「はじめに」 

「カラー図版」 

「プロローグ」 

「シンポジウムの開催によせて」（イルメラ・日地谷＝キルシュネライト） 

「The Faces of Skin / 皮膚の想像力」（クリストフ・ガイスマール＝ブラ

ンディ） 

「芸術の皮膚論の地平（谷川渥）」 

セクション１ 身体の境界 

「表面の深さ－身体の境界の文化史」（クラウディア・ベンティーン） 

「皮膚と被服 ファッション化する皮膚」（深井晃子） 

セクション２ イメージの中の皮膚、皮膚としてのイメージ 

「自らと「他者」とを分かつしるし－日本絵画に表された肌の表現」（池田

忍） 

「皮膚の色－その絵画技術およびヨーロッパの近代絵画における生きた肉

体の幻想」（アン＝ゾフィー・レーマン） 

「分割されざる「個人」幻想への挑戦：岩明均『寄生獣』の皮膚感覚」（稲

賀繁美） 

セクション３ 顔と仮面 

「殻と脱ぎ捨てられた衣との間の皮膚」（ウルズラ・パンハンス＝ビューラ

ー） 

「仮面という装置－人はなぜ、もうひとつの界面をつくるのか」（吉田憲治） 

セクション４ 浸潤－美術史のために 

「離れてみる十字架－ブリューゲルの《十字架を担うキリスト》における感

情と風景」（カタリーナ・カハーネ） 

「皮膚病変と聖性発現－グリューネヴァルトのカッセルの磔刑図を見るユ

イスマンス」（喜多崎親） 

「もうひとつの皮膚－近代初期ヨーロッパ文化における図像とメディアの

歴史人類学的パースペクティヴ」（ゲルハルト・ヴォルフ） 

「エピローグ」 

「回顧と展望：シンポジウムへのコメント」（加藤哲弘） 

「シンポジウムへのコメント」（ロタール・レッダーローゼ） 
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「日本美術の皮膚論のために－「わび」が現われる場所」（佐藤直樹） 

   編集：佐藤直樹、クリストフ・ガイスマール＝ブランディ、イルメラ・日地谷＝キ

ルシュネライト 

    翻訳：相澤啓一、蔵原順子、桑折千恵子 

    装幀：輿語秀樹 

    発行：国立西洋美術館 

 

④『国立西洋美術館ニュース』 １回発行 

 第１０号 平成１３年１０月１９日発行 

   編集：国立西洋美術館 

     発行者：財団法人西洋美術振興財団 

 

⑤『平成１３年国立西洋美術館要覧』 

 

⑥『展示予定表』 １回発行 

 

 

（８）ホームページの活用 

利用者にとって魅力的で、便利かつ見やすい内容とデザインとするため、ホームページデ

ザイン及び、コンテンツの全面的な改訂を行った。 

ホームページでは、コレクション、展覧会情報、講演会・スライドトーク等のイベント、

交通・利用案内、館内施設案内などを常時掲載し、適時更新を行っている。 

海外からのアクセス向けには英語版のホームページを整備し、ホームページの活用と普及

及び広報体制の充実を積極的に推進している。 

 

１３年度アクセス件数：3,101,357 件（トップページアクセス件数４４７，６０７件） 

 

 

（９）ボランティア・企業との連携等の検討 

①ボランティア 

地域の美術館から資料を取り寄せるなど、今後の導入に向けて検討を行っている。 

    平成１３年度「子供から楽しめる美術展～水の誘い」を実施するにあたり、大学生等ボ

ランティア７名の参加を得て、利用者サービスの充実を図った。 

   ②企業との連携 

ア 展覧会を開催するに当たり、新聞社、企業、メセナ財団より、協力及び支援を得て、

企画運営、渉外、利用者サービス等の充実を図った。 

 

「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズム」展 
 読売新聞社：企画、運営、広報について支援協力を得た。 
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 日本航空：作品及びクーリエの航空賃について割引支援を得た。 
（財）東芝国際交流財団：作品リストを作成し、入館者へ無料配布した。 

     （財）西洋美術振興財団：講演会等教育普及に関する助成を得た。 

 

     「デジタル技術とミュージアム」 

 凸版印刷株式会社：企画、運営、広報について支援協力を得た。 
          展示解説小冊子作成にあたり協力を得た。これにより、制作費用

が軽減され、入館者へ安価に展示解説小冊子を提供することがで

きた。 

     （財）西洋美術振興財団：講演会等教育普及に関する助成を得た。 

 

    イ 展覧会への協力・支援に関する特典として、特別鑑賞会を開催した。 

     「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化」展 

     日時：平成１３年４月１６日（月）午後１時３０分～午後５時 

平成１３年５月１４日（月）午後１時３０分～午後５時 

     来場者：共催者、特別協賛・協力社（８社）の関係者 

（日本経済新聞、ＥＰＳＯＮ、キリンビール、資生堂、大日本印刷、東レ、

野村証券、山之内製薬、安田火災海上保険） 

     来場者数：平成１３年４月１６日（月） ２０６名 

          平成１３年５月１４日（月） ６２９名 

 

 

５．その他の入館者サービス 
（年度計画） 

（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実を図る。建物のバリアフリー化を進め、

高齢者・身体障害者等にやさしい美術館を目指す。 

（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実を図る。 

（３）展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実に努める。又、音声ガイドの検討及び作品リス

トの無料配布等を行う。 

（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討を行う。 
（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実
を図る。 
（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実等 
高齢者・身体障害者等が利用しやすい環境整備を図り、本館地下（トイレ・休憩室）階段

に勾配をなだらかにし、手すりを増設する改修工事を実施した。今後も、高齢者・身体障害

者等に配慮した環境整備に努める。 
 
（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実 
広報誌等の見直しを実施、広報の充実を図っている。 

  エントランスロビーに英語対応も可能な案内カウンターを設置し、来館者への案内、質問へ

の対応、情報の提供等を行っている。また、サイン、休憩室の整備、車椅子や杖の無料貸出、
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会場内各所への休憩用椅子の配置、美術館情報・広報印刷物等の無料配布を実施し、入館者

サービスの充実を図っている。 
 
（３）鑑賞環境の充実 
展示説明・構成・動線等の見直しを常に検討し、鑑賞環境の充実に努めている。また、入

館者へのサービスとして音声ガイドの実施（３展覧会においてイヤホンガイド実施）及び、

国立西洋美術館ガイド、展覧会案内チラシ、展示予定パンフレット並びに、展示作品リスト

の無料配布を実施している。 
平成１３年８月７日から開催の「肖像が語るアメリカ史展」では、自主企画展で初めての

試みとして、ＪＲ東日本のみどりの窓口、びゅうプラザでも観覧券を販売した。 
平成１４年３月５日から開催の「プラド美術館展」では、初めての試みとして、小中学生

向けに展覧会への理解を深めるための解説パンフレット（ジュニアパスポート）を作成し、

無料で配布することとした。 
 
 
（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討 
小中学生の常設展入場料の無料化を、国立西洋美術館では平成１４年３月５日（「プラド

美術館展」開催日）から先行して実施することとした。 
入館者へのサービス向上を考慮し、展示会場の混雑対策の再検討を行い、混雑時は開館時

間の延長や、開館時間を早めて対応できることとした。また、４月２９日から５月５日にか

かる一連の連休期間中は、休館をしないこととした。 
   金曜日に夜間開館（２０時まで）を実施しており、観覧時間の弾力化については今後も検

討を続ける。また、従来より常設展については毎月第２・第４土曜日及び、文化の日に無料

観覧日を実施している。 
 
 
（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実 
フリーゾーンの活用を推進し、フリーゾーンにレストラン、ミュージアムショップ、デジ

タルギャラリー、資料コーナーを設置。多くの人が美術館を気軽に利用でき、親しまれる美

術館となるよう努めている。 
   レストランのメニューや店内の雰囲気、ミュージアムショップのグッズ、美術関係書籍等

の品揃え、店員の接客態度などについて助言・要請・指導を行い利用者にとって快適な空間

となるよう館内環境の充実を図っている。 
   「イタリア・ルネサンス」展においては、入館者へのサービスを図るため前庭（フリーゾ

ーン）に郵便局の臨時出張所を招請し、「日本におけるイタリア２００１年記念郵便切手」

等の販売・記念押印サービスを実施した。 
 
 
６．職員の研修の実施（その他主務省令で定める業務運営に関する事項） 
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（年度計画） 

  ①職員の意識向上を図るため、次の職員研修を実施する。 

   １）新規採用者・転任者職員研修、２）接遇研修 

  ②外部の研修に職員を積極的に派遣し、その資質の向上を図る。 

①外部の研修に職員を積極的に派遣し、その資質の向上を図っている。 
職員２名を英会話研修に派遣し、意識の向上を図っている。 
研究員１名がＸ線作業主任者免許を取得した。 



実績報告書 
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Ⅳ  国立国際美術館 
概要  
（１） 設置年月日 
   昭和５２年５月２０日 
 
（２）施設の規模等 
   １０，９０２㎡ 
     展示面積 １，３０９㎡  

   （地上４階、塔屋１階） 
   
 （３）目的 
 当館は、昭和５２年（１９７７年）文化庁の施設等機関として設置された四つの国立美術館の

うちの一つで、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術作品、そ

の他の資料を収集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこれらに関連する調査研究及び事業

を行うことを目的としている。 
 展覧事業については、常設展示と企画展示（特別展、企画展、共催展、近作展）の二本立てで

運営している。内容は、現代美術を中心に、日本美術の成立と発展が世界の美術のそれと密接な

関係を有することを美術作品の展覧を通じ、系統的具体的に明らかにするものである。また、日

本と世界の現代美術の新しい動向をわかりやすく展示している。 
 資料の収集については、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美

術に関する作品、その他の資料のうち、現代美術（主に１９４５年以降）を重点的に収集してい

る。 
 調査研究については、現代美術に関する基礎的調査研究、企画展示及び常設展示に関する調査

研究のほか、世界の現代美術界の動向等の調査研究も行っている。 
 このほか、展覧事業の広報・普及、調査研究成果の公表、美術に関する講演会等の開催などの

事業も行っている。 
 
 （４）現員 

 館長  事務系  研究系  合計 
 １     ８     ７  １６名 

 

  （５）予算額 

   運営費交付金    ５６６，７５２千円 
  自己収入        １０，０７２千円 

     計        ５７６，８２４千円 
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１ 収集・保管等 
（年度計画） 
（１）中期計画に基づき、美術作品等を購入する。 

（２）寄贈・寄託品の積極的な活用を図る。 

（３）２４時間空調等による作品の保存管理及び館内各所の環境モニターを実施する。 

（４）緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修復

を行う。 
（５）国内外の美術館等に対し、修復保存に関する協力と普及の推進を図る。 
（１）美術作品等の購入及び（２）寄贈・寄託品の積極的な活用 
  日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために、主に 1945 年以降の日本及び 

 欧米の現代美術並びに国際的に注目される国内外の同時代の美術を系統的に収集している。 

  この基本的な方針に基づき、収蔵品の欠落部分を補い、陳列を体系的に充実させるべく、 

 平成 13年 10 月 10 日と平成 14年 1月 30 日の２回にわたり美術作品等選考委員会及び評価委 

 員会を開催し、洋画の菅井汲《侍》他 166 点を計 238,168,000 円で購入した。 また、寄贈作 

 品 10 点についても同様の手続きにより、当館の収蔵品にふさわしい作品として認められた作 

 品について、寄贈受入の手続きを行った。内訳は下表及び別表に示すとおり、洋画 19 点（購 

  入 18 点、寄贈 1点）、水彩・素描 11 点（購入 11 点、）、版画 74 点（購入 65 点、寄贈 9点）、 

  彫刻 23点（購入 23点）、工芸 4点（購入 4点）、写真 43点（購入 43点）、教育資料 3点（購 

  入 3 点）ある。 

   

 新収蔵作品の概要 

  種別   平成 13 年度収蔵点数  収蔵作品総点数 

     購入 寄贈 管理換 

  洋画   １８   １    ０     ４１０ 

        日本画          ０   ０    ０      ２６ 

         水彩・素描             １１   ０    ０      ６３４ 

  版画   ６５   ９    ０      １，８５６ 

  彫刻                   ２３   ０    ０          ２０２ 

  工芸                  ４   ０    ０            ７２ 

  写真   ４３   ０    ０           ３６３ 

  デザイン            ０   ０    ０            ９４ 

  教育資料       ３   ０    ０     ５３９ 

  計        １６７  １０     ０       ４，１９５  

 

（３）作品の保存管理 
  会場内では、作品を安全に展示するために館内数十箇所の温度・湿度、空気汚染、照明、 
 防災対策、保安対策などの調査を継続的に実施し、必要に応じた改善の実施を行っている。 
  また、収蔵庫の温度・湿度のデータの管理により、作品への影響を最低限とするよう空調 
 設備の運転を行っている。 
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（４）収蔵品修復 
  緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから計画的に修復を行った。 
 今年度は下記の作品の修復を実施。 
    ジャン＝ピエール・レイノー《木の葉》（1975年）21点 
    剥落した葉の接着、額装 
 
  ２ 公衆への観覧 
（年度計画） 

（１）中期計画に基づき，展覧会や企画上映等を実施する。 

（２）全国の公私立美術館等と連携して地方巡回展を実施する。 

（３）展覧会については、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好な観覧 

  環境、広報活動、過去の入場者数の状況等を踏まえて入場者数について目標を設定し、その達 

  成に努める。 

（４）それぞれの館の収蔵品について、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館その 

  他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に実施する。 

（５）入館者に対するアンケート調査を実施し、そのニーズや満足度を分析し、展覧会等に反映 
  させる。 
（１）展覧会の実施  
       ①「世界四大文明 エジプト文明展」 
         期 間：平成１３年１月１３日（土）～４月８日（日）（７４日間） 
     会 場：国立国際美術館 
     出品点数 75点 
      入場者：総数 404,825人  （１日平均 5,471人） 
         内１３年度（平成１３年４月１日（日）～４月８日（日））（８日間） 
    入場者：総数 80,962人  （１日平均 10,120人）（目標入場者数：34,000人） 
          共催者：ＮＨＫ大阪放送局、ＮＨＫきんきメディアプラン 
  ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    大阪日日新聞       1月 14日 
    日本経済新聞       1月 18日（夕）   中野  稔 
    毎日新聞    1月 26日（夕）   田原由紀雄 
    京都新聞    1月 27日      太田 垣実 
    産経新聞            2月 4日       H 
    神戸新聞       2月 10日（夕）   山本 忠勝 
    産経新聞       2月 18日      早瀬 廣美 
    高知新聞       3月 5日       Y 
    文化庁月報       １月号        平芳 幸浩 
 
       ②「ドイツにおけるフルクサス 1962-1994」 
         期  間：平成１３年４月２６日（木）～６月１０日（日）（４０日間） 
              関西ドイツ文化センターと共催 
     会 場：国立国際美術館 
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     出品点数 350点 
         入場者：総数 8,825人  （１日平均 221人）（目標入場者数：4,000人） 
   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    産経新聞          4月 15日 
    The Asahi Shimbun     20  April 
    毎日新聞        5月 10日（夕）   岸  桂子 
    朝日新聞        5月 16日      若 
    日本経済新聞        5月 24日（夕）   加藤義夫（美術評論家） 
    産経新聞        5月 25日 
    京都新聞        6月 2日       清水穰（同志社大学助教授） 
    ぴあ関西版         4月 23日号（No.463） 
    Kansai Time Out       May  2001（No.291）Christopher Stephens, 
                                 Shiomi Mieko 
        Kansai Scene               May  2001 
 
       ③「宮﨑豊治－眼下の庭－」 
          期  間：平成１３年６月２１日（木）～７月２２日（日）（２８日間） 
      会 場：国立国際美術館 
     出品点数 49点 
          入場者：総数 2,137人  （１日平均 76人）（目標入場者数：2,800人） 
   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    日本経済新聞        6月 28日（夕） 
    毎日新聞          6月 29日（夕）   岸  桂子 
    神戸新聞          7月 3日       田中 真治 
    産経新聞          7月 8日      （H） 
    日本経済新聞        7月 9日（夕）    加藤 義夫（美術評論家） 
    読売新聞          7月 12日（夕）   渡辺 達治 
    京都新聞          7月 14日      （太） 
    朝日新聞          7月 14日（夕）   大西 若人 
    文化庁月報         6月号 
    オール関西         7月号 
    書道界           7月号 
    Kansai Scene       July 2001（Issue 15） Brad Goldstein 
 
       ④「ローリー・トビー・エディソン－からだへの瞑想－」 
          期  間：平成１３年８月２日（木）～９月２日（日）（２８日間） 
      会 場：国立国際美術館 
     出品点数 100点 
          入場者：総数 3,716人  （１日平均 133人）（目標入場者数：2,800人） 
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   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    神戸新聞          7月 20日（夕） 
    朝日新聞          8月 11日（夕）   大西 若人 
    産経新聞          8月 12日      H 
    日本経済新聞        8月 13日（夕）   加藤 義夫（美術評論家） 
    朝日新聞          8月 17日 
    日本経済新聞        8月 23日 
    毎日新聞          8月 23日（夕）   岸  桂子 
    文化庁月報         7月号        加須屋明子 
    Meets Regional       9月号（No.149）   山下里加（美術ライタ－） 
 
       ⑤「田中信太郎－饒舌と沈黙のカノン－」 
          期  間：平成１３年９月１３日（木）～１０月１４日（日）（２８日間） 
      会 場：国立国際美術館 
      出品点数 34点 
          入場者：総数 2,982人  （１日平均 107人）（目標入場者数：2,800人） 
   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    日本経済新聞        9月 27日（夕）   加藤 義夫（美術評論家） 
    京都新聞          9月 29日      太田垣實 
    産経新聞          9月 30日      早 
    毎日新聞          10月 4日（夕）    岸  桂子 
    読売新聞          10月 4日（夕）    木村 未来 
    朝日新聞          10月 6日（夕）    山盛 英司 
    神戸新聞          10月 10日（夕） 
    日本経済新聞               10月 11日（夕） 
    毎日新聞                   12月 13日（夕） 
    artscape                    10月 14日           村田  真 
    文化庁月報         8月号         中井 康之 
 
       ⑥「主題としての美術館－美術館をめぐる現代美術－」 
          期  間：平成１３年１０月２５日（木）～１２月１１日（火）（４２日間） 
      会 場：国立国際美術館 
      出品点数 66点 
          入場者：総数 6,241人  （１日平均 149人）（目標入場者数：6,000人） 
          共催者：（財）ダイキン工業現代美術振興財団 
   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    朝日新聞         11月 8日      田中 三蔵 
    産経新聞         11月 18日      早 
    読売新聞         11月 8日（夕）   木村 未来 
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    日本経済新聞       11月 24日      中野  稔 
    朝日新聞         11月 26日 
    毎日新聞         12月 6日（夕）   岸  桂子 
    Artforum         September 2001   Rachel Withers 
    ぴあ関西版        11月 5日号     小吹 隆文 
    文部科学時報       9月号（No.1504）   中西 博之 
    文化庁月報        10月号       中西 博之 
    大阪人          12月号       植木啓子（サントリ－ミュ－ジアム 
                                                                ［天保山］学芸員） 
    エルマガジン       12月号（No.297）  岡山  拓 
    Diatxt.06                    加藤 哲弘 
        artscape                      木ノ下智恵子 
        展評 011                     北村 英之 
 
       ⑦「《現代美術へのいざない》アフター・イメージ－残像－」 
          期  間：平成１３年１２月２０日（木）～平成１４年２月３日（日）（３３日間） 
      会 場：国立国際美術館 
      出品点数 66点 
          入場者：総数 2,737人  （１日平均 83人）（目標入場者数：2,000人） 
   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    日本経済新聞       12月 20日（夕） 
    大阪日日新聞       1月 10日 
    読売新聞         1月 25日（夕）   木村 未来 
    神戸新聞         1月 26日      三上喜美男 
    版画芸術         No.114     平芳 幸浩 
    文化庁月報        12月号       平芳 幸浩 
    アート・トップ  Vol.183 （2001年 12月－2002年１月） 
    藝術公論         1月号 
    Esquire   Vol.16 No.2 （２月号） 
 
    ⑧「Ｏ  ＪＵＮ」 
          期  間：平成１４年２月１４日（木）～３月２６日（火）（３６日間） 
      会 場：国立国際美術館 
      出品点数 123点 
     入場者：総数 7,277人  （１日平均 202人）（目標入場者数：3,600人） 
   ＜新聞・雑誌等関係記事＞ 
    読売新聞     2002年 1月 11日東京版（夕）清 
    神戸新聞     2002年 1月 17日 
    日本経済新聞   2002年 2月 28日（夕） 



実績報告書 

（国立国際美術館） ―96―

    日本経済新聞   2002年 3月 11日（夕）   加藤 義夫（美術評論家） 
    神戸新聞     2002年 3月 8日       三上喜美男 
    読売新聞     2002年 3月１１日（夕）   木村 未来 
    産経新聞     2002年 3月 17日首都圏版  渋沢 和彦 
    産経新聞     2002年 3月 22日（夕）   早瀬 廣美 
    版画芸術 114   2001年 12月号 
    展評       2002年冬号 
    文化庁月報    2002年 1月号        島  敦彦 
    Kansai Time Out  2002年 2月         Christopher Stephens 
    ギャラリー    2002年 2月号 
    ぴあ関西版    2002年 2月 25日号     山下 里加 
    美術手帳     2002年 3月号 
    ヴォーグニッポン 2002年 3月         青野 尚子 
    メモ 男の部屋  2002年 3月号        ジョー・スズキ 
    アエラ      2002年 3月 4日号      原  久子 
    ぴあ関東版    2002年 3月 11日号     斎藤 博美 
    ＢＲＵＴＵＳ   2002年 4月 1日号      住吉 智恵 
    etc.        2002年 4月号        白坂ゆり 
    流行通信     2002年 5月号        住吉 智恵 
 
    ⑨国際交流展「安斎重男展」 
      会 場：ポーランド ブンケル・シュトューキ現代美術ギャラリー  
                 クラクフ 

※共催者の都合で平成１４年に開催 
（平成１４年９月６日（金）～１０月６日（日）開催予定） 
 

       ⑩地方巡回展の実施 
       国立博物館・美術館巡回展 
   「信仰と美術」 
     期  間：平成１４年１月１２日（土）～２月１０日（日） 
     会  場：和歌山県立博物館 
                  独立行政法人国立博物館（奈良国立博物館）と共催 
         入場者：総数  2,737人  （１日平均 83人） 
 
         期  間：平成 14年 2月 19日（火）～3月 2１日（木） 
      会  場：徳島県立博物館 
            独立行政法人国立博物館（奈良国立博物館）と共催 
         入場者：総数 4,304 人  （１日平均 159人） 
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  （２）収蔵品の貸与 
     国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に  
    実施した。 
     １３年度貸出件数２７件  貸出作品総数１１７件 
 
（３） アンケート調査の実施 
  下記の展覧会においてアンケート調査を実施した。 
  ［展覧会］ 
      ①「ドイツにおけるフルクサス 1962-1994」 
    実施期間：平成１３年５月２４日（木）～平成１３年５月２７日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について８割の肯定的意見があった。 
       ②「宮﨑豊治－眼下の庭－」 
     実施期間：平成１３年７月１２日（木）～平成１３年７月１５日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について９割の肯定的意見があった。 
      ③「ローリー・トビー・エディソン－からだへの瞑想－」 
       実施期間：平成１３年８月２３日（木）～平成１３年８月２６日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について９割の肯定的意見があった。 
      ④「田中信太郎－饒舌と沈黙のカノン－」 
    実施期間：平成１３年９月２０日（木）～平成１３年９月２３日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について９割の肯定的意見があった。 
       ⑤「主題としての美術館－美術館をめぐる現代美術－」 
      実施期間：平成１３年１１月２２日（木）～平成１３年１１月２５日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について８割の肯定的意見があった。 
       ⑥「《現代美術へのいざない》アフター・イメージ－残像－」 
      実施期間：平成１４年１月１０日（木）～平成１４年１月１３日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について９割の肯定的意見があった。 
     ⑦「Ｏ  ＪＵＮ」 
      実施期間：平成１４年２月２１日（木）～平成１４年２月２４日（日）（４日間） 
    アンケート項目：別紙のとおり 
    結果：展覧会について８割の肯定的意見があった。 
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  ３  調査研究 
（年度計画） 

（１）中期計画に基づき、調査研究を計画的に実施する。 

（２）客員研究員を招聘し、調査研究活動を推進する。 
（３）各館の調査研究の成果については、研究紀要、図録への論文発表等によって公表する。 
（１）調査研究の実施 
  ① 欧米の現代美術に関する調査研究（５名、１2件） 
  ア．研究者氏名：中井康之 

     執筆書誌：「アルテ・ポーヴェラ ―現代イタリア美術の一動向―」 

                 『美術の窓』No.212（2001 年 5 月号） 

 

  イ．研究者氏名：安來正博 

    講演：    ｢マーク・ロスコとアメリカ美術｣ 

               和歌山県立近代美術館 2002 年 2 月 

     執筆書誌：｢作品解説 パブロ・ピカソ《道化役者と子供》｣『ダイキン・タイムス』 
          2001年 12月号 
 

  ウ．研究者氏名：中西博之 

     執筆書誌：「あらゆるコミュニケ－ションはコラ－ジュである 

          （ヨハネス・クラッダ－ス、ガブリエ－レ・クナップシュタイン）」 

                 （独文和訳）『ドイツにおけるフルクサス 1962－1994』展カタログ 

                ［日本語翻訳冊子］ 2001 年 4 月 国立国際美術館  

               「展覧会出品作品紹介 クリスチャン・フィリップ・ミュラー 

          《椅子としての国立国際美術館の肖像》」 

           『国立国際美術館月報』No.110（2001 年 11 月号） 国立国際美術館 

          「美術館についての美術展」 

                 『主題としての美術館 美術館をめぐる現代美術』展カタログ 

          （リーフレット） 2001 年 11 月 国立国際美術館  

       「展覧会出品作品紹介 メル・ジーグラー《無題（エア・フィルター）》」 

                 『国立国際美術館月報』No.112（2002 年 1月号） 国立国際美術館 

 

   エ．研究者氏名：加須屋明子 

     執筆書誌：「館蔵品紹介 ローリー・トビー・エディソン 

          《トレーシー・ブラックストーン＆デビー・ノトキン》」 

           『国立国際美術館月報』No.107（2001 年８月号） 国立国際美術館 

          「ローリー・トビー・エディソン 覆す力」 

                 『近作展-26 ローリー・トビー・エディソン－からだへの瞑想－』 

          リ－フレット 2001 年８月 国立国際美術館 

 

  オ．研究者氏名：平芳幸浩 
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     執筆書誌：「ポップ・アートとレディ・メイド －vulgarity の表象を巡って－」 

           『美学』No.204（2001 年春号） 

               「WDR（西部ドイツ放送）の音響芸術スタジオで上演されたフルクサス・ 

          ラジオ・アート（クラウス・シェーニク）」 

                 （英文和訳）『ドイツにおけるフルクサス 1962－1994』展カタログ 

                ［日本語翻訳冊子］ 2001 年 4 月 国立国際美術館 

          「展覧会出品作品紹介 ジョージ・マチューナス《フルックスキット》」 

               『国立国際美術館月報』No.104（2001 年５月号） 国立国際美術館 

 

 

  ② 日本の現代美術に関する調査研究（３名、８件） 
  ア．研究者氏名：島敦彦 

     執筆書誌：「展覧会出品作品紹介 O JUN《挙兵図》」 

                 『国立国際美術館月報』No.113（2002 年２月号） 国立国際美術館 

               「O JUN の纏うもの」 

                 『近作展-27 O JUN』リーフレット 2002 年 国立国際美術館 

 

  イ．研究者氏名：中井康之 

    執筆書誌：「館蔵品紹介 田中信太郎《マイナー・アート A.B.C.》」 

                 『国立国際美術館月報』No.103（2001 年 4月号） 国立国際美術館 

               「二人の田中信太郎」 

                『田中信太郎 ―饒舌と沈黙のカノン―』展カタログ  2001 年 9 月  

           国立国際美術館 

               「展覧会出品作品紹介 田中信太郎《点・線・面》」 

                 『国立国際美術館月報』No.108（2001 年 9月号） 国立国際美術館 

 

   ウ．研究者氏名：安來正博 

     執筆書誌：「展覧会出品作品紹介 宮崎豊治《身辺モデル－類似化》」 

                 『国立国際美術館月報』No.105（2001 年６月号） 国立国際美術館 

          「“身辺モデル”から“眼下の庭”へ 身体と風景をめぐる宮崎豊治の 

           試み｣｢年譜・文献目録｣ 

           『宮崎豊治 眼下の庭』展カタログ 2001 年 6 月 国立国際美術館 

        ｢宮崎豊治“眼下の庭” 鉄の彫刻に刻まれた身体と風景｣ 

                 『オール関西』7月号 

 

  ③ 日本及び周辺領域の現代美術に関する調査研究（2名、3件） 
   ア．研究者氏名：安來正博 
         執筆書誌：｢コレクション 国立国際美術館｣『博物館研究』第 37巻第 3号 
           (2002年３月) 
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      イ．研究者氏名：加須屋明子 

     研究内容：「ポストメディア論－電子時代における芸術作品－」 

                  2001 年度科学研究費補助金（萌芽的研究、継続） 

       「四大（地・水・火・風）の感性論：思想・アート・自然科学の関わり 

          についての基盤研究」 

                  2001 年度科学研究費補助金（基盤研究）研究分担 （代表 岩城見一） 

 

  ④ 絵画・版画等に関する調査研究（２名、５件） 
  ア．研究者氏名：安來正博 

     執筆書誌：「館蔵品紹介 野田裕示《WORK-641》」 

                 『国立国際美術館月報』No.109（2001 年 10 月号） 国立国際美術館 

                ｢石垣栄太郎の存在｣ 

                 『美術運動史研究会ニュース』 2001 年 9月 

          口頭発表：「フォト・デッサン―瑛九による絵画的写真表現の試み」 

                  日本映像学会関西支部第 36 回研究会 2001 年 12 月 関西学院大学 

 

   イ．研究者氏名：平芳幸浩 

     執筆書誌：「展覧会出品作品紹介 秋岡美帆《光の間》」 

                 『国立国際美術館月報』No.111（2001 年 12 月号） 国立国際美術館 

          「イメージをめぐって」 

           『《現代美術へのいざない》アフター・イメージ－残像－』展 

          リーフレット 2001 年 12 月 国立国際美術館 

 
  ⑤ 彫刻・インスタレーション等に関する調査研究（3名、4件） 
   ア．研究者氏名：島敦彦 

     執筆書誌：「館蔵品紹介 岡崎和郎、瀧口修造《検眼図》」 

                 『国立国際美術館月報』No.106（2001 年７月号） 国立国際美術館 

 

   イ．研究者氏名：中井康之 

     執筆書誌："MONO-HA" 

                  Le Tribu dell'Arte Galleria Comunare d'Arte Moderna e Contemporanea,  

           Roma, 2001 

 

      ウ．研究者氏名：安來正博 
        執筆書誌：｢展覧会出品作品紹介 宮崎豊治《身辺モデル-類似化》｣ 
                 『国立国際美術館月報』No.105 (2001年 6月号) 国立国際美術館 
                  ｢企画展 宮崎豊治-眼下の庭｣『文化庁月報』2001年 6月号 
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  ⑥他の美術館等における調査研究に対する協力（１名、１件）    
  ア．研究者氏名：三木哲夫 

     執筆書誌：「1920 年代の創作版画運動―展覧会を中心に―」 

                『日本の版画 III 1921-1930』展カタログ 2001 年 9 月 

          千葉市美術館・中津市教育委員会芸術文化センター建設準備室・ 

          宇都宮美術館 

     調査協力：南桂子作品及び文献の調査協力 

             「南桂子・宮脇愛子展」 高岡市美術館  

           2001 年 7月 3 日（火）～9月 2日（日） 

 
 
  ４  教育普及 
（年度計画） 

（１）国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図ると共に情報コーナーの

設置等ファレンス機能を充実を図る。 

（２）館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、広く公衆のニーズに応えるため、デ

ータベース化を推進する。 

（３）国内外の美術館等との連携を強化し、情報コーナー、アートライブラリー、資料閲覧室

等、情報資料関係の施設の整備・充実を図る。 

（４）児童生徒を対象とした教育普及事業を実施する。 

（５）講演会等を実施する。 

（６）美術館関係者を対象とした、研修事業を実施する。 

（７）他の機関が実施する研修への協力を実施する。 

（８）各館それぞれに研究成果を踏まえて出版事業等を行う。 

（９）それぞれの館のホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行う。ま

た、４館共同の広報体制を整備するため法人のホームページを作成し、中期目標、中期計画、

年度計画等を公表する。 

（１０）ボランティア等の在り方や企業との連携等について検討を行う。 
（１１）新たな美術館施設の円滑な運営について 
 （１）作品データ等のデータベース化の推進 
     収蔵作品(4,195点)のデータ・画像入力を行い、データベース化を推進した。  
    １３年度は文字データ１７９件、画像データ１００件（２月末現在）の入力を行い、この 
   結果、文字データについては、全収蔵作品、画像データについては、1.305点が入力済みと 
   なった。  
 
 
（２）児童生徒に対する教育普及事業の実施 
  児童生徒を対象とした次の教育普及事業を実施した。 
① 子どものためのワークショップ  ４回 総参加者数９７名 
夏休みこどもワークショップ 

        実施日 平成１３年８月４日（土） 
 内  容 「からだをみよう、じぶんをみよう」  
 作  家 「ロリ－・トビ－・エディソン」 
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 参加者 「１８名」 
      実施日 平成１３年８月１８日（土）  平成１３年８月１９日（日） 

  内   容「じぶんだけのえをかこう！きみもみらいのピカソになれる…、 
       かもよ。」 

       画 家 「野 田 裕 示」 
       参加者 ８月１８日 ２４名、  ８月１９日 ２９名 

 
 春休みこどもワークショップ 

            実施日 平成１４年３月２３日（土） 
 内 容 「ペタペタ石鹸王国」 

            画 家 「徳 田 憲 樹」 
 参加者 「２６名」 

 
       ②子どものためのヴィデオ上映   ４回 総参加者数 ５３名 
       実施日 平成１３年４月１４日（土） 平成１３年１２月２２日（土） 
          平成１４年２月 ９日（土） 平成１４年 ３月２３日（土）（予定） 
          内   容 「なぜ、これがアートなの?」 
      参加者 ４月１４日５名、 １２月２２日１９名  １４年２月９日１２名 
          １４年３月２３日１７名 
 
  （３）講演会等の実施 
       ① 講演会       ５回 総参加者数５７０名 
実 施 日 内        容    講     演     者 参加人数 

H13. 4.28 「ドイツにおける フルク
サス展をめぐって」 

ｶﾞﾌﾞﾘｴｰﾚ･ｸﾅｯﾌﾟｼｭﾀｲﾝ   
 

 
１１０名 

H13. 7. 4 「21世紀の美術館 
 －体験型遊園地か教育施設 
  か？」 
於：関西ドイツ文化センター 

ハンブルグ美術館長 
   ウヴェ・シュネーデ 
国立国際美術館長 宮島 久雄 

 
 
 ５０名 

H13. 7.14 「作者と語る」（対談） 宮 﨑 豊 治     ×田中恒子 １１０名 

H13. 9.22 「作者と語る」（対談） 田中信太郎×種村季弘  
１５０名 

H14. 2.23 「作者と語る」 Ｏ ＪＵＮ  
１５０名 

 
    ②ギャラリー・トーク  ７回 総参加者数３９２名 
実 施 日 内        容    講     演     者 参加人数 

H13. 6.23 
 

「展示解説 
       －宮﨑豊治展」 

国立国際美術館主任研究官 
   安來  正博       

 
 ２５名 
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H13. 8.25 「展示解説 
 －ﾛｰﾘｰ･ﾄﾋﾞｰ･ｴﾃﾞｨｿﾝ展」 

国立国際美術館主任研究官 
              加須屋  明子 

  
 ２７名 

H13.10.13 「展示解説 
     －田中信太郎展」 
 

国立国際美術館主任研究官 
              中井   康之       

  
９０名 

H13.11.24 「展示解説 
－主題としての美術館展」 

国立国際美術館主任研究官 
               中西  博之       

  
 ６０名 

H14. 1.12 「展示解説 
－《現代美術へのいざない》展」 

国立国際美術館研究員 
               平芳  幸浩       

  
 ５５名 

H14. 1.26 「展示解説 
－《現代美術へのいざない》展」 

国立国際美術館研究員 
               平芳  幸浩       

  
８０名 

H14. 3. 9 「展示解説 
      －Ｏ ＪＵＮ展」 

国立国際美術館主任研究官 
               島    敦 彦 

  
５５名 

 
 
       ③シンポジウム     １回 総参加者数８０名 

 参加人数 実 施 日    内    容     講  演  者 
  

 
H13.10.27 

 
「主題としての美術館」 
 

竹岡雄二、ジェイスン・シモン、

メル－・ジ－グラ、クリスチャ

ン・ミュラ－、ウテ・リンドナ－、

イネス・ロンバルディ（以上出品

作家）ロランド・メニク（クレ－

ヴェ美術館学芸員）  

 
 
 ８０名 

 
       ④ パフォーマンス    ２回 総参加者数６００名 
実 施 日 内        容    公    演     者 参加人数 

H13.4.28 
 

《コミュニケイティヴ・ 
    モード・ショー》 

作 家        斎藤  陽子        
 
 250名 

H13.5.12 《フルクサス裁判  
破壊的ピアノ・パフォーマン

スとコンピュタ－による》 

ﾌﾙｸｻｽ･ｱｰﾃｨｽﾄ   塩見 允枝子  
 
 350名 
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    ⑤ 映画上映       ２回 総参加者数４２０名 
  参加人数 実 施 日         内                      容 
13時～  15時～ 
 
 

 
   

H13.5.26 
 

『ディーター・ロート：短編集 1957－62』 
『ジョン・ケージ：機械の時代の音楽』 
『アーサー・クプケ：アーサー・クプケの肖像』 
『ジョー・ジョーンズ：コンピュータがヴィデオを

生み出した』 

 
  
 ８０名 

 
  
 100名 

H13.6. 9 
 

『ディーター・ロート：短編集 1957－62』 
『ジョン・ケージ：機械の時代の音楽』 
『アーサー・クプケ：アーサー・クプケの肖像』 
『ジョー・ジョーンズ：コンピュータがヴィデオを

生み出した』 

 
  
 
  
 110名 

 
   
 
  
 130名 

 
 
       ⑥ ヴィデオ上映     ５回 総参加者数１１１名 

   参 加 人 数 実 施 日     内                      容 
    13時～  15時～ 

H13.7.28 「セザンヌ －１２通の手紙－」 
 

 
   ２名 

   
   ７名 

H13.8.11 「クレー －色彩の管弦楽－」 
 

 
 ２０名 

 
 ２０名 

 
 
 

H13.9. 8 「デヴィット・ホックニー」 
 

 
   ３名 

 
   ５名 

H13.11.10 「KAWAMATA  PROJECTS   BY  GILLES  
 COUDERT」 

  
   ５名 

 
   ７名 

H13.12. 8 
 

「デュシャン」  
 ２０名 

 
２２名 

 
  （４）他機関の研修への協力  
    ①美術館関係者を対象とした、次の研修事業を実施した。 
     ア．中級学芸員実務研修として愛媛県美術館学芸員１名を受入た。 
 
     ②他の機関が実施する研修への協力を実施した。 

ア．文化庁が実施する中級学芸員研修 
  ４５機関４５名受入 
 

      イ．大学生の学芸員資格取得のための博物館実習への協力 
         １５大学２１名受入 
 
   （５）「年報」等の発行事業等   
   研究成果を踏まえて次の出版事業等を行った。 
       ①「平成１２年度年報」 
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       ②「国立国際美術館概要」 
       ③「国立国際美術館概要」（英文）  
       ④ 展覧会に伴うリーフレットの発行 
      図     録 ： 
              企画展「ドイツにおけるフルクサス 1962-1994」 
            企画展「宮﨑豊治－眼下の庭－」 
         企画展「田中信太郎－饒舌と沈黙のカノン－」 
                 特別展「主題としての美術館－美術館をめぐる現代美術－」 
                 国立博物館・美術館巡回展「信仰と美術」 
          リーフレット： 
         企画展「ドイツにおけるフルクサス 1962-1994」 
                 近作展 26「ローリー・トビー・エディソン－からだへの瞑想－」  
                 特別展「主題としての美術館－美術館をめぐる現代美術－」 
                 企画展「《現代美術へのいざない》アフター・イメージ－残像－」 
              近作展 27「Ｏ  ＪＵＮ」 
       ⑤「ジュニアガイドブック」 
       ⑥「月報」        １２回発行 
    ⑦ 展覧会案内      
       ⑧ 展覧会案内英文  
 
 （６）ホームページの活用 
   ホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行った。 

    アクセス件数 日本語 135,377 件 英語 17,555 件 (１月現在) 
 
  ５ その他の入館者サービス 
（年度計画） 

（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実を図る。建物のバリアフリー化を進め、高

齢者・身体障害者等にやさしい美術館を目指す。 

（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実を図る。 

（３）展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実に努める。又、音声ガイドの検討及び作品リスト

の無料配布等を行う。 

（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討を行う。 
（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実を
図る。 
（１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実等 
   高齢者等に配慮した設備等の充実を図った。 
     拡大鏡（ルーペ）の設置（２０個） 
（２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実 
   案内情報の充実、入館者サービスの充実を図った。 
    美術館リーフレット英文 １回発行 
（３）鑑賞環境の充実 
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   展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実に努め以下の作品リストの無料配布等を行った。 
    リーフレット： 
       企画展「ドイツにおけるフルクサス 1962-1994」 
       近作展 26「ロ－リー・トビー・エディソン－からだへの瞑想－」 
             特別展「主題としての美術館－美術館をめぐる現代美術－」 
             企画展「《現代美術へのいざない》アフター・イメージ－残像－」 
             近作展 27「Ｏ  ＪＵＮ」 
（４）小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討 
   小中学生の常設展入場料の無料化や観覧時間拡充の検討を行い、教育普及のため平成１  
  ４年４月１日から小中学生の常設展、企画展の入場料の無料化を行うこととなった。 
   また、当館では、それに併せ新館移転までは、建物の構造上の点及び現代美術の教育普 
  及のため特別展も無料とすることとした。 
       観覧者サ－ビスのため夜間開館を４回実施した。総入館者数３８５名 

       平成１３年１１月１０日（入館者１０９名） 
       平成１３年１１月１７日（入館者 １３名） 
       平成１３年１１月２３日（入館者 ２７名） 
       平成１３年１１月２４日（入館者２３６名） 

            
 
６職員の研修の実施（その他の主務省令で定める業務運営に関する事項） 
（年度計画） 
  （１）職員の意識向上を図るため、次の職員研修を実施する。 
     ①新規採用者・転任者職員研修、②接遇研修 
  （２）外部の研修に職員を積極的に派遣し、その資質の向上を図る。 
（１）館内において接遇研修を実施した。 
（２） 人事院研修へ派遣、参加させた。 
（１名）近畿地区係長研修 平成１３年７月３日（火）～７月６日（金） 


